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身代わり花嫁の憂鬱




　窮きゅう地ちに立たされるとは、こういうことを言うのだろう。

　常夏の楽園ハワイで、伏ふし見み茉ま莉り花かは二十七年間の人生史上初めてそんな状況に陥っていた。

「キミ、新婦役をやってくれるよね？」

　ボウタイとポケットチーフをブラックで揃そろえた、光沢のあるホワイトのタキシードに身を包んだ新郎、観み月づき吉よし鷹たかが命ずる。控室は緊迫した空気が立ち込めていた。

　静かな湖面のように深い色をした切れ長の目は拒絶を許さない強さを秘め、高く通った鼻筋に続く唇が、わずかに笑みをたたえる。先ほど茉莉花がスタイリングをした黒髪はサイドを整髪料で固めてすっきりまとめられ、類たぐいまれなる端整な彼の容姿をいっそう麗うるわしくしていた。

〝まさか、やらないなんて言わないだろう。言うわけがない〟というニュアンスをひしひしと感じる。

「私が、ですか……？」

　自分の耳を疑う。茉莉花は向かい合って立つ、すらっとした長身の吉鷹に、自分の胸を指差して聞き返した。

　ここへはブライダルヘアメイクアーティストとしてやってきた。当然ながら花嫁ではない。茉莉花は新郎新婦をサポートする裏方として、ここにいるのだから。

「そう、キミが」

　吉鷹が茉莉花に対して右手をひらりと上に向ける。

「そんな、どうして」

「それは俺のセリフだ」

　首を小刻みに横に振って訴えた茉莉花だが、彼が間かん髪はつ容れずに言い返す。

「式がはじまる時間なのに花嫁が忽こつ然ぜんと姿を消したんだから」

　たしかにその通りだ。〝どうして〟は今の彼のためにある言葉。しかしだからといって、自分が花嫁役とは解せない。なぜ彼の花嫁の代役を務めなければならないのか。

「キミは指をくわえて花嫁が逃げるのを見ていたんだろう？」

「指をくわえてなんて」

「それじゃ逃亡に手を貸したと言えばいいのか？」

　語気鋭く迫られ、言葉に詰まる。

　やむを得なかったとはいえ、手を貸したのは事実。細めた目で直視され、身動きが取れなくなった。

「……私に観月様のお相手として神父様の前に立てとおっしゃるんですか？」

　彼が放った先ほどの言葉をまさかという思いを込めて確認する。

　ところがそれにも彼は即座に反応した。

「その通り」

　吉鷹が大らかに頷うなずく。慌てる様子などいっさいないその態度は、深刻な事態が起こっているのを忘れさせるほど平然としている。余裕綽しゃく々しゃくに見えた。

「日本から超ＶＩＰも招いているし、今さら挙式を取りやめるわけにはいかない」

「超ＶＩＰ？」

「国土交通省の西にし宮みや大臣だ。キミも名前くらいは知っているだろう？」

　吉鷹が国の超大物の名前をあげる。

　すごい人物なのはわかるが、あまりにも遠い存在すぎて今ひとつピンとこない。実際に会えば、また違うのだろうか。

　彼によれば、式をハワイで執り行うと決めたのも、大臣が視察で訪れるのに合わせたのだとか。数時間であれば参列可能と知り、予定を押さえたという。

「その場凌しのぎでは意味がないのではないですか？」

　突拍子もない命令に怯ひるみそうになるのをぐっとこらえ、はっきりと問いかける。

　どのみち結婚が取りやめになるのなら、招待客を欺あざむくようなものだ。

「招待客はもちろん、大臣の前に新婦に逃げられた哀れな新郎の姿を晒さらすわけにはいかない。そのくらいはキミにも想像がつくだろう」

　吉鷹は両手を天に向けて、いい加減にしてくれといった調子で肩をすくめた。外国の人がするような仕草が決まっているのが憎い。

「ですが、花嫁が入れ替わったら皆様が驚かれます」

　参列者が代わるのならいざ知らず、交代するのは主役。とうてい考えられない、受け入れ難い提案だ。

「大事なのは俺が今日、ここで式を挙げること。どのみち招待客は花嫁の顔すらよく知らない人たちばかりだ。多少の混乱は取るに足らない」

　普通に考えたら〝多少〟ではなく〝大〟混乱だ。

　しかし茉莉花の問いをことごとくなぎ倒し、吉鷹がどんどん追い込んでくる。それまで困った様子で事の成り行きを見守っていた彼の両親まで賛同しはじめた。

「吉鷹の言うように、花嫁に逃げられたなんて前代未聞よ。観月の面目は丸つぶれだし、帰国したら外も歩けなくなるわ」

「そうだな。西宮大臣の前でもあるし、ここはそのお嬢さんにひと肌脱いでもらう以外にあるまい」

　人生経験を長く積んだ親なら、こういうときこそ息子の暴挙を止めるべきではないのか。

　それなのに彼の両親はそんなつもりはまったくないようだ。

　三人から猛烈にアタックされ、逃げ道がどこにもなくなる。実際、三人に壁際で包囲され、脱走は不可能。これ以上、逃亡者を作ってなるものかという強い意気込みが感じられた。

「彼女の逃走を手伝ったキミの誠意を見せてもらおう」

　吉鷹が鋭い目で茉莉花を見据える。断れると思うなよ、という強制力を前面に押し出した眼差しだった。

　新婦に懇願されたとはいえ、逃げる手助けをしたのは茉莉花である。こんな事態になる前に、彼女の葛かっ藤とうに気づけなかった負い目を感じているのは事実だった。

　打ち合わせで何度となく顔を合わせたときにふたりをもっとよく注視していれば、式直前に花嫁が逃げ出すことなどなかっただろう。茉莉花が気づいてさえいれば、こんな状況は訪れなかった。

　戸惑い、揺れていた心がいっぽうに大きく傾く。人一倍責任感の強い茉莉花は顔を上げ、吉鷹をじっと見つめた。

「承知いたしました。私が花嫁として式に臨みます」

　宣言した瞬間、両親が安あん堵どの表情を浮かべる。その中心で吉鷹は涼しげな表情をしていた。

　そもそもの発端は、わずか三十分前に遡さかのぼる――。
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　自然に笑みがこぼれたり、思わず胸が熱くなって涙が溢あふれたり、愛を実感して最高にハッピーなときを過ごすのが結婚式の醍だい醐ご味み。世界中の誰より幸せだと、心から誇れる瞬間でもある。

　真っ白なドレスに身を包んだ新婦が、正真正銘のお姫様になれる日だ。

　茉莉花は、その手伝いができることにプライドをもっている。

　二十七歳の茉莉花は、ブライダルサロン『Marieangeマリアンジュ』のブライダルヘアメイクアーティストとして働きはじめて早くも五年が経った。新郎新婦にとって一生に一度の晴れの舞台に喜びを共有し、たくさんの笑顔に出会える感動的な職業である。

　花嫁の魅力を最大限に引き出すためには、ただ単にヘアメイクを施せばいいというものではない。肌の色にドレスの色やデザイン、会場の明るさや雰囲気など、すべてのバランスから一番綺麗な状態に仕上げる、専門的で高度なスキルが求められる。

　今回の挙式は、リゾートウエディングでも特に人気の高いハワイ。新婦の希望で茉莉花も前日から現地入りし、本番に備えていた。

　控室の大きな鏡の前に置かれた椅子に座った二十八歳の花嫁、荒あら牧まき結ゆ愛あは式を目前に控えて緊張気味だ。

　今日のために何度もカウンセリングを重ね、リハーサルをしたメイクは華やかな仕上がり。緩やかな巻きを施したダウンスタイルのヘアアレンジも予定していた通りだ。散らすように飾った白い小花が可か憐れんな印象である。

「いかがでしょうか？」

　彼女の後ろに回り込み、一緒に鏡に映る。

　華々しいヘアメイクをした現在の結愛には敵わないが、茉莉花もくりっとした目元が愛らしい顔立ちだ。癖くせのあるセミロングの髪は、仕事の邪魔にならないようアレンジして緩くひとつにまとめている。白いコットンシャツにベージュのクロップドパンツは、控えめながら爽さわやかな印象だ。

　ところが、にこやかに微笑みかけた茉莉花とは対照的に、鏡の中の結愛はひどく浮かない顔をしていた。花嫁らしからぬ表情だ。

「どこか気になるところがありますか？」

　腰を屈めて鏡の中の彼女に問いかける。リハーサル通りに仕上げたつもりだが、本番当日だからこそ気になる部分が出てきてもおかしくはない。

「荒牧様、なんでもおっしゃってください。すぐにお直しいたします」

　黙り込んだ彼女に優しい面差しで問いかける。すると結愛は振り返り、茉莉花の腕に突然縋すがりついた。

　いったい何事かと身構える。

「あ、あの、荒牧様……？」

「伏見さん、私、あの人とは結婚したくないの！」

　突然の告白に目が点になる。

　彼女より五歳年上の花婿のヘアメイクはひと足先に終わり、式はもう目前。結婚したくないとは尋常ではない。

　これまで何人もの花嫁にヘアメイクを施し、いろんな結婚式に立ち会ったが、直前に結婚したくないと訴えるパターンは初めてだった。

　当然ながらいろんなカップルがいて、打ち合わせをしていく中でキャンセルや式の日程が延びた経験はある。しかし当日、それもヘアメイクまで完成し、あとはドレスに着替えるだけの段階になってというのは一度もない。

「どうされたんですか？」

　ひとまず結愛の肩に手を置いて落ち着かせようと試みる。マリッジブルーで気持ちが不安定になっているのかもしれない。リラックスすれば違うだろう。

「なにかお飲み物でも用意してもらいましょうか」

　クーラーの効きがよくて少し肌寒いから、ホッとするならあたたかい飲み物がいいだろう。

　腰を屈めて彼女の顔を覗のぞき込む。

　ところが――。

「私、ほかに好きな人がいるの」

　マリッジブルーは希望的観測に過ぎないと思い知らされた。

　つけまつげをつけた大きな瞳が力強く訴える。

　予想とはまったく別物。事件と言ってもいいほどの事態が勃発した。

（新郎以外に好きな人が……いる？）

　信じられない。

「実は、その彼の子どもを妊娠しているかもしれなくて」

「に、妊娠……!?」

「今までずっと誰にも相談できなくて悩んでいたの」

　新郎との間の子どもではなく、べつの相手とは。誰にも打ち明けられなくて当然だ。

　さらなる爆弾発言を聞き、茉莉花は言葉を失くし戸惑いいっぱいに結愛を見つめた。

　でも今思えば、その予兆がなかったとは言い難い。打ち合わせをしているときから彼女はどことなく心ここにあらずで、新郎とふたりでサロンを訪れたのは初回の一度きり。衣装合わせも別々で、互いの意見も聞かずに決定していた。

　新郎はスーパーゼネコンの御曹司。忙しいためなかなか時間が取れないらしいとブライダルプランナーから聞いていたため、さして気にしなかった茉莉花にも責任がある。あまり突っ込んで聞くのもどうかと考え、そのまま進めてしまった。

　もしもそのときに彼女の迷いに気づいていれば、こんな事態に発展しなかったかもしれない。五年もの間、いろんなカップルに接してきたくせに、いったいどこを見ていたのかと情けなくなる。その傲おごりが今、自分に跳ね返ってきたのだ。

「……荒牧様はどうされたいのですか？」

「だから結婚したくないの！」

「ですが、お式はもう間もなく――」

「そんなのわかってる。だから今しかないって」

　結愛は切実な表情をして茉莉花の腕を揺すった。

（それならどうしてもっと早く相談してくれなかったの……！）

　つい憤るが、そう考えるのは茉莉花が当事者ではないからだろう。彼女はこのときを迎えるまで悩み、激しく葛藤していただろうから。

　でもここは日本を遠く離れたハワイ。招待客も大勢集まっている。今さら結婚式を取りやめるなんて無茶な話だ。

「やっぱり政略結婚なんて無理な話だったのよ」

「……政略結婚」

　結愛が放った言葉を茉莉花が繰り返す。

「そうなの、愛なんてどこにもない。親同士が勝手に決めた結婚なの」

　彼女の父親は、マリアンジュのメインバンクでもある大手銀行の頭取だ。大企業の御曹司とお似合いだと思っていたが、まさか愛のない政略結婚とは知らなかった。

　でも、それで妙に納得したのも事実である。これまでの打ち合わせで、双方からは結婚前の幸せそうな雰囲気が微み塵じんも感じられなかった。

　一般的に新婦の気持ちがもっとも華やぐドレス選びやヘアメイクの話でも、彼女はいつも冷めていた。もともとあまり感情を出さないタイプなのかと勝手に決めつけていたが、そうではなかったのだ。

　茉莉花が彼女ともう少し心を通わせておけば、早く打ち明けてくれたかもしれないのに。

「そんな星の下に生まれたから仕方がないと最初は思っていたわ。でも無理。あんな人と未来なんて築けない」

　結愛が新郎を〝あんな人〟呼ばわりする。嫌悪感が滲にじみ出る言い方だった。

　愛のない政略結婚とはいえ、そこまで不快に思うものかと違和感を覚える。

「新郎様となにかあったんですか？」

「――あの人が言ったの。『キミを愛するつもりはない』とか『婚姻は形だけのものだ』とか」

　それはひどい。いくら本意でない結婚だからといって、最初から背を向けていたら話にならないではないか。

（容姿端麗な紳士のふりして、血も涙もない男だったなんて……）

　新郎の顔を思い浮かべて首を横に振る。結愛が不ふ憫びんでならない。

「一度は好きな人を諦めようと思ったわ。でも彼にそんなことを言われたら……」

　結愛が涙ぐむ。

　こんな場面なのにメイク崩れを心配して、とっさにポケットからスポンジを取り出して彼女の目元にあてる。そもそもブライダルメイクは、多少の涙で崩れはしないけれど。

「……その方とのお付き合いは長いんですか？」

「出会ったのは一年前よ」

「それじゃ……」

「あの人とお見合いする少し前」

　茉莉花の質問に、結愛が唇を噛かみしめる。

　見合いが控えていたが、友人を介して知り合ったという。ダメだとわかっていても、お互いに気持ちを止められなかったと。

　結愛は茉莉花を通り越して遠い目をした。好きな彼を思い浮かべているのか、恋する乙女の顔だ。これまで彼女が見せたことのない、花嫁たちが一様に浮かべる表情だった。

「だから伏見さん、お願い。私を逃がして」

「逃がす……？」

　目を大きく見開いて彼女を見る。

（そんなことができる？）

　結愛は茉莉花の両手を取って握りしめた。

「もし妊娠したまま結婚したことが知られたら、世間体をなによりも気にするあの人や観月家の人たちになにをされるかわからないし、親にも迷惑をかけてしまうわ」

　片方の手を自分のお腹にあてて沈痛そうな顔をした。

「もう伏見さんしか私を救えないの。だからお願い！」

　大きなふたつの瞳が茉莉花を映して揺れる。

　彼女が幸せになれるかどうかが、いきなり茉莉花の決断に委ねられた。

「一度、ご両親や新郎様とお話を――」

「そんなの無理に決まってるでしょう!?　こんなこと絶対に打ち明けられない。だから今しかないの……！」

　さらに強く手を握られ、心臓が早鐘を打っていく。

　結婚式直前に逃げ出すなんて常識はずれもいいところ。でも、彼女の状況を考えれば、そうせざるを得ないのも理解できる。まして、新郎が冷酷非道な人間なら結愛になにをするかわからない。

　お腹の子のためにも彼女をこの理不尽な結婚から守って、本当に好きな人と結ばれるように応援してあげるべきではないのか。茉莉花の仕事は、花嫁が幸せになるお手伝いをすることだ。

「お願い、伏見さん、私を逃がして！」

　結愛がひと際強く願うと同時に、茉莉花も決心せざるを得なかった。

　彼女が愛を貫くために。そして彼女の心を守るために。

　両親に愛されて育った茉莉花だからこその決断だった。

「……わかりました」

　静かに呟つぶやくと、結愛が「ほんと!?」と顔をぱぁっと輝かせる。

　腕時計で時刻を確認。時間がない。

「急がないとブライダルアテンダーが来てしまいます」

「ありがとう！」

　茉莉花は彼女を立たせ、荷物をまとめるよう急かした。ドレスに着替える前だったのが幸いし、数分で準備が完了する。

　脱ぎ着しやすいように可憐なワンピースを着ているとはいえ、華々しいヘアメイクとのアンバランスさが、今の切羽詰まった状況をなによりも物語っている。式直前に逃げ出す花嫁の姿そのものだ。

　控室のドアを開け、近くに誰もいないのを確認。彼女を伴い、そこを出た。

「こちらです」

　身重の結愛を注意深く先導し、通路を足早に行く。関係者と鉢はち合あわせしませんようにと祈りながら、チャペルのエントランスに到着した。

　ハワイ特有の心地よい風が吹き抜けていく。茉莉花たちの憂いなど知る由もなく、真っ青な空が頭上に広がっていた。

　誰かを降ろしたばかりなのか、ちょうど外に横づけされていたタクシーに彼女を乗せ、宿泊先のホテルまでお願いする。このあと結愛は、荷物を回収して帰国の途に就くだろう。

　彼女から想いを打ち明けられ、式場から立ち去るまでおよそ十分。あっという間の出来事だった。

　走り去っていくタクシーを見送り、控室へ戻る。これからが茉莉花の正念場だ。

　武者震いなのか、寒くもないのに体がぶるっと震える。散らかしたままのメイク道具を片づけながら、このあとの状況を想像して胃はしくしく痛んだ。

（大丈夫。きっとなんとかなる。……ううん、私がなんとかしなくちゃ）

　大きな戸惑いから抜け出せないまま、ほどなくしてブライダルアテンダーが控室に現れた。

「……新婦様は？」

　部屋の中を見回して、彼女が茉莉花に問いかける。

「トイレですか？」

　しかし壁に掛けてある純白のドレスに気づき、すぐに「お着替えはまだなんですか？」と不可解そうに続ける。もう式がはじまる時間だ。

「新婦様は……お帰りになりました」

「えっ？」

　まるで理解できないといった表情をした彼女を前にして覚悟を決める。

「今回の結婚を取りやめたいそうです」

　ここでごまかしても意味はない。明めい瞭りょうにそう告げた。

　ブライダルアテンダーがみるみるうちに青ざめていく。

「し、新郎様にお伝えしてきます！」

　弾かれたように控室を飛び出した靴音が速いリズムで遠ざかる。そして、ものの一分もしないうちに大勢の足音とざわめきがいっぺんにこの部屋に近づいてきた。

　黒い燕えん尾び服ふくに身を包んだ結愛の父親が、ドアを開けて飛び込んでくる。

「結愛が帰ったとはどういうことですか!?」

　大手銀行の頭取だけあり、頭の切れそうな紳士だが、さすがに大慌てだ。

「結婚を取りやめたいって、結愛が言ったの!?」

　彼の後ろから上品そうな母親が現れる。シックな黒のワンピースが揺れた。

「……はい。ほかに好きな方がいらっしゃるそうです」

　嘘うそは言えず、彼女とのやり取りを話して聞かせる。一瞬迷ったが、妊娠していることは言えなかった。

　こめかみに手をあててふらついた母親を父親がとっさに支える。

「あの子ったら、またそんなことを……！」

「また？」

　母親の言葉に引っかかり聞き返すが、茉莉花の言葉は耳に届いていない様子。隣に立つ父親に「どうしましょう」と縋りついた。

「とにかくホテルへ戻ろう。結愛を追いかける以外にない」

「だけど、あの子は言い出したら聞かないわ」

　ふたりがそんなやり取りをしていると、新郎とその両親が控室に悠ゆう然ぜんと現れた。

「観月さん、吉鷹さん、申し訳ありません！」

　結愛の両親が三人に向かって平身低頭で謝る。

「大変なことになりましたね」

　吉鷹の父親は苦い表情を浮かべ、そんなふたりを見下ろした。

「と、とにかく娘を追いかけますので。いったん失礼させていただきます」

　その場にいるのもいたたまれないといった感じで、結愛の両親が手に手を取り合って部屋を出ていく。

　これからホテルへ戻り、帰国の準備をしている彼女に会えたとしても、頑かたくなな心を変えるのはきっと無理だろう。土ど壇たん場ばで逃げる手段を選ぶくらいだから、この場にやすやすと連れ戻される程度の決意ではないはずだ。

　ふたりが去り、控室内が静けさに包まれる。新郎とその両親の視線は、自然と茉莉花に向けられた。

「この度は私の力不足で申し訳ありませんでした」

　深く腰を折り、幸せなカップルを送り出せなかった不手際を詫わびる。

「じつに由々しき事態だ」

　顔を上げて見た新郎、吉鷹は言葉とは裏腹に爽やかな表情をしていた。まったく動じていないといってもいい。

（こんなときにどうしてそんなに平気な顔をしていられるの？　まるで他ひ人と事ごとみたい）

　結愛の言葉が事実だと物語っている。愛の〝あ〟の字もない様子だ。

　申し訳ない思いを抱えながらも、茉莉花が不思議そうに見つめ返していると、彼はさらに続けた。

「キミ、花嫁役をやってくれるよね？」

　魅惑的な眼差しが茉莉花を捕える。それに射貫かれたように、茉莉花の背後に掛けられた純白のウエディングドレスがひらりと揺れた。










傲慢御曹司の追加要求




　リゾートウエディングの憧れがすべて詰まったハワイのこの場所は、花嫁が輝くために造られたチャペルである。

　まるで指輪の台座にのったダイヤモンドのような形をしたチャペルの前には、エメラルドグリーンの美しい海が広がる。絶好のロケーションだ。

　併設されたオーシャンフロントバンケットは海側が全面ガラス張りになっており、パーティーも楽しめる。

　幸せなカップルの挙式のサポートでここを訪れたはずの茉莉花は急転直下、花嫁としてバージンロードの前に立った。エスコート役がいないため、新郎である吉鷹と揃っての入場である。

　ヘアメイクを自分で施し、袖を通したのは逃げた花嫁が残していったウエディングドレス。マーメイドラインのそれは、まるで茉莉花のためにしつらえたようにぴったりフィットした。

　恋ならしたことがある。でもそれは憧れにも近い、淡い恋心だった。

　彼氏いない歴がそのまま年齢の自分が、ウエディングドレスを着て結婚式に臨むなんて想像もしない。本物の花嫁でないとはいえ、人生の階段をいきなり何段も飛ばして駆け上がった気分だ。

　真っ白な内装のチャペルの天窓から真っ青な空が顔を覗かせ、全方向に開かれた大きな窓の外にはビーチも見える。

　厳かな空気が満ちる中、ゆっくりと足を進めていく。リハーサルもなにもない、いきなりの本番という状況が茉莉花を極限の緊張へ追い詰める。

「新郎、観月吉鷹様、新婦、伏見茉莉花様のご入場です」

　かすかにざわめきはじめる参列者。「誰？」「なに、どうしたの？」といった声が一部であがった。花嫁が結愛から別人に変わり、驚きを隠せない様子だ。

　自分がとんでもないことをしでかしているのを痛感する。

　歩きはじめたものの、膝が震えて今にも躓つまずきそうになる茉莉花を支えたのは、隣を歩く吉鷹だった。彼の腕を掴つかんでいる茉莉花の手にもう片方の手を添え、トントンと軽く二度、宥なだめるようにした。

　おそらく〝しっかりやれよ〟と言いたいのだろう。彼にとって、今日の挙式はなによりも重要らしいから。

　でも今は、その手だけが頼り。端整な横顔を見上げ、視線をそのまま祭壇に向けた。

　神父の前に並び、誓いの言葉を紡いでいく。指輪を交換し、ベールがそっと持ち上げられた。

「では、誓いのキスを」

　外国人の神父がたどたどしい日本語で促した。

　美しい顔立ちをした新郎が、かすかに笑みを浮かべる。

　優美でいて妖よう艶えんなオーラを放つ彼が、自分の本物の夫となる人だとうっかり錯覚し、不規則なリズムを刻む鼓動。瞳が揺れるのを止められない。

　吉鷹がゆっくり近づいてくる。

（このままだと本当にキスしちゃう……！）

　でも、ここで避けたら新婦ではない。とにかくこの場を花嫁として演じきることだけを考えていた。

　体を硬直させて瞼まぶたをぎゅっと閉じる。そして次の瞬間――。

　頬にやわらかな感触を覚えて目を開く。彼がキスをしたのは、茉莉花の頬だった。

　偽物の花嫁と口づけなどできるものかと拒絶したのか、それとも偽りの花嫁を演じる茉莉花に対する優しさなのか。

　ホッとすると同時に肩から力を抜いた。




　式はつつがなく終わり、その後予定されていたパーティーは新婦の体調が優れないと言って逃げ、招待客だけで料理を楽しむという異例のものになった。

　そのパーティーでは、新婦が別人に変わった話題で持ちきりだろう。ひとまず責任を果たし、控室で着替えを終えた茉莉花は、そこで解放されるかと思いきや――。

「宿泊先のホテルに行こう」

　吉鷹に唐突に誘われた。

「い、いえ、とんでもありません。私はここで失礼させていただきますので」

　代役とはいえ結婚式の直後であり、〝ホテル〟というキーワードに貞操の危機を感じずにはいられない。そそくさと荷物を掴んで出ていこうとしたが――。

「そんなあからさまに嫌がらなくてもいいだろ。変な意味はない。ちょっとした礼だ」

「……お礼、ですか」

「もう少し付き合ってくれ」

　逞しい妄想力を恥じつつ、部屋を出ていく彼に従った。




　連れられてきたのは、ワイキキのビーチウォーク地区にあるラグジュアリーなホテルだった。

　美しいサンドビーチがすぐそばにありつつ、世界の一流ブランドや人気レストランなども徒歩圏内という理想的なロケーションである。

　逃げた結愛もこのホテルに滞在していたが、あのあといったいどうしただろう。両親に捕まっただろうか。それとも彼女の逃げ足が勝り、すでに空の上か。

　エレベーターで最上階の七階に連れられ、豪ごう奢しゃな扉が開かれた。

　御曹司と令嬢のハネムーンも兼ねた結婚式のためスイートルームを予想していたが、想像以上の部屋が広がり、茉莉花は思わず息をのんだ。ロイヤルスイートルームだとかエグゼクティブスイートルームと呼ばれる最上級の部屋に違いない。

　彼によると、挙式を終えて今夜から使う予定だったという。

　床から天井までの全面ガラス窓で開放感を創り出したレジデンススタイルの部屋は、高級そうな調度品やセンスのいいファブリックが居心地のよさを提供している。

　サンデッキにはインフィニティプールがあり、気持ちのいいハワイの風と景観に存分に浸れそうだ。

　さすがは日本屈指のスーパーゼネコン『観月建設』の御曹司である。

「お腹が空いただろう。こっちに座るといい」

　前もってルームサービスの連絡を入れておいたのか、吉鷹は料理が並ぶテーブルに茉莉花を誘った。

　フランス料理だろうか。牛フィレ肉のステーキや鮭とほうれん草のパイ包み、鯛のクリーム煮などの料理はもちろん、デザートにはりんごたっぷりのタルトタタンまである。

　朝、ホテルでサンドイッチを二、三切れ摘まんだだけだったため、おいしそうな料理を前に空腹を思い出した。

　食べ物につられて足を動かし、彼が引いてくれた椅子に座る。グラスには赤ワインが注がれた。

　向かいに座った吉鷹が乾杯を促す。彼に倣ならってグラスを手にし、お互いに軽く傾け合った。

「今日は本当に助かった。大臣はなにも気づかず帰っていったよ。きっと式の間も頭の中は近々行われる選挙のことでいっぱいだったんだろう」

　観月家の面子をなんとか保てたと、吉鷹は感謝しきりだ。

「いえ、このような結果になったのは私にも責任がありますから。改めてお詫びを申し上げます」

　グラスを置き、彼に頭を下げる。

　今思えば、あのとき茉莉花はきちんと両家で話し合うよう彼女を説得すべきだったのではないか。少なくとも茉莉花が花嫁の代役をするより賢明な措置だった気がする。

　形だけでも結婚式を執り行い、帰国してから改めて破談にしたほうが周囲に与える影響は少なかったかもしれない。

（――ううん、ダメダメ。ほかに好きな人がいるのに神様の前で永遠の愛なんて誓えないから。妊娠だってしてるし、やっぱり荒牧様は、ああするよりほかになかったの）

　そう思いなおして、ふと気づく。

（それじゃ私は？　彼女よりもっと不相応な立場なのに神様の前で誓っちゃったけど……。でも代役なら天も見逃してくれるよね？）

　頭の中は依然としていろいろな思いが錯綜中。豪華な料理を前に考え込んでいる茉莉花の向かいでは、吉鷹が「これ、なかなかだな」と言いながらパイ包みを口に運んでいた。

（新婦を逃がした私も悪いけど、いったいどういう神経しているの？）

　彼からは悲哀に満ちた空気は微塵も感じられず、ただ目の前の料理を楽しんでいるだけに見える。控室で茉莉花に花嫁役を命じたときからそうだが、あまりにも飄ひょう々ひょうとした態度が不思議でならない。

「観月様は、どうしてそんなに平然としていられるんですか？」

　そう尋ねずにはいられなかった。

　当事者ではない茉莉花がこんなにも戸惑って悶もん々もんとしているのに。

　すると、牛フィレ肉のステーキに優雅にナイフを入れながら、吉鷹が茉莉花を見る。

「彼女はもともとよく知らない相手。感傷的な気分にはなりようがない。結婚に夢は見ていないし、紙切れ一枚だけの関係だ。仮面夫婦になるのは目に見えていたから」

　淀よどみなくさらっと言い、肉をひと切れ頬張った。

（よく知らないから感傷的にならない？　仮面夫婦になるのはわかっていた？　なにそれ……。ちょっと無責任じゃないのかな）

　なんとも形容しがたい不満が膨れ上がってくる。

　将来を誓い合うはずの相手に背を向けられたのに、動揺しないし悲しくもないなんて信じられない。傲ごう慢まんかつ真しん摯しさの感じられない言葉が茉莉花の唇を突き動かした。

「そういうお考えだから新婦様に逃げられたのではないでしょうか」

　吉鷹がフォークを持つ手を止め、茉莉花を見る。訝いぶかしむように目を細めた。

「政略結婚であれば、お互いに距離を縮めていく努力が必要だったと私は思います」

　茉莉花に縋りついて『逃がして』と懇願した結愛の姿が脳裏に蘇よみがえる。

　吉鷹が結婚にきちんと向き合っていれば、ほかの男性に目を向けずに済んだだろうし、彼女の気持ちを繋つなぎとめておけたのではないか。少なくとも挙式当日に逃げる事態にはならなかったはずだ。

「ずいぶんはっきりと言うね」

　最初こそムッとした様子の吉鷹だったが、すぐに気持ちを持ちなおしたのかクスッと軽く鼻を鳴らして自じ嘲ちょう気味に笑った。

「ほかの誰も言えないと思うので、代わりに言わせていただきました。新婦様に向かって『キミを愛するつもりはない』とか『婚姻は形だけのものだ』なんて、あまりにもひどすぎます」

「……え？」

　吉鷹が不思議そうな顔をしたが、茉莉花は続けた。

「そもそも愛は最初からあるものではありません。ふたりで育てていくものではないでしょうか」

　どんなカップルであれ、ゼロからのスタートは変わらない。それなのに最初から背を向けていたのでは、愛なんて永遠に生まれないだろう。

「また新たにお相手を探すのでしたら、今度はもっと真剣に見てあげてください」

　それができなければ、今日の失態をまた繰り返すだけ。

　そして茉莉花もまた、自分の担当するカップルにもっと寄り添っていこうと決意を新たにしていた。

「キミ、おもしろいな」

　吉鷹が肩を震わせてくくっと笑う。

　なにがどうおもしろいのか、茉莉花にはなにひとつわからない。

「私は真面目に話しているんです。このままですと、きっと誰とも――」

　そこまで言って止める。傲慢な吉鷹の様子に腹を立て、つい口が過ぎてしまった。仮にもブライダルサロンのお客様である彼に対して無礼だ。

「きっと誰とも結婚できないって？」

　吉鷹が茉莉花の言葉の先を見越す。まさにそう言おうとしたため居心地が悪い。

「……すみません、言いすぎました」

　ごまかさず素直に謝罪した。

「誰とも、か。それは困ったな……」

　自分の顎に手を添えて思案するように眉根を寄せていたが、吉鷹はふとなにかを思いついたかのように目の奥を光らせた。

「そうだ」

　おもむろに茉莉花をじっと見据える。

「キミが俺と結婚すればいい」

「……はい？」

　なにを言っているのかわからず目が点になる。

「二カ月後に開かれる社長就任パーティーで妻を紹介する予定になっている。跡継ぎが望めることをアピールし、観月建設の末永い発展を世間に知らしめなければならないんだ」

　結婚式の次は社長就任パーティーとは忙しい御仁だ。

　ジョークなのか本気なのか、彼の場合まったくわからない。茉莉花はもう役目を十分果たしたはずだ。彼の花嫁の代役などという、とんでもない役目を。

「聞こえているか？」

「聞こえていますが、冗談はおやめください」

「冗談じゃない。俺は本気で言っている。結婚しよう」

　なんて軽い人なのだろう。

　目を真ん丸にして見つめ返した。

　頭の中はいったいどうなっているのかと余計な心配をしてしまう。もしかしたらネジが何本か抜けているのではないか。

　茉莉花は花嫁の代役はしたが、もともとは彼らカップルのブライダルヘアメイクアーティストである。それ以上でもそれ以下でもない。

「お断りさせていただきます。私の家庭はごく普通の一般家庭ですし、観月建設にとって有益でもなんでもありませんから」

「その心配なら必要ない。うちは今さら政略結婚なんて必要としない会社だ」

「では、なぜ荒牧様と？」

　政略的な繋がりが必要ないのなら、彼女との縁談は持ち上がらないはずだ。

「観月家の慣習的なものだ。祖父母も両親も政略結婚だから、その流れに則っただけ」

　必要ないのに慣習に従って結婚させられそうになっていた結愛が、さらに気の毒になる。ほかに好きな人がいても、一度はその気持ちを押し殺していたのだから。

「キミとは、神の前で永遠の愛を誓った仲だろう」

「〝ふり〟をしただけであって本物とは違います」

　永遠を誓ってはいないし、愛も存在しない。

「結婚はしっかり愛を育んだ相手とします」

　愛のない結婚は、結愛同様に受け入れられない。

「恋人がいる？」

「いえ、いません」

　そう答えた直後に〝います〟と言えばよかったと後悔に襲われる。

「それなら俺と愛を育めばいい」

「そんな簡単に言わないでください」

　正真正銘の結婚相手だった結愛に対してできなかったのに、行き当たりばったりで代役を務めた茉莉花相手にできるはずがない。

「簡単に言ったつもりはない。距離を縮めていく努力が必要だったとキミに指摘されて、これでも反省しているんだ。汚名返上するチャンスをくれてもいいんじゃないか？」

「それは私にしなくてもよろしいのではないでしょうか」

　家族や参列者に対してすればいい。

　きっぱり断り、吉鷹としばし睨にらみ合うようになる。愛がないとはいえ、プロポーズシーンの空気でないのはたしかだ。

「花嫁の逃亡を手助けしたのは誰だったかな。俺が窮地に陥っているのはどうしてだろうね」

　まるで謎かけのように問いかける。優しい口調だが責めているのは明らか。吉鷹は、茉莉花がもっとも痛みを感じる部分を的確に突いた。

「それは……」

　いずれ破談になるにしても、結婚式の直前に逃亡を手伝った自分にも非がある。

　茉莉花の行動が今、この状況を生んだのは明らかだ。

　テーブルに両肘を突き、組んだ手の上に顎をのせて優美な笑みを浮かべる彼に、言い返す言葉が出てこなかった。

　唇を噛みしめ、状況が違えば間違いなくうっとりしてしまうような顔を見つめ返す。新婦を逃がした重責が、茉莉花に圧のしかかった。

「……少し考える時間をください」

　そう答えるので精いっぱい。茉莉花は、用意された食事も半分以上が喉を通らずにスイートルームをあとにした。




＊＊＊＊＊




　ひとりになった吉鷹は、茉莉花が去った静かな部屋でワインのグラスを傾けていた。

「おもしろい」

　そう呟き、笑みをこぼす。

　吉鷹の肩書きや地位に惑わされず、思ったことを臆せずポンポン口にする女性は初めてだった。ズバズバ指摘されたのに腹立たしさはなく、むしろ爽快なのが不思議である。

　そんな威勢のよさとは裏腹に、バージンロードを震えながら歩くか弱さ、ホテルの部屋に誘ったときの警戒心の強さ。そのアンバランスさが非常に興味深い。

　なにより純白のウエディングドレスは、まるで彼女のために用意されたもののように似合っていた。初めから吉鷹の花嫁は彼女だと錯覚し、美しさに戸惑いを覚えるほどに。

　誓いのキスで触れた艶つややかな頬の感触を思い出し、自分の唇に指先をあてる。

　愛を育むなど、これまで考えもしなかったというのに。

　自分の放った言葉の数々を思い返し、吉鷹は相好を崩した。










責任感の代償




　とんでもない挙式となった翌日、茉莉花はひとり帰国の途に就いた。吉鷹をハワイに残し、とんでもないプロポーズの返事もお預けにしたままだ。

　一日休みをもらった次の日、仕事の茉莉花はいつも通りにひとり暮らしのアパートを出た。

　昨日の雨の影響か、十月の空気はハワイの乾いたものとは別物。少し湿って重く感じるのは、茉莉花の心も関係しているのかもしれない。

　電車に乗ること二十分、ブライダルサロンマリアンジュはおしゃれなカフェやレストランなどが立ち並ぶ街にある。

　都内に数店舗展開し、白い外観に石造りのアプローチが南欧を思わせるサロンは、中へ一歩足を踏み入れるとラグジュアリーな空間が広がる。やわらかいナチュラルテイストと、白を基調とした上質なものだ。

　ここにはドレスサロン、ビューティールーム、フラワーショップなどが揃っており、まるでショッピングを楽しむような感覚で過ごせる。結婚式の前からスペシャルな心地よさを提供するのがモットーである。

　白いインナーに黒いツーピースのスーツはサロンスタッフの定番。式場でヘアメイクを施す際には動きやすいようにラフなスタイルだが、サロンでは基本的に皆同じである。

「おはようございます」

　バックルームのロッカーに荷物を入れ、茉莉花がまず向かったのはマリアンジュ自じ由ゆうが丘おか店を統括するマネジャーの部屋だった。

　ノックのあとの「どうぞ」を待ち、「失礼します」と入室する。店内同様に白を基調とした部屋は清潔感に溢れ、ソファセットも置かれ機能的である。

　真向かいにあるデスクで、マネジャーの菊きく川かわ聖せい吾ごが顔を上げた。

　一重瞼が印象的で、さらりとした短い黒髪が爽やかな好青年だ。三十一歳にしてマネジャーなのはマリアンジュではやり手である。

　このサロンは男性スタッフも女性同様に黒いスーツの着用が義務づけられており、自由が丘店トップの彼はその証あかしとして赤いポケットチーフを覗かせている。

「掛けてください」

　茉莉花にソファを勧め、自分も向かいに座った。

「まずはハワイでの挙式、お疲れ様でした。いろいろと大変でしたね」

　ハワイで執り行われた吉鷹と結愛の結婚式にマリアンジュから派遣されたスタッフは、茉莉花ひとりだけ。ヘアメイク以外は提携している現地スタッフが仕切り、報告も兼ねて事前に連絡を入れていた。

「改めて、申し訳ありませんでした」

「伏見さんが謝る必要はありません。新婦の気持ちまで操作するなんて無理な話ですから」

「ですが、私がもっとしっかり荒牧様に寄り添っていたら……」

「伏見さんの仕事ぶりはよく知っています。ここだけの話ですが、ほかのヘアメイクアーティストの中でも群を抜いていますから」

　もったいない言葉に恐縮しつつ首を横に振る。

「伏見さんはお客様の要望に従っただけでしょう？　今回の件は不可抗力です。伏見さんの責任ではありません。もしも観月家や荒牧家から苦情の申し立てがあっても、私が全面的に引き受けますので心配いりませんよ」

「……もしかしてすでにそんな連絡が？」

「いえ、現時点ではありません」

　菊川の言葉に安堵する。

「しかし伏見さんも大変な目に遭いましたね。新婦の代役などと……」

「菊川マネジャーや会社へ相談をする時間もなくて……。その場を収めるためとはいえ申し訳ございませんでした」

　それが正解だったのかは今でもわからないが、少なくともあの時点では最善の策だったと思いたい。――そのあとの吉鷹の提案を除けば。

「なんにしても、今回の件について伏見さんを咎とがめるようなことはありませんので」

「ありがとうございます。では、仕事に入ります」

　菊川の部屋を出て店内に入るや否や、同様にサロンの専属ヘアメイクアーティストをしている同僚の池いけ上がみ美み春はるが走り寄ってきた。

　彼女も茉莉花と同じ二十七歳。後頭部で結んだストレートロングの髪が揺れる。茉莉花の腕を引っ掴み、店の隅に引っ張った。

「ちょっと茉莉花、聞いたよ」

　挨拶をすっ飛ばしていきなり切り込む。切れ長の大きな目を丸くして興奮気味だ。

「あっちで花嫁の代役をやらされたんだって？」

「もうその話が耳に？」

　菊川がペラペラ話すとは思えないから、現地スタッフから伝わったのかもしれない。

「本当だったんだ」

　茉莉花の反応を見るまで疑心暗鬼だったのだろう。美春はさらに目を大きくさせて詳しい話を求めた。

　もう間もなくお客様を迎え入れる時間。茉莉花はハワイでの一幕を簡潔に話して聞かせた。

　最後の最後に巻き起こった〝プロポーズ〟は話すか迷ったが、美春の意見も聞きたいため正直に打ち明けた。

「なにそれ、嘘でしょう？」

「嘘みたいな本当の話」

　肩を落としてため息をつく。

　茉莉花は未だ戸惑いの真っ只中にいる。吉鷹の要求に対する答えは見つかっていない。返事を保留にしたため、必然的に連絡先を交換して別れたきり。予定通りのスケジュールなら、彼はまだハワイに滞在中だ。

「だけど観月建設の御曹司でしょ？」

　彼はサロン中の話題をさらう有名人だった。モデルや俳優でも通用する容姿と、その肩書きにスタッフたちは一時期色めき立っていた。

「いい話だと思う私はおかしいかな」

「でも性格的にちょっと」

　あんな事態でも何食わぬ顔をしていられる精神力や、なにを考えているのか今ひとつわからない思考回路もそう。なにより、結婚を真面目に考えていないところが一番の問題点だ。

「お金があって容姿もよければ、多少は目を瞑つぶってあげてもいいんじゃない？　三拍子揃っているほうが逆に怪しいよ」

　美春が持論を展開する。

（だけど、その三つだったら性格が一番重要じゃないのかな）

　財力や見た目は努力次第でどうにかできるが、三十歳を過ぎてからの性格の矯正はきっと難しい。

「茉莉花だって、いろんなカップルを見てきたでしょう？　情熱的なラブラブカップルはもちろん、恋人であり親友でもある友達カップル、それから」

「本当に付き合ってる？と思うくらいさっぱりした関係の自由カップルに、利害でお互いを見る現実派カップル、上下関係がありそうなヒエラルキーカップルも」

　美春が指折り数えてあげる例えを茉莉花が続ける。

「そうそう。あ、ネガティブな意味合いでお互いに依存しているカップルもいるよね」

　たしかに、と茉莉花は頷いた。

「だから身代わり婚のカップルがいても、おかしくないんじゃないかな」

「挙式直前でお相手が逃げたのは初めてだけど」

　マリアンジュはじまって以来の衝撃的な展開だろう。

「そうだね。まぁ、はじまりはどうであれ、プロポーズには真剣に向き合うべきじゃないかな。観月様も汚名返上させてくれって言ってたんでしょう？」

「それは社長就任パーティーで紹介する妻が必要だから。たまたまその場にいた私に結婚しようって言っただけ」

「少なからず好意を持ってる相手じゃないとプロポーズなんてしないよ。茉莉花ならって思ったんじゃないかな」

　彼は結婚に対する思い入れがないだけ。興味がまるでない。

　だからその場にいた茉莉花に花嫁の代役を頼めたのだろうし、就任パーティーで妻役が必要だからプロポーズもできたのだろう。

「だけど、茉莉花の夢が儚はかなく散ったね」

「まだプロポーズを受けるとは決めてないから」

　美春の言葉を否定する。

　いつか結婚式を挙げるならフランスの古城で。

　それは、この仕事をしながら思い描いている密かな夢だ。恋愛経験がないからこそ、ロマンティックなものやお姫様への憧れが強い。

　もしも彼のプロポーズを受け入れるなら、その夢は断たれると美春は言いたいのだろう。なにしろ結婚式はすでに挙げてしまったから。

「そろそろお客様お迎えの時間です。配置につきましょう」

　話し込んでいた茉莉花たちにスタッフが声をかけてきた。

　ハッとして確かめた腕時計は十時半ジャスト。美春と揃って「はい」と答える。

「私だったら引き受けると思う」

　去り際、美春は茉莉花にそう囁ささやき、先に歩いていった。

（……私はどうする？）

　自分に問いかけるが、心は決まらなかった。




　吉鷹との再会は、それから一週間が経過した夕方だった。

　来客の知らせを受けて向かうと、エントランスブースに彼がいた。

　式場で見せつけた麗しいフォーマル姿ではないが、体のラインにフィットしたネイビーのスーツの着こなしも抜群だ。

「久しぶりだな」

　彼は軽く手を上げ、微笑みもつけた。

「その節は、当サロンをお選びくださりありがとうございました」

　彼の軽い調子の挨拶をスルーしてお決まりのフレーズで頭を下げた。十日くらいでは久しぶりのうちに入らないと、ちょっとした反抗心である。

　吉鷹が苦笑いを浮かべる。

「本日はどのようなご用件で」

「ずいぶんと他人行儀だな」

　眉を上げ下げして不満をアピールしているようだが、どことなく目は笑っている。

「他人ですから」

「神の前で愛を誓い合った仲じゃないか」

「神様には偽物だと見透かされています」

　吉鷹が間合いを詰めたため、茉莉花はその分後ろに下がった。

「なにも逃げなくても」

　彼がクスッと鼻を鳴らす。

「これからデートしよう」

「まだ仕事が終わっておりませんので」

　デートはしないというのを暗に含めるが、吉鷹もそれでは退ひかない。

「それなら外で待ってる。キミに言われたように、ふたりの距離を縮める努力をするつもりだ。付き合ってくれ」

「私はまだなにも――」

「話ならキミの仕事が終わったあとで聞こう」

〝決めていません〟という言葉が彼に遮られる。吉鷹はひらりと手を振ってサロンを出ていってしまった。ガラス扉が閉まり、彼の背中が左方向に消えていく。

　あまりにも横暴だ。どうあがいても彼から逃れられない予感がしてならない。強引な誘いが茉莉花を憂ゆう鬱うつにさせる。

「茉莉花、今のって観月様でしょう？　彼の話に乗ることに決めたの？」

　立ち尽くしている茉莉花に美春が声をかけてきた。興味津々に顔を覗き込む。

「ううん、まだ……」

「それじゃ彼、どうしてここへ？」

「デートしようって。ふたりの距離を縮める努力だとか」

「健けな気げ！　茉莉花の言葉がよっぽど効いたんじゃない？　式直前に花嫁に逃げられて、考えを改めようと彼も頑張ってるんだよ」

　美春が茉莉花の背中をトントン叩たたく。痛くはないが、その勢いに足がふらついた。

「もちろんオッケーしたんでしょう？」

「返事もさせてもらえなかった」

　行くとも行かないとも。どちらかといえば断るつもりだった。

「ふふ。さすが聞いた通りの強引な人だ。ま、茉莉花にはそのくらいグイグイくるくらいの男性のほうがいいと思うな、私は」

「どういう意味？」

「茉莉花は普通のアプローチじゃ気づかないみたいだから」

　いつだったか美春に誘われた合コンで、ある男性のアピールにまったく気づかずさっさと帰ったときのことを皮肉めいて言っているのだろう。

「鈍感って言ってる？」

「うん」

「美春ってばひどい」

　茉莉花が軽く小突き、美春がオーバーに痛がる真似をしたときだった。

「伏見さん、ああ、いたいた。ここだったのね」

　茉莉花を探していたようで、女性スタッフがホッとした表情になる。

「お客様からヘアメイクに関する問い合わせが入ってるの」

　彼女は耳に受話器をあてるポーズをとった。

「わかりました。すぐに応対します」

　美春に「行くね」とひと言断り、呼びに来てくれた女性スタッフに会釈をして電話応対に向かった。




　茉莉花が仕事を終えたのは、それから一時間が経過した頃だった。

　さすがに吉鷹は痺しびれを切らせて帰っただろう。傲慢な御曹司なら待っていられないはずだ。人を待たせるのは平気でも、自分が待たされるのは我慢ならないだろうから。

　そう思いつつサロンを出た茉莉花の予想は、見事に外れた。

　サロン左手の植え込みの柵に、彼が体をもたせかけていたのだ。仕事でもしているのかタブレットを操作していた。

　何人もの通行人が吉鷹をチラチラと見ながら行き過ぎていく。薄暗くなりかけた空の下でも、彼の美麗な姿は隠せないようだ。

　ふと吉鷹が目線を上げ、足を止めた茉莉花に気づく。口角を上げて魅惑的な笑みを浮かべた。

　作り笑いとわかっていても危険だと、心に鉄壁のガードをする。

「待っていらしたんですか」

「帰ると思ったのか」

「はい」

　素直に認めると、吉鷹は眉根をぎゅっと寄せた。

「待ってると言っただろう。俺は自分の発言には責任を持つタイプだ」

　だから茉莉花にも〝花嫁を逃がした責任を負え〟と遠回しに言っているように聞こえる。

「じゃ、行こう」

「お待ちください。私はまだ行くとは――」

「チャンスのひとつやふたつ、くれてもいいんじゃないか？　犯した過ちを素直に認めているんだ。更生する機会くらい与えてくれ」

　もっともなことを言われ、断りづらくなってしまった。

　間違いは誰にでもあるものだし、茉莉花だってそう。花嫁の逃亡を手伝うなんて、ブライダルサロンに身を置くものとして前代未聞。過失といってもいい。

　それなのにマネジャーの菊川は許してくれた。それなら茉莉花も、他人の過ちを受け止めてあげるべきなのかもしれない。

「……わかりました」

　茉莉花が折れると、吉鷹は満足そうにすぐそばのコインパーキングに停めてある車に案内した。

　ピカピカに輝いた黒い高級車の助手席に乗せられる。

「運転手さんは……？」

　車で来ていると聞いたときに、真っ先に思い浮かんだのが長い車体の超高級車だった。黒づくめの運転手が降り立ち、恭うやうやしく乗せられる画えである。

「仕事で移動するときは専属の運転手がいるが、プライベートまでそうしたら身動きがとりづらい。それとも運転手つきの車じゃなくてがっかりしたとか？」

「いえ、そうではありません。大企業の御曹司はそういうものだというイメージです」

「棘とげのある言い方だな。嫌悪感が滲んでる」

「そういうつもりでは……。嫌な気分にさせたのでしたら申し訳ありません」

　不快そうな吉鷹に素直に謝る。言われてみれば、そう聞こえなくもないと反省した。

「そういうのも含めて俺はキミの誤解を、いや、誤解ではないのか。改心？　そうだな、俺の改心ぶりを見せつけなくてはならないわけだな」

　ひとりで言いなおす様子がおかしくて、ついふっと笑いが漏れる。

「なんだ、笑えるんじゃないか」

　吉鷹が目を丸くしたため、茉莉花は急いで表情を引きしめた。

「挙式以降まったく笑わないから、笑えない人間かと思った。まぁ打ち合わせのときには素晴らしい笑顔を見せていたけど、あれは儀礼的なものだろうしな」

「私だって楽しければ笑います」

　あの式以降、彼の前で笑えなくて当然だ。花嫁に逃がしてほしいと言われてから混乱続きだったため、笑うような心境になかったのだから。

「それはよかった。ロボットかと心配した」

「一応血は通っています。観月様とは違って」

　つい口が過ぎた茉莉花に吉鷹が笑みをこぼす。

「俺は人間ではないと？　俺に対する印象がよほど悪いようだな」

「失礼いたしました」

　両手を膝の上に揃え、調子に乗って出過ぎた言葉を謝罪した。吉鷹はマリアンジュの大事なお客様だったのだから。

「まあいい。とりあえず俺の目標は夫婦になるためのステップを踏むことだ。そう遠くないうちにキミを落とす」

「なっ……」

　いきなり宣戦布告をされ、喉がつまってむせた。

「おい、大丈夫か？　ほら、これでも飲め」

　吉鷹は後部座席に手を伸ばし、ミネラルウォーターのペットボトルを茉莉花に差し出した。受け取るのをためらっていると……。

「心配するな。まだ口はつけてないし、妙な薬を混ぜたりもしてない」

「……妙な薬ってなんでしょうか。そういうつもりではなく、意外と優しいんだなといいますか……」

　茉莉花が正直に打ち明けると、吉鷹は吹き出した。

「意外はよけいだ。だがこのくらいで優しいと思うとは、茉莉花はずいぶんとハードルが低いな」

「ま、ま……茉莉花？」

「キミの名前は茉莉花じゃなかったか？」

「そうですが、いきなり呼び捨てなので」

　おかげで不必要に鼓動がドクンと弾む。

「これでも俺たちは神様の前で永遠の愛を誓った仲だ」

「それは――」

「まあ聞け」

　茉莉花の口を封じ込め、先を続ける。

「俺はキミを妻として迎え入れようと本気で思っているし、そのためにふたりの間に何万光年も空いている距離を縮めるのが目下の目標でもある。つまり名前の呼び捨てもそのために必要なステップ。そうだな、これをステップ１としておこう。だからキミも俺を下の名前で呼ばなくてはならない」

「何万光年は大袈裟かと思いますし、だから下の名前で呼ぶというのは脈絡が……」

　つい余計な突っ込みを入れたら、吉鷹にじろっと睨まれた。近づくのが目標なら、そういう冷めた眼差しはどうだろうか。

「ほら、茉莉花も呼べ」

「突然命令されましても……」

　しかもとても偉そうである。結愛から聞いた通りの傲慢な言い方だ。

　丁寧口調で返しているが、心の中では〝せめてもう少し優しくお願いできないの？〟と不満がひしめく。

「それじゃ譲歩してもいい。まずは〝観月様〟と呼ぶのをやめるところからだ」

　吉鷹が妥協する。名字にさん付けならまだいい。

「今日の別れ際までには〝吉鷹〟と呼べるように」

「早すぎませんか!?」

　もっと時間をかけようとしたわけではなかったのか。

「何事もスピードとタイミングが肝心だ」

　吉鷹は不敵な笑みを浮かべて車のエンジンをかけた。

　およそ二十分後、車はハイセンスなブティックやヘアサロン、上品なグルメ店が建ち並ぶ街のパーキングに停められた。

　徒歩で裏通りへ向かい、街の喧けん騒そうから少し離れたビルに入る吉鷹を追っていく。どうやらこの地下に目的のレストランはあるようだ。

　先に数段降りた彼が、ふと振り返る。すっと手が出された。

「暗いから」

（……手を繋ぐっていうの？）

　足を止めて目を丸くしていると、吉鷹が「ほら、手」とさらにぐっと突き出す。

　やはりそうらしい。でも階段には控えめとはいえ照明があり、彼が言うほど暗くはない。

「大丈夫で――ひゃっ！」

「それじゃ近づけないだろ。これはステップ２」

　有無を言わさず手を掴まれた。反動でよろけ、階段でトトンとリズム感のない足踏みをしたせいで――。

「っと」

　吉鷹に軽く抱えられてしまった。心ではなく体との距離がゼロになり、意図せず鼓動が乱れる。

「す、すみません」

　反射的に彼から離れ、パーソナルスペースを守る。それでも手は繋がれたままだ。

　彼に連れられて階段を降りると、木目調のドアがあった。インターフォンを押し、店員に案内されて店内へ。さらにもうひとつのドアをくぐり進むと、ようやく店の全貌が現れる。

　木のぬくもりのある落ち着いた内装の空間にはカウンターが六席と、個室がひと部屋のみ。こぢんまりとした店だが、ひと目で居心地がよさそうだと感じる。

「いらっしゃいませ」

　カウンターの中にいた四十代くらいの男性が柔和に微笑んだ。ここの店主だろう。

「大将、こんばんは」

「いつもご贔屓ひいきにありがとうございます」

　よく来る店のようだ。店主の目が茉莉花に向けられたのを受け、吉鷹が「妻です」ととんでもない紹介をした。

「ち、違いますから」

　小さな声で否定して、手もひらひら振る。決まっていないのに公言するのはひどい。

「否定されていらっしゃいますが」

「近い将来そうなりますのでご心配には及びません」

　店主に苦笑いされてもなんのその。吉鷹はさらっと受け流し、ふたり並んでカウンター席に腰を下ろした。

「なんのお店ですか？」

「極上の肉を食べられる店」

「極上のお肉ですか」

　鉄板焼きを想像したが、鉄のプレートは見当たらない。

「食べればわかる。大将、いつものでお願いします」

　吉鷹は出されたウェットティッシュで手を拭い、店主に声をかけた。

「ワインは？」

「お酒はあまり得意ではないので……」

「ハワイでは飲んでなかったか？」

　彼の宿泊先のホテルに招かれたときのことを言っているのだろう。

「あのときはお断りするのは失礼かと思ったので、口を少しだけつけました」

　茉莉花の言葉に、吉鷹がなぜかニヤッと笑う。

「いい傾向だ」

「なにがでしょうか」

「ハワイでは俺に遠慮してワインを飲んだのに、今は飲みたくないとしっかり自己主張してる。つまり多少は距離が近づいたわけだ」

「そういうわけでは……。ハワイでは観月様、じゃなくて観月さんにお客様として接していたので」

　自分の考えに自信を持っているのか、茉莉花がそう言っても吉鷹にはまったく響いていないらしい。それどころかべつの箇所に反応を示す。

「律りち儀ぎに名前を呼びなおすとは、茉莉花は素直だな」

　妙に上機嫌で「スパークリングウォーターにしよう」と注文した。

　吉鷹の精神力の強さは人並みを大きく超えている。花嫁に逃げられても平然としていられるのだから、相当タフな人間といえるだろう。

　そのうえ今度は代役を妻の座に据えようと企むとは。茉莉花を落とすと堂々と宣言できるのはかなりの自信家な証拠だ。

　スパークリングウォーターで乾杯後、ほどなくして料理が出された。

「極上生肉のタルタルです」

　細かく刻まれた牛肉が円に成形され、その上にキャビアが添えられている。

「Ａ５ランクの国産黒毛和牛だけを贅ぜい沢たくに使ったメニューだ」

　店主の代わりに吉鷹が説明する。

　国産黒毛和牛だってなかなかスーパーで手が出ないのに、Ａ５ランクときた。

「いただきます」

　手に取った箸でそっと掴み、口へ運ぶ。

「――っ!?」

　瞬間、旨味が広がり、肉がとろけていく。

「……噛んでないのに消えました。おいしい」

「だろう」

　まるで自分の手柄であるかのように、吉鷹は満足そうに笑った。

　そんな彼の姿が無邪気に見えるなんてどうかしている。

「ここへはよくいらっしゃるみたいですね」

　おそらく茉莉花を連れてきたように、数多くの女性と来たのだろう。今のように最高ランクの肉を食べさせて〝俺、すごいだろう？　こんな料理を毎日のように食べてるんだぜ〟とひけらかしてきたに違いない。

「よくというわけじゃないけど。たまにふらっとひとりで」

「……おひとりで？」

　予想と違うため聞き返す。

「ヤキモチか？」

「きっとたくさんの女性を連れてきたんだろうなという自然な想像です」

「心配するな。茉莉花が初めてだ。ね、大将」

　吉鷹に同意を求められた店主が「ええ、そうですね」と答える。嘘ではなさそうだ。

（でも、ここへ連れてきていないだけで、きっとほかの高級レストランを使っていたんだろうな）

　外資系超高級ホテルの最上階にありそうなレストランを。御曹司の吉鷹なら、そんな店はいくらでも知っているだろう。手札はたくさんあるはず。

（……って、そんなことどうでもいいじゃない）

　ふと我に返り、吉鷹の女性関係にあれこれ考えを巡めぐらせる自分を制した。

「茉莉花こそ、いろんな場所に連れてきてもらっただろう？」

「それは男性に、という意味ですか？」

「まあね」

「ご想像にお任せします」

　弱みを握られそうで、正直に恋愛経験がないとは言いたくなかった。華々しい恋愛遍歴を重ねていそうな彼に対する、ささやかなプライドでもある。

「今は仕事が恋人なので」

　これは本当だ。

「茉莉花は、どうして今の仕事を？」

　ふと尋ねられ、隣を見る。彼は茉莉花の顔を覗き込むようにしていた。

「子どもの頃から人の髪の毛をいじるのが好きだったんです」

　友達の長い髪をヘアゴムで結って、いろんな髪型にするのが大好きだった。最初は不格好な仕上がりにしかならなかった腕は、めきめき上達。中学を卒業する頃には茉莉花のヘアアレンジが学校で流行り、休み時間に列を作るのもしばしばだった。

　高校ではメイクにも興味を抱き、休日にはヘアアレンジとセットでやってほしいという友達が何人もいた。

「それじゃ子どもの頃の夢を叶えたわけだ」

「そうですね」

　それはとても幸せなことだろう。

　とくにブライダル関係の仕事の場合、一生に一度の大切な瞬間に立ち会う。特別な一日を最高に綺麗に彩るためのヘアメイクを任されるのはプレッシャーではあるが、『綺麗にしてくれてありがとう』と喜んでもらえるのは、アーティスト冥みょう利りに尽きる至極の瞬間だ。

「でも、じつはもうひとつ夢見ていたものがあって」

「へえ。なんだろう」

　吉鷹がスタイリストや美容師など今と近い職業をあげるが、どれも違っていた。

「建築士です」

「それはまたヘアメイクアーティストとは全然違うな」

「でも〝つくる〟という面では同じかもしれません」

　父親が設計士をしているため、その影響も大きいだろう。

「まぁマクロ的に考えればたしかに」

　一瞬目線を彷徨さまよわせてから、吉鷹が頷く。

「建築の本とか写真集とかは、ヘアアレンジの参考になるのでよく見るんです」

「それは意外だな。俺には共通点はまるで見えないが」

　普通に考えたらそうだろう。まったく違うジャンルだ。

「説明はうまくできないんですけど……」

　なんと言ったらいいのか。いい表現が出てこず視線が泳ぐ。

「そのヘアスタイルが形になるまでの空間的な要素だとか組み合わせの感覚？」

「そうです！」

　言葉を見つけられないもどかしさが解消され、思わず激しく同意する。

　まさにその感じだ。

「なるほどね。なんとなくはわかる。だとすれば、俺もキミのようにヘアメイクアーティストの資質はあるわけだ」

　そこで彼が、建設会社の次期社長だと思い出した。

「観月さんは設計的なことはされるんですか？」

「入社してからいろんな部署を渡り歩いたが、一応、建築士の資格は持ってる」

　将来社長になるべく、設計関係はもちろん会社を多角的に見られるよう訓練されているのだろう。

「昨年あたりまで関わってきたのは、羽はね田だ空港跡地の開発」

「あ、もしかして大規模な複合施設ですか？」

　たしか商業施設や研究開発施設などが入居した大きな施設がある。羽田空港が沖合に拡張していくのに伴ってできた広大な跡地は、続々と開発の手が入っているとニュースで見聞きした。

「開発がスタートした当時は設計にも携わったよ。徐々に指揮を執るほうにシフトしたけどね」

「そんな大きな事業にも……」

　さすがはスーパーゼネコンの観月建設。スケールが違う。

「子どもの頃からお父様の会社を継ごうと思っていたんですか？」

「夢を持ってというのとは違うな。最初から決まっていたから、それ以外に道がなかった。観月建設の社長にしかなれないと思っていたからね。今思えば、ずいぶんと閉鎖的な考えだったと思うよ」

「そう、ですか」

　茉莉花のように自分から選んだ道ではなく、幼いときから一本しか道がなかったのだとしたら、とても息苦しかったのではないかと余計な心配をする。

　大企業の御曹司だからといって恵まれているとは限らないのかもしれない。いろいろな我慢と制約のもとに人生があり、自分の意思は後回しなのではないか。職業選択の自由はないし、結婚ですら決められたものなのだから。

「でも、それに憂いを抱いたことは一度もない。今は副社長の立場だが、俺には数万人という社員の人生を預かっている自負がある。悩んだり迷ったりしている時間があるなら、その分前に進むほうが断然いい」

　ちょっとかわいそうと同情的になったそばから、吉鷹がさらっと覆くつがえす。ハワイで花嫁に逃げられても悩む素振りが見られなかったのは、そういう心構えがあるからなのかもしれない。

　抱えているものが大きいうえに責任も重大。だから現状を嘆くのではなく、常に前を向いて突き進む。

　茉莉花に代役をさせ、さらには本物の妻になるよう提案したのも、自分の責務を果たすため。愛でも恋でもない。観月建設発展のために、夫婦という形が必要だからだ。

　根っからの経営者気質といったらいいのか。そういうものを吉鷹からは感じられた。

　茉莉花たちはその後、極上生肉とアボカドのミルフィーユや、ウニと特選赤身肉のロール寿司などを堪たん能のうし、店をあとにした。




　茉莉花がひとりで暮らすアパートは静かな住宅街にある。職場まで電車の乗り換えがなく、駅からの徒歩を含めても三十分ほどで着くため通勤はわりと快適だ。

　ベージュの外観の三階建てには、一応オートロックもついている。マリアンジュに就職したときには都内にある実家で暮らしていたが、二年前に『一度はひとりで暮らしてみたい』と両親を説得して念願が叶った。

　吉鷹の車がそのアパート前に停車する。

「今日はご馳走様でした。とてもおいしかったです。ありがとうございました。では」

　挨拶をあれこれ並べて早々に車を降りようとしたが、吉鷹に「ちょっと待て」と引き止められた。

「コーヒーでもどうですか？とかいうのはないのか」

「な、なんですかそれ」

「男女の機微」

「すみませんが、よくわかりません」

　髪が頬にあたるほど首を勢いよく横に振る。吉鷹の表情が少し曇ったので、ちょっと強く拒絶しすぎただろうかと申し訳ない気持ちも、少しだけ芽生えた。

「冗談だ。プロポーズの返事をまだ聞いてない」

　極上肉を振る舞われ食事はとてもおいしかった。吉鷹と過ごした数時間は嫌ではなかった。それどころか――。

（楽しかったなんて、私どうかしてる）

　慌てて頭を振る。

「……まだお答えできません」

「なぜ。料理が気に入らなかったか？」

「あんなにおいしいお肉は初めて食べました」

「俺が不快な思いをさせたか？」

　この数時間を瞬時に思い返す。

　しかし彼は、茉莉花が嫌悪感を抱くような態度はとっていない。結愛から聞かされ、茉莉花が抱いた傲慢な印象もそこまでひどくなかった。

　階段で手を取ってくれるなど、むしろ優しさを感じさせる場面があったと言ってもいい。大きな会社を背負う、頼もしさも垣間見た。

「いいえ」

　でもだからといって、すぐに結婚に直結するといったらそうではない。なにしろそこに愛が存在していないのだから。

「それでも決心できないとすれば仕方ない」

　諦めると言うのかと思いきや、吉鷹は新たな一手を繰り出してきた。

「キミのお父様、設計事務所をやっているだろう？」

「……どうしてそれを？」

「妻にと考えている人物の身辺調査は必要だ」

　大企業の御曹司なら、たしかにそうだろう。家族の職業調査はもちろん、法を犯していたら一大事だ。

「伏見設計事務所は、観月建設の下請けでもある」

「……え？」

　心臓が嫌な音を立てた。不敵な笑みを浮かべた吉鷹が、なにを言おうとしているのかが手に取るようにわかる。

「キミのお父様の事務所が安泰であるためにも、俺との結婚を選ぶのが最善だと思わないか？」

「父の事務所を巻き込むなんてひどいです」

　笑顔の吉鷹に毅然と返す。

（やっぱり血も涙もない傲慢な人なんだ……！）

　優しい一面があるのは見せかけ。目的のために手段を選ばない男なのだ。

「ほしいものが目の前にあれば、なんとしても手に入れたいと思うのは自然じゃないか。これまで、少なくとも仕事ではそうしてきた」

　ただ単に妻がほしいのであれば、茉莉花でなくてもいいのにと思うが、結婚式を挙げた花嫁と就任式で紹介される妻が別人では、さすがに外聞が悪すぎるから必死なのだろう。

「キミの返事次第でお父様の設計事務所を貶おとしめるつもりはないが、俺と結婚すれば、より発展するだろうという前向きな提案だ」

　茉莉花の父親は設計の仕事が大好きな人間。子どもの頃、ビルや商業施設などに連れられ、『お父さんが設計したんだ』とうれしそうに話す父を見るのはとても誇らしかった。その場にいる人たちに『私のお父さんが造ったんだよ』と触れ回ったこともある。

「茉莉花」

　吉鷹が茉莉花に上体を向ける。

「俺と、夫婦からはじめる恋、してみないか？」

　ふざけているようにも、嘘をついているようにも見えない。吉鷹の眼差しは、茉莉花がたじろぐほどまっすぐで真剣だった。

　その向こうに、何万人という観月建設の社員たちがいるのがわかる。彼らの生活を守るため、そして会社のさらなる飛躍のため。吉鷹は人生を懸けているのだろう。

「『愛は最初からあるものではありません。ふたりで育てていくものではないでしょうか』と言ったのはキミだ」

　自分の放った言葉が、ブーメランのごとく返ってきた。発言には責任を持てと言いたいのだろう。

　恋愛経験もないくせに、人に愛を説くなんてどうかしている。知ったような顔をして偉そうに言った自分を思い返して恥ずかしい。

「ふたりでたしかめてみようじゃないか。なにもないところに、本当に愛が育つのか」

　人生の大きな分岐点が、いきなり目の前に現れた。

　どちらもその先は白く霞かすんで見えず、どんなものが待ち受けているかわからない。

　それなのに、なぜか彼の提案した道のほうに、じわりじわりと決意が傾いていく。自分の発言に対する責任と、それを吉鷹とふたりで証明してみたい好奇心が茉莉花の背中を押す。

「わかりました。そのお話、お受けいたします」

　そう答えた瞬間、吉鷹は鼻に皺しわを寄せ、これまでにない無邪気な笑顔を見せた。




　翌日、茉莉花は美春とお昼の休憩時間を使い、近くにあるフレンチレストラン『クールブロン』へやってきた。昼はカジュアルフレンチを提供するが、夜は一転、高級料理店に変身する。

　テラコッタカラーの壁にアンティークレンガをアクセントで配置し、真っ青なドアが目を引くその店はおしゃれな街並みに溶け込む美しい外観をしている。

　木目調のテーブルと組み合わされたビビットなブルーの椅子に美春と向かい合って腰を下ろし、メニューを開いた。

　ふたりが注文したのはオニオングラタンスープとミニサンドイッチのランチプレート。食後にコーヒーとアイスクリームもついている、うれしいセットだ。

「昨日の観月氏との食事はどうだった？」

　店員が去るのを見計らい、美春は好奇心いっぱいにテーブルに身を乗り出した。朝も顔を合わせたが、すぐにお客様との打ち合わせがあったため報告できずにいたのだ。

「おいしかったよ」

「プロポーズの返事はどうしたの？　聞かれたでしょう？」

　料理よりなにより、美春が気になるのがそこなのはひしひしと伝わってくる。

「……うん」

「それで？」

　目をくるくると動かして美春が先を急かす。

「受けることにした」

「そう！　よく言った！」

　美春がパチパチと拍手をしたため、近くのテーブルにいるお客さんから何事？といった視線が飛んできた。会釈で騒ぎを詫び、美春と肩をすくめ合う。

　吉鷹に結婚の意思表示をした昨夜遅く、彼から【決意に感謝するよ。ありがとう】というメッセージが届いた。意外と律儀な性格らしい。

【よろしくお願いします】と返信した直後、今度は【しまった。茉莉花に〝吉鷹〟と呼ばせ損ねた】と新たなメッセージを受け取った。

　そんなことを悔しがるのがおかしくて、舌を出しておどけたイラストのスタンプを送信すると【次に会うときは強制執行だ】と強気の返信だった。

「そうかぁ、茉莉花が結婚かぁ。けど、荒牧様はどうしてるだろうね」

　しみじみと言ってから、本来の花嫁を思い出したらしい。

　ハワイで逃亡した結愛からはサロンになんの連絡もないが、彼女の父親から迷惑をかけたという旨の電話がマネジャー宛に入ったという。

　彼女は今、想いを遂げて愛する人と一緒にいるのだろうか。茉莉花が身を挺ていして手助けをした以上、幸せであってほしい。

「もしも美春が担当だったら、私じゃなくて美春が身代わりの花嫁になっていたのかもしれないね」

　吉鷹はあの場にいたのが誰であろうとそうしただろう。必要なのは〝妻〟の人型だから。

　ところが美春は即座に否定した。

「それは違うと思うな。茉莉花だから頼んだんだよ」

「どうして？」

「わかんないけど、なんとなく」

　美春は肩を上げ下げして笑った。

「さてと、では茉莉花の前途を祝してオニオングラタンスープで乾杯といきますか」

　ふたりのテーブルに料理が運ばれてきた。

　飴あめ色いろの玉ねぎとチーズの下には、トロトロになったパンがたっぷり入っている。ハムとトマトのサンドイッチもとてもボリューミーだ。

　大ぶりのスープ皿を持とうとして、美春が「熱っ！」と勢いよく手を引っ込める。

「大丈夫!?」

　さすがにオーブンで焼き上げたばかりのスープの皿は危険。まだグツグツしている。

「あー、びっくりした。しょうがない。カッコはつかないけど水で勘弁して」

　美春は水の入ったグラスを茉莉花にも持たせて、「カンパーイ」と景気よく持ち上げた。

『俺と、夫婦からはじめる恋、してみないか？』

　吉鷹の言葉がふと頭をよぎり、なぜか鼓動がトクンと音を立てた。




　その週の日曜日、茉莉花はアパートに迎えに来た吉鷹の車に乗り込んだ。今日はこれから彼の両親に挨拶に行く予定である。

　昨夜は遅くまで着ていく洋服に悩み、美春にも写真を送って意見をもらい、ようやく決定した。

　腰巻き風のデザインがアクセントになったチャコールグレーのウールニットに、オフホワイトのプリーツスカートを合わせた軽快なスタイルは、ジュエリーを控えたぶんチェーンバッグで艶めきをプラスした。

　前回会ったときにスーツ姿だった吉鷹は、今日はややリラックス感のあるノーネクタイコーデだ。ネイビーのテーラードジャケットに淡いネイビーシャツのジャケパンスタイルが爽やかである。

「茉莉花はなにを着ても似合うな」

「そうでしょうか」

　ハンドルを握る吉鷹に唐突に褒められ照れくさい。

「ウエディングドレスもよく似合ってたし。最初から茉莉花のために作られたみたいだった」

「……いきなりどうしたんですか？」

「なにが」

「褒めるなんて」

　ハワイから今日までの間、そんな類の言葉を聞くのは初めてだ。

「妻になる女性を褒めるのは当然だろう」

　なるほど。彼は、夫婦としての距離を縮めるためにあえて賞賛を口にしているのだ。結婚へのステップのひとつ、恋するためのおまじないみたいなもの。

　そうわかってはいても男性に褒められ慣れていない心は奔ほん放ぽうなもので、勝手に舞い上がるから困りものだ。

「さすがに今日は名前で呼んでもらわなければ困る」

「……ですよね」

　これから向かうのは彼の実家であり、会うのは両親。名字でなく名前で呼ぶのが自然だろう。

　ついこの前まで〝観月様〟だったため、〝観月さん〟の時期がほとんどないまま下の名前とは難易度が高い。

「頑張ります」

「素直でよろしい」

　吉鷹は満足そうに笑った。

　およそ三十分後、車は警備員がふたり立つ物々しいゲートをくぐり抜けていく。茉莉花の乗った車が通り過ぎると、鉄製の立派な門は金属音を立てながら再び閉まった。

「まさかとは思いますが、ここにご両親が住んでいらっしゃるんですか？」

「そのまさか」

「さすがすぎてなんて言ったらいいのか……」

　国家の要人のような警備体制だ。日本屈指のスーパーゼネコンのトップとなると、それと同等クラスなのかもしれない。

　今になって、とんでもない相手との結婚を了承してしまったと後悔に包まれる。

「やめときゃよかったとか言うなよ？」

「そう言いたいです。今すぐ引き返したい」

「女に二言があってはならない」

「それを言うなら〝男に二言はない〟です」

　冗談だろうが、つい訂正する。吉鷹は茉莉花をリラックスさせようとしたのだろう。

「細かいことは気にするな。ここまで来たら、もう引き返すのはナシだ」

「……はい、わかってます」

　結婚を了承した以上、今さら逃げ出さない。

　これから吉鷹と、まだ見ぬ〝恋心〟を育てていくのだ。卵をあたためるように、ゆっくりじっくり時間をかけて。

　そうすればきっと、茉莉花たちの間にだって愛は生まれるはず。

　車が立派な邸宅の前に停められる。ブラウンを基調とした、とても大きな豪邸だ。しなやかに弧を描くファサードを持つ外観のデザインが美しい。

　ここに住んでいるのは両親だけで、吉鷹はマンション住まいだという。

　車を降りると、吉鷹はごく自然に茉莉花の手を取った。

　思わずビクッと肩を震わせた茉莉花に「俺たちは夫婦になるんだろ」と定番の言葉を投げかける。

「はい……」

　納得して玄関までの長いアプローチを歩く。

　インターフォンに応答した家政婦に、二階層までありそうな天井高のダイナミックなリビングへ案内された。白とグレーを基調としたインテリアがスタイリッシュだ。大きな窓からはパームツリーのある広い庭が一望できる。

「展示場みたいですね」

　それもとびきりの富裕層を相手にした、庶民には絶対に手の届かない住宅。生活感がまるでない。

「一応、人が住んでる」

　茉莉花の率直な感想に真面目に答えた吉鷹はソファを勧めた。

「……失礼します」

　ひと言断って座ろうとした刹せつ那な、静かなスリッパの音とともに吉鷹の両親が現れた。

　下ろしかけた腰を上げ、背筋を伸ばす。ハワイでも一度顔を合わせているため初対面ではないが、あのときと今日とでは立場が違う。

　どちらも六十歳代だろう。父親はグレーの薄手のセーターにスラックス姿、母親はアップルグリーンのアンサンブルにベージュのロングタイトスカートを穿はいていた。

「こんにちは、伏見茉莉花です」

　用意していた手土産をテーブルに滑らせる。事前に吉鷹から情報を得て、母親の好物であるゴルゴンゾーラのチーズケーキを準備していた。

「あら、あなたは……」

「ハワイの？」

　頭を下げた茉莉花を見て、両親はそれぞれ気づいた様子だ。

「あのとき花嫁役を急きゅう遽きょ引き受けてくれた茉莉花さんだ」

「その節はご挨拶もろくにできず失礼いたしました。僭せん越えつながら、よ、吉鷹さんとお付き合いをさせていただいております」

　紹介を受けて続けると、両親は目を見開いたまま向かいのソファに座った。

　彼の名前で詰まったが、なんとか呼べて小さく安堵する。

「いったいどういうこと？　結婚したい女性が彼女なの？」

「そうなんだ」

　吉鷹に手で促され、ふたり並んで腰を下ろす。

「しかし、どこのお嬢さんなんだね？　お父様はなにをされている？」

「父さん、その前にまずは自己紹介をしてもいいんじゃないか」

　矢継ぎ早に質問をした父親に吉鷹が苦言を呈す。自分の上司でもある父親にも容赦がない。

「そうだな、失敬。私は吉鷹の父の徳とく之の介すけです。こっちは妻の」

「紫ゆかりです。それで伏見さんのお父様は？」

　それぞれに名乗ったあと、話題がすぐに戻される。

「父は設計事務所の所長をしております」

　やはりステイタスが気になるのだろう。観月家とつり合うか、親戚になっても恥ずかしくない家柄か。チェックの目は厳しい。

　わかっていたとはいえ唇が震える。

「彼女のお父様は都内で事務所を開いてる。うちもよくお世話になっている設計事務所だ」

「設計事務所ねぇ……」

　徳之介と紫は顔を見合わせ苦笑した。歓迎ムードがまったくないのは明白だ。

　もともと政略結婚を目論んでいたのだから、いきなり格下の娘を連れてこられても困るといったところだろう。

「だが、なぜ彼女と？　ハワイで代役を務めてもらっただけじゃないのかね？」

「それがきっかけで茉莉花さんと付き合うようになったんだ」

　吉鷹は決して嘘は言っていない。愛は存在しなくても、ふたりは結婚を前提とした恋人同士である。

「社長就任式まで時間がない。それに国交省の西宮大臣にも跡継ぎも含めた観月建設の安泰ぶりをアピールしたばかり。今さら〝結婚はしない〟なんて父さんは言える？」

　吉鷹の一番の目的はそこにある。茉莉花との恋はそのおまけのようなものだ。

「そうよね……」

　紫は顎に手をあてて思案し、徳之介は腕組みをして「うーん」と考え込む。

　就任式までに新たな花嫁を見つけられるかどうか、必死に算段しているのだろう。きっと知り合いの令嬢をあれこれ思い浮かべて、どうすべきか迷っているに違いない。

「父さんがこれまで何十年と堅実経営をしてきたから、観月建設は政略結婚しなければ発展できないような会社ではないはずですよ。招待状に書かれていた花嫁とは違う女性と結婚式を挙げて、さらにお披露目の場で別の女性を紹介するよりも格段にいい案だと思いますが」

　吉鷹の言葉が彼らの背中を大きく押したのが目に見えてわかった。ふたりとも大きく頷いたのだ。

「そもそも逃げ出すような相手を選んだ、私たちの不手際もある」

「西宮大臣に顔向けできなくなるのも困るわ。就任式では妻を紹介する段取りになっているし」

　ここへ顔を出したときに渋るような様子だったふたりの結論が、了承に傾いていく。

　彼らも、観月家や観月建設の面目を保つのがなにより重要なのだろう。

「わかった。そちらのお嬢さんとの結婚を認めよう。いいだろう？　紫」

「そうね。それが一番かもしれないわ」

　徳之介と紫も覚悟を決めたようだ。

「ありがとうございます」

　深々と頭を下げた茉莉花に「吉鷹をよろしく頼みますよ」と、徳之助が優雅に微笑んだ。




　彼の実家をあとにし、イタリアンレストランで昼食をとってから、今度は茉莉花の実家へやってきた。今日一日で両家に結婚の許しをもらう強行スケジュールである。

　吉鷹の実家への手土産は高級パティスリーのチーズケーキだったが、こちらはどら焼きという超庶民派の和菓子。茉莉花の両親の大好物だ。

　とはいえ観月家御用達の老舗和菓子屋が作るどら焼きというから、茉莉花や家族が普段食べているスーパーのものとはわけが違う。

　車が目的地の前に停車する。真っ白な漆しっ喰くいとダークブラウンのレンガがスクエアな外形のアクセントとなった二階家は、庭に植えたココスヤシが南国風の雰囲気を演出している。

　実家なのに背筋が伸びるのは、目的が結婚の許しを請うためだからだろう。

　いざ行こうと、吉鷹が運転席から降りようとしたときだった。彼のスマートフォンが胸ポケットでヴヴヴと空気を震わせる。

「ちょっと悪い」

　ひと言断り、吉鷹はそれを耳にあてた。

「はい、観月です。なにかあったのか？　……開発途上国では治水施設整備や河川改修が行われていないケースが多いからな。自然災害などに起因する沈下や傾きが発生するのは珍しくない」

　仕事の電話らしく、吉鷹の表情が一変する。声のトーンも茉莉花と話すときより低い。真剣な横顔から仕事に対する真摯な姿勢が見えた。

「日本とは設計作業を行う条件が異なる面があるのは当然だ。……ああ、そうだ。全体プロセスの適正化が不可欠なのは言うまでもないだろう。……その点については、明日朝一で確認して折り返す。……わかった。頼んだぞ」

　念押しして通話を切った途端、彼の纏まとう空気がやわらかなものに戻る。切り替えの巧みさに感心しつつ、かすかに胸が高鳴った。

「待たせて悪かった」

「いえ、休みの日なのに大変ですね」

「ベトナムで大掛かりな事業が着工したばかりだから、現地がまだごたついててね」

　観月建設ともなれば、海外での事業もたくさん抱えているだろう。

「明日の朝で大丈夫なんですか？」

「どのみちあっちも日曜日で休みだ。気にするな。降りよう」

　車から揃って降り立ち、茉莉花は一番大事なお願いをする。

「うちの両親には、私たちが愛し合っている普通の恋人の設定にしてもらえますか？」

　茉莉花が担当した挙式で花嫁の身代わりをしたうえ、花婿の社長就任式に間に合わせるために結婚するなどと知ったら、両親はきっと卒倒してしまう。ただでさえ相手は父親の仕事に繋がりがあり、茉莉花の家とは格が違いすぎる、あの観月建設の御曹司なのだから。

「もちろん、そのつもりだ。そもそも俺はすでにそういう認識でいる」

　吉鷹は、さも当然とばかりだ。

　一瞬ドキッとしたが、そう考えてくれているのなら問題なく両親に紹介できる。

「まぁ、キスもセックスもまだだけど」

「なっ、なにを言うんですか！」

　耳元で囁かれて飛び上がる。

　吉鷹は茉莉花の反応を見て楽しげに笑った。

（完全にからかわれてる……！）

　唇を噛みしめ湿気を含んだ瞳で彼を見つめていると、吉鷹に「ほら、行くぞ」と手を取られた。

　玄関ドアに手をかけるとすんなり開く。茉莉花が来るのがわかっていたため、鍵を開けておいてくれたのだろう。

「お父さん、お母さん、ただいま」

　声をかけると、奥のほうからパタパタというよりはドタドタというスリッパの音がふたり分聞こえてきた。

　姿を見せたふたりの格好を見て唖あ然ぜんとする。

「ちょっとふたりともどうしたの？」

「だってほら、茉莉花が初めて彼氏を連れてくるなんて言うものだから」

　顎のラインで切り揃えられたボブヘアを耳にかけ、母の和かず美みが愛くるしい笑みを浮かべる。ラベンダーカラーのツーピースは、ここぞというときに着るお気に入りの一張羅だ。胸には立派なコサージュもつけている。

　一年前のちょうど今頃、同窓会があるから買ったのだとファッションショーのごとく見せられた。

「茉莉花の彼氏さんにみすぼらしい姿は見せられんからね」

　白髪交じりの髪をしっかり整えた父の哲てつ郎ろうも、人柄の滲み出た柔和な笑顔を見せる。しかもモーニング姿。そのまま結婚式に参列してもおかしくない出で立ちである。

　ふたりともうれしくてたまらないといった様子が見た目から伝わってくる。

　娘の彼氏を迎えるには少々、いや、かなり気張りすぎているといっていいだろう。

「初めまして、観月吉鷹と申します。勝手に歓迎ムードを感じて胸がいっぱいになっております」

　吉鷹がここぞとばかりに爽やかな好青年ぶりをアピールする。さすがは御曹司、身のこなしは優雅だし、まったく動じていない。

「茉莉花の父の哲郎です」

「母の和美です。狭いところですが、どうぞお上がりください」

　和美に促され、揃ってリビングへ案内された。

　布製のソファセットとキャビネットがあるだけの、なんの変哲もない部屋である。彼の立派な実家に行ったあとだからか、ひどく狭く感じられる。

　吉鷹と並んで座り、向かいに哲郎が座る。和美はお茶を淹いれ、それぞれの前に置いてから哲郎の隣に腰を下ろした。

「こちらをどうぞ。どら焼きが大変お好きと伺ったので」

　吉鷹がすかさず手土産のどら焼きの入った紙袋をテーブルに置く。

「まあ！　どら焼き!?　ありがとうございます」

　受け取った和美はまだ食べてもいないのにほくほく顔だ。

「それにしても、茉莉花がこんな素敵な方とお付き合いしているなんて。ねぇ、お父さん」

「ああ、本当に。そんな素振りなど微塵も見せなかったな」

「驚かせてごめんなさい」

　ニコニコしながら茉莉花たちを見比べるふたりに謝罪する。素振りを見せようにも見せられない。まだ付き合いたてだ。

「お父様、お母様」

　茉莉花の隣で吉鷹が居住まいを正して呼びかける。早速、切り出すようだ。

「今日こちらに伺ったのは、茉莉花さんとの結婚をお許しいただきたいからなんです」

「あらっ、結婚？　まぁそうだったの」

「やはり正装して正解だったな、母さん」

「ええ、本当に」

　もはや了解を得たも同然の反応だ。ふたりは顔を見合わせて頷き合う。

「それではお許しいただけると」

「茉莉花も同じ気持ちなんでしょう？」

　吉鷹の言葉を受けて、和美が茉莉花に問いかけた。

　反射的に隣の彼を見る。ゆっくりと茉莉花のほうを向いた吉鷹と目が合った。

　いつになく優しい目元がわずかに細められる。

　なぜだろう、彼となら大丈夫だと根拠のない自信が湧き上がってくる。まだそこに愛は存在しないはずなのに、理屈抜きでお互いに必要としている感覚だった。

　両親に向きなおり、吉鷹同様に背筋を伸ばす。

「はい。吉鷹さんと結婚したいです」

　自分でも驚くほど明瞭に答えた。

「そうか。それなら私たちが口を挟むべきではあるまい」

「そうね。吉鷹さん、茉莉花をどうぞよろしくお願いします」

　快く賛成され、胸を撫なで下ろす。

「ところで、吉鷹さんはどういったお仕事を？」

　本来であればそういった話は先にあるものなのかもしれない。しかし初めて彼氏を紹介された喜びで、基本的な情報を得るのが後回しになってしまったのだろう。

「伏見設計事務所さんにもお世話になっているのですが、観月建設で副社長をしております」

「み、観月建設の副社長!?」

　ソファの背もたれに体をバウンドさせるほど哲郎が驚く。眉間に皺を寄せ、恐れおののいたように吉鷹を見た。

　緊迫したムードが突如として舞い降りる。茉莉花にまで緊張が伝染した。

　しばらく無言で考え込んだあと、哲郎がゆっくり口を開く。

「そのような方と茉莉花では、家柄も格も違いますし……」

　先ほど賛成したばかりの哲郎が渋りはじめた。

「吉鷹さんのご両親が反対なさるのではないですか？」

　満面の笑みだった和美も、眉尻を下げ心配そうだ。

「私の両親にも賛成していただいております」

〝ね？〟と茉莉花に同意を求めた。

「じつは今日の午前中、吉鷹さんのご両親にもお会いして、私との結婚を了承してもらったばかりなの」

　心から祝福とはいかないかもしれないが、少なくとも反対はされていない。

「……だが、茉莉花が苦労するんじゃないか？」

「それでしたらご心配に及びません。全方向から私がお守りいたします。茉莉花さんが嫌な思いをするような事態には絶対にさせません」

　吉鷹の言葉を聞き、哲郎が唸うなりながら思案する。眉の皺はさらに深く刻まれ、その隣で和美も沈痛そうな面持ちだ。

　この局面で不謹慎かもしれないが、そこまで心配してもらえるのはとてもありがたい。ここで結婚の了承を覆されると困るが、ひっそりと〝ありがとう〟の念を送る。

「茉莉花さん以外の女性は考えられません。どうかご心配なさらず、私にお任せくださいませんか」

　吉鷹は清々しいほどの宣誓をした。

　結婚を許してもらうためだけの言葉だとわかっているのに、吉鷹が振りかざした愛が、茉莉花の鼓動を乱れさせる。

（べつに深い意味はないんだから。彼が今ほしいのは妻であって私じゃないの）

　不規則なリズムを刻んだ心音を宥めた。

「……わかりました。そこまでおっしゃるのであれば」

「そうね。茉莉花を愛してくださっているようだし」

　哲郎と和美は仲良く揃って深く息を吐き出し、再び笑顔に戻った。

「ありがとうございます」

「お父さん、お母さん、ありがとう」

　深く腰を折る吉鷹の隣で、茉莉花はめいっぱいの感謝を伝えた。

「せっかくだから、吉鷹さんがくださったどら焼きを一緒に食べない？」

「おお、いいね。母さん、お茶が冷めたようだから淹れなおそうか。そうだ、私が行ってこよう」

「いいわよ、お父さんは座ってて。ちょっと失礼しますね」

　一気に歓迎ムードを取り戻すなか、和美がトレーに茶碗をのせてリビングをいそいそと出ていく。

　茉莉花は吉鷹と、ごく自然に笑い合った。




＊＊＊＊＊




　不動産業界には土地の取得から企画、開発、建設、売買まで様々な事業内容がある。その中でも建設に特化しているのがゼネラルコントラクターである。

　ゼネコンと言ったほうが馴染みはあるだろう。

　総体的を意味するゼネラルという言葉の通り、様々な建築物の工事を請け負うプロフェッショナル集団と言える。

　国や不動産デベロッパーが作成した企画案に基づき建設計画を策定し、関連業者を巻き込みながら完成までの全プロセスを管理する、いわば建設の指揮役である。

　観月建設はそのトップに君臨する、スーパーゼネコンと呼ばれている。

　現在は吉鷹の父、徳之介が社長だが、今年六十五歳になるのに合わせて一線を退き、会長職に就く予定だ。吉鷹はその跡を引き継ぎ、社長となることが今年の株主総会で議決している。

　お互いの両親への挨拶を済ませてからおよそ一週間。仕事も含めた様々なことが、ひとつずつクリアになっていく段階である。

「国内市場の縮小が懸念される我が国においてもっとも重要なのは、世界の旺盛なインフラ需要を取り込み、受注機会の拡大を図ることです」

　観月建設本社ビルの三十階で行われている取締役会で、吉鷹は今後の会社の指針について熱弁をふるっていた。

「先般、着工したベトナムのハノイにおける大規模な橋梁事業を足掛かりに、東南アジアにおけるインフラシステムの海外事業に本格的に取り組まなければなりません。国交省においても〝国土交通省インフラシステム海外展開行動計画〟を策定するなどしており、各種取り組みを進めはじめました」

　ハノイの事業は、フラグシップとして東南アジアを中心とした海外開発事業を展開するための布石である。観月建設における新中期経営計画の中でも開発事業を重点分野のひとつと位置づけている。

「ですが、もちろんほかの大手ゼネコンも狙っていますから、当然激戦となるのは予想されますよね」

　吉鷹の言葉に取締役のひとりが弱気な発言をする。

「国交省との繋がりをご心配されているのでしたら無用です」

　社長交代に伴う社内士気の低下や事業停滞を危ぶむ国交省の西宮大臣にも、観月建設のさらなる発展の裏づけとなるよう、今後三年間の海外事業策提案を提示済みだ。ハワイでは妻を娶めとり、後継者としての揺るぎない基盤を見せつけた。

「わが社のインフラシステム海外展開を推進していくためには、相手国や地域のニーズを踏まえ、観月建設が持つ技術の適用可能性や強みを的確に見極めて進めていくことが重要になります。こちらをご覧ください」

　吉鷹は秘書の永なが長おさ幸ゆき隆たかに指示し、前もって準備していた資料をプロジェクタースクリーンに投影した。

「国交省の〝ホーチミン都市圏の開発指針〟によりますと、ホーチミン市を中心ハブとする多心型圏域構造を……」

　吉鷹のプレゼンに取締役たちは一心に耳を傾けた。




　会議終了後、吉鷹は副社長室で永長が淹れたコーヒーを飲んでいた。

「いつにも増して力が入ってらっしゃいましたね」

　トレーを抱えたまま永長がデスクのそばで微笑む。

　三十歳の彼は大学を卒業して入社以来、様々な取締役たちの秘書を歴任し、二年ほど前に吉鷹の秘書となった。

　彫りの深い顔立ちは凛り々りしく、ラグビーで鍛えた体躯は屈強な男というイメージを与える。対外的には秘書よりもＳＰと認識されるようで、連れ立って歩くと『秘書はどちらに？』と尋ねられることも多々ある。

「そうか？」

「ご結婚で精神的な支えを得たのが理由でしょうか」

「それは嫌みか」

「いえ、断じて違います。なにしろしっかり新たなお相手がいらっしゃるのですから」

　永長は悪びれもせずにっこり笑った。副社長相手でも遠慮しない物言いは、かえって清々しい。必要以上に気を使われるよりずっといいとすら思う。

　吉鷹の結婚は社内に漏れ伝わっていたが、その相手がメインバンクの頭取の娘だというのは数人の側近にしか伝えられていなかった。永長もそのひとりに数えられる。

　それが幸いし、ハワイで身代わりが花嫁を演じたことも、そのまま結婚する予定であるのもほとんどの人間が知らない。

「しかも、とても機嫌がよろしいようで、秘書としても大変助かっております」

　永長に指摘されて初めて、吉鷹は心が穏やかだと気づく。ここ最近、社長就任への重責で苛いら立だつことがあったが、それはいつの間にか解消していた。

『彼女はもともとよく知らない相手。感傷的な気分にはなりようがない。結婚に夢は見ていないし、紙切れ一枚だけの関係だ。仮面夫婦になるのは目に見えていたから』

　ハワイでの挙式後、花嫁に逃げられたにもかかわらず平然としている吉鷹が気に入らなかった茉莉花に反論した自分の言葉が頭をよぎる。

　それは本当だった。

　建設会社同士の政略結婚により結ばれた両親は当時、それぞれ好きな相手がいたと聞く。それでも親の意向には歯向かえず、流れに沿って結婚に至った。

　お互いに望まぬ婚姻。跡継ぎのプレッシャー。そういった事情も絡み、ふたりは長年にわたり関係がよくなかったらしい。年齢を重ねて今でこそ夫婦らしくなったが、溝を埋めるのは大変だったと父親の親しい友人から聞いている。

　吉鷹も同じ道を辿たどるのは幼い頃から覚悟していたため、見合いをして結婚が決まっても向き合う気持ちは起きなかった。ただでさえ仕事で体も心も消耗するのに、良好な関係を築くために余計な力を使いたくなかったのだ。

　自分に興味を示さない吉鷹に対して、荒牧結愛が不満を感じるのは当然だっただろう。とはいえ、好きな男がべつにいたのなら、彼女自身も吉鷹に期待はしていなかったに違いないが。

　その彼女に逃げられ一時はどうなるかとさすがに動揺したが、こうして精神的に落ち着いたのは、なんとか道筋ができホッとしているのもあるだろう。

　腹になにか隠している人間との付き合いが多いため、裏表がなく物事をはっきりと言う茉莉花とは肩肘張らずに自然体でいられ、気持ちが楽なのもある。なにより彼女と話していると楽しい。

　吉鷹は自然と頬が緩むのを抑えられなかった。

「今日、このあとはフリーだったな？」

　午後のスケジュールは空白。なにも入っていないのは昨日確認してある。

「はい、予定はございません。どこかへお出かけですか？」

　コーヒーを飲み干して立ち上がった吉鷹に永長が尋ねる。

「ちょっと出てくる」

「どちらへ行かれるのですか？」

「プライベートだから永長は気にしなくていい」

「土日ならいざ知らず平日のそれも昼間ですから、そういうわけにはまいりません。私には副社長の動向を常に把握しておく責任があります」

　堅苦しいことを言うものだと苦笑いしながら観念する。永長の生真面目さは今にはじまったことではない。

「区役所へ行く」

「区役所ですか。……もしや婚姻届の提出でしょうか」

「ビンゴ」

〝ご名答〟と永長を軽く指差した。

「副社長がご自身で行かれるのですか」

「なぜだ」

「いえ、観月副社長であれば私などに頼みそうなので」

「……自分の婚姻届を人に頼みなどしない」

　と言いつつ、永長の鋭い指摘に若干狼狽うろたえた。

〝結婚にまるで興味のない〟という形容詞が、彼の言葉に隠されているのがわかる。たしかにこれまでの自分なら、他人任せにしていただろう。

「そうですね。そのほうがよろしいでしょう」

「上から目線に聞こえるのは気のせいか？」

「滅相もございません。……そういえば、お渡ししたいものがあるのを失念していました」

　冗談交じりで追及すると、永長は取り澄すましたように首を横に振り、急いで副社長室を出ていく。ものの数分で戻った彼は、紙袋を手にしていた。

「結婚のお祝いというわけではないのですが、こちらをどうぞ」

　差し出された袋を受け取る。上から覗いたら、ラッピングされた包みが見えた。

「これは？」

「奥様と一緒にお使いください。ご夫婦で揃って使えるものですので。むしろ副社長にはぜひ使ってもらいたいですね」

　中身は開けてからのお楽しみらしい。永長はもったいぶって教えてくれなかった。

「気を遣わせて悪いな。ありがとう」

「いえ。では、いってらっしゃいませ」

　ドアのほうに手を向けて恭しく頭を下げる。

「ああ、いってくる」

　吉鷹はハンガーラックに掛けておいたスーツのジャケットを羽織り、副社長室をあとにした。

　自分の車に乗り込み、マリアンジュを目指す。今日は彼女も仕事だが、昨夜のうちに約束を取りつけていた。

　婚姻届にはふたりのサインはもちろん、証人欄に互いの父親が名前を連ねている。いよいよ、それを提出するときがやってきた。

　マリアンジュ近くのコインパーキングに車を停め、サロンに向かう。

　十一月間近の午後。入籍にぴったりの澄んだ青空が広がり、とても清々しい。

　エントランスから中へ入ると、すぐさま女性スタッフが足早に近づいてくる。

「いらっしゃいませ。本日はご予約を……」

　そこまで言った彼女が吉鷹の顔をまじまじと見てハッとする。

「観月様、大変失礼いたしました」

　お客と勘違いしたらしく、即座に頭を下げて謝罪する。社員証には〝池上美春〟とあった。

「本日はどのような……」

　彼女が吉鷹の事情をどこまで知っているのか定かではないが、すでに挙式の終わっている吉鷹の用件が掴めないのだろう。

「伏見さんと約束をしております」

　そう答えた途端、彼女の顔が華やいだ。

「伏見とお待ち合わせだったのですね」

　どうやら彼女にも身代わり挙式の事情は伝わっているようだ。

「それでは、少々こちらでお待ちいただけますでしょうか。ご予約のお客様との打ち合わせ中でございまして。もう間もなく終わるとは思うのですが……」

　美春は腕時計で確かめてから、吉鷹をエントランスのすぐ近くにあるソファへ案内した。

　ちょうど茉莉花のいるブースが見える位置だ。彼女は女性客と向かい合っており、吉鷹の存在には気づいていない。真剣な横顔にはときに笑みが浮かび、女性客に優しく向けられている。

「失礼します」

　先ほど吉鷹を案内した女性スタッフが再び現れた。コーヒーの入ったカップを小さなテーブルに置く。

「お待たせして申し訳ございません。茉莉花はいつも人一倍親身になって相談に乗るので、つい時間もオーバーしがちで」

　美春は時計をチラッと見やってから微笑んだ。

「そうですか」

「担当したカップルの結婚式でも感極まって泣いちゃうくらい毎回真剣に取り組むから、新婦伝手で新たなお客様をご紹介いただいたりもするんです」

　吉鷹は彼女についてまだ半分も知らないだろう。しかし、そんな彼女の姿は容易に想像でき、つい頬が緩む。

「観月様がお待ちになっているとメモでも入れてみましょうか」

「いえ、その必要はありません。このまま待たせていただきます」

　約束していたとはいえ、仕事を途中で放り出させるわけにはいかない。なにより、彼女が仕事する姿を眺めるのを楽しんでいる自分がいた。

「そうですか？　では、もうしばらくお待ちくださいませ。なにかございましたら、遠慮なくお声がけしてください」

　美春は人の好い空気を醸し出しながら、カウンターのほうへ戻っていく。その背中を見送ってから、吉鷹は再び茉莉花に目を戻した。

　吉鷹の式当日、逃げた新婦の話を聞いているときにも、茉莉花はおそらく今のように親身になって相談に乗ったのだろう。決して他人事ではなく、自分に置き換えて考えたに違いない。

　彼女をなんとかしてあげたい。幸せな結婚をしてほしい。

　そんな願いと想いが、あの結果に繋がった。

　それは自分の仕事に対して誇りがあるからであり、責任を負っているからでもある。

　自分と相通じるものを覚え、吉鷹はコーヒーを飲みながら茉莉花の可憐な横顔をいつまでも眺めていたい不思議な気持ちになっていた。




　打ち合わせが終わったのは、それから一時間弱が経った頃だった。

「お待たせしてすみません」

　吉鷹のもとへ茉莉花が慌ててやってくる。

「約束の時間、過ぎてしまいましたね。ごめんなさい」

「いや、楽しかった」

「……楽しかった？」

　茉莉花が首を傾げる。ひとりで待っているだけなのに、なにが楽しかったのかわからないのも無理はない。

「まあいい。行こう」

　吉鷹は口元に笑みを浮かべ、茉莉花を伴ってサロンをあとにした。

　ここへやってきたときに広がっていた青い空は、早くも薄紫色へ変わりつつある。

　吉鷹は隣を歩く茉莉花の手を取った。なんとなくそうしたい気分だったのだ。

　瞬間、彼女は肩をビクンと弾ませ手を引っ込めようとしたが、強く握って阻止する。

「手を繋ぐくらい、いいだろ」

　仮にもこれから入籍するのだから。

「でも、車はすぐそこです」

「それじゃ足りない、もっと繋いでいたいって？」

「違います。繋ぐまでもない距離だと」

　つれない返事には苦笑いしかない。

　そうしている間に、彼女の言う通り車に到着してしまった。『ね？』と吉鷹を見上げる茉莉花の少し得意げな顔が、やけにかわいい。

「それならこうしよう。これからは外を歩くときは手を繋ぐ」

「そんなルールを決めないでください」

「俺たちが本物の夫婦になるために必要なこと。よし、異論がないようだから決まりだな」

「ちょっ、異論がないもなにも、私はまだ――きゃっ」

　とっさに抱き寄せた茉莉花の口から小さな悲鳴が漏れる。議論に花を咲かせてよそ見をしていた彼女のすぐそばを、自転車が猛スピードで走り抜けていった。

「……ありがとう、ございます」

　すぐそばで揺れるふたつの瞳に照れが滲む。吉鷹に言いたいことをはっきり言う、いつもの茉莉花とは違う表情だ。

「危険があっても、すぐにキミを守れるし一石二鳥だ」

　そのひと言で観念したのか、茉莉花はそれ以上言い返さなかった。




　婚姻届は区役所で無事受理され、吉鷹は茉莉花を乗せた車を再び走らせる。

「このあと仕事に戻る予定は？」

「ありません。早上がりさせてもらいましたので。吉鷹さんはお仕事ですか？」

　お互いの両親に挨拶をしてからのこの一週間、何度か彼女を食事に連れ出したりして会う機会を作っていたが、茉莉花は一昨日あたりからようやく自然に吉鷹を名前で呼べるようになった。

「いや、せっかくの入籍記念だ、お祝いをしよう」

　返事こそないが、茉莉花は前を向いたまま口元をわずかに綻ほころばせた。

　三十分ほど車を走らせ、吉鷹が車を停めると、茉莉花は窓の外にきょろきょろと視線を泳がせる。

「ここって、ふ頭ですよね」

「まさしく」

「もしかしてクルーズ船に乗るんですか？」

　察しのよさが吉鷹を笑顔にさせる。

「よくわかったな」

「クルーズ船で執り行う挙式も取り扱っているので、何度か私も裏方で乗っているんです」

「それじゃ、船上での食事なんて新鮮味に欠けるか」

「あ、いえ、そんなことはありません。乗るときは仕事に手いっぱいで、船上を楽しむ余裕はないので。だからちょっとワクワクします」

　茉莉花が急いで否定する。彼女には意見をはっきり述べる手厳しい面があるいっぽう、相手を気遣う一面もある。正直で素直な性格なのだろう。

「それはよかった」

「でも、ちょっと失敗しました」

　エンジンを止め、吉鷹がドアを開けようとしたところで彼女がため息をつく。

「なにが失敗？」

「入籍するのはわかっていたんだから、ワンピースとか、もっときれいめの洋服を着てくればよかった」

　がっかりしたように自分の格好を見た。

「その服も十分綺麗だけど」

　白いコットンリブの深いⅤネックニットにキャメル色のプリーツスカートは、彼女によく似合っている。

「お世辞ならいらないです」

「俺がお世辞を言わないのは茉莉花も知ってるだろ」

　彼女が吉鷹に抱いている印象は、血の通わない冷徹人間に違いないから。荒牧結愛に対して冷たい素振りをしていれば、それも当然だが。

　しかしそんな憂いとはべつに、吉鷹とのお祝いディナーにおしゃれをしたかったと訴えた茉莉花はいじらしく思えた。

「……では、大丈夫ってことで合ってますか？」

「正解。さぁ行こう」

　吉鷹は運転席から降りて足早に助手席に回り込み、ドアを開けて彼女を降ろした。手を繋ぐのはもちろんお約束だ。

　彼女の手を引いてクルーズ船に乗り込み、舞まい浜はまや人気のテーマパークを経る、およそ二時間半のディナークルーズがはじまる。

　映画のワンシーンを思わせる優雅な船内レストランに案内され、吉鷹たちはテーブルに着いた。何組かのカップルがいるが、テーブルがゆったり配置されているため、それほど気にはならない。

　茉莉花は目を輝かせて窓の外に広がる景色に見入っていた。

　ライトアップされたレインボーブリッジの下をくぐり、右手に品川ふ頭を臨む。神秘的な夜景が窓の外に広がった。

「そんなに珍しい？」

「はい。橋を海から眺める機会はめったにありませんから。綺麗ですね。次にクルーズ船で結婚式があるときは、よそ見しちゃいそう」

「それはどうかな。茉莉花は目の前の仕事にのめり込むタイプだから、そのときになったら忘れて新婦しか見えないんじゃないか」

「さっきサロンで待たせたから怒ってるんですね」

　茉莉花が、質問ではなく断定して言う。

「いや、楽しかったと言ったはずだ」

「嫌みで言ったんじゃないんですか？」

　待たされた腹いせと言いたいらしい。茉莉花の中で、吉鷹の印象はすこぶる悪いようだ。

　わかってはいるが、早いところそのイメージを覆さねばと決意を新たにする。

「茉莉花が仕事をしている姿を見られて楽しかったと純粋に思ってる」

「私が働いているところなら、お客様としてサロンにいらしたときに打ち合わせだとか、ハワイでも吉鷹さんのヘアメイクをしたときに見せていますけど」

「そのときとは状況が違う」

　茉莉花は今ひとつわからないといった様子で肩を軽く上げ下げした。

　ほどなくしてスパークリングウォーターが運ばれてきた。

「吉鷹さんはお酒を飲んでもいいのに。私、こう見えて車の免許は持ってるんですよ？」

「ペーパーじゃなく？」

「仕事で乗ることもありますし、代わりに運転して吉鷹さんのマンションまで送り届けましょうか」

　意外な申し出に驚かされる。運転を代われると女性に言われたのは初めてだ。

「いや、大丈夫だ」

「私の運転を信用してないんですね」

　細めた目が不満そうである。

「そうじゃない。華麗なハンドルさばきは、今度ぜひ披露してもらうよ」

　吉鷹もそこまで好んで飲むほうではない。今夜は夫婦として最初の日、茉莉花と同じもので乾杯したかっただけだ。

「高級車に傷をつけるかもしれないけど、そのときはごめんなさい」

「一応は細心の注意を払ってくれるとありがたい」

　笑い合いながらグラスを持って乾杯。フレンチのコース料理がスタートした。

　オードブルにフォアグラと鶏レバーのムースからはじまり、六種のきのこのスープ、ポワゾンには国産ウナギのミルフィーユ仕立て。メインの仔羊のローストが運ばれてくる頃には、空はミッドナイトブルーに染まっていた。

　遠くに見える街や工場の明かりがディナーにロマンティックな彩りを加える。

　入籍した神聖な気持ちのせいか、それらを柄にもなく美しいと感じる自分がなんだか滑こっ稽けいだ。少なくとも大人になってからは、綺麗な景色に心を動かされたことなどなかった気がする。

　不思議な気持ちを抱きながらコース料理を食べ終え、吉鷹は茉莉花とデッキへ出た。さすがに夜の潮風は少し冷たい。

　吉鷹はジャケットを脱いで茉莉花に肩からかけた。

「ダメですよ、吉鷹さんが寒いじゃないですか」

「俺は暑がりだから平気だ」

　茉莉花がジャケットを返そうとしたが、それを阻止して茉莉花の肩を抱く。

「それに、茉莉花をこうする理由にもなる」

　とっさに離れようとした彼女を引き寄せ、デッキの手すり近くに立った。

　茉莉花の体が強張っているのがわかる。男慣れしていないのか、それとも吉鷹をまだ警戒しているのか。

　船はゆっくりと航行を続け、羽田空港が見えてきた。建物の明かりや誘導灯の光が美しい色を放つ。夜の空に向かって飛び立つ飛行機が爽快だ。

「このクルーズ船、ハート形の航路を描いているらしい」

「ハート形？」

　茉莉花が目を丸くする。

「入籍したばかりの俺たちにぴったりだろ」

「吉鷹さんって意外とロマンティストなんですね」

「〝意外と〟は余計だ」

「そうですよね、ごめんなさい」

　ふふっと笑って謝る茉莉花と不意に目が合う。すぐに逸そらすだろうと思ったが、彼女はなぜか吉鷹を見つめたまま。わずかに揺れる瞳の隅に、飛び立つ飛行機が映り込んだ。

　――触れたい。

　突如として湧き上がった感情の赴くまま彼女の肩を引き寄せ、もう片方の手を頬に添える。そのまま一気に唇を塞ふさいだ。

　優しく重ね合わせ、ひと呼吸おいてから離す。驚きと戸惑いがない交ぜの表情をした茉莉花は、ぎこちなく目を逸らした。

「そんな顔するな」

「そんなって、どんな顔ですか」

　チラッとだけ吉鷹を見て、またすぐに視線を逃がす。

「初めてキスしたみたいな」

「……初めてですから」

　茉莉花は目ばかりか、顔まで逸らしてボソッと呟いた。

「え？」

「今の、ファーストキスなんです」

　海風が茉莉花の髪をかき乱し、赤くなった耳を暴いて通り抜けていく。

　初う心ぶな反応の理由を知り、思いがけず鼓動が不規則な音を立てた。

「……二十七歳にもなってって思いますよね」

　唇をわずかに尖とがらせ、自じ虐ぎゃく気味な横顔が、吉鷹の目に健気に映る。

「いや、むしろ喜ばしい」

　なにしろ吉鷹以外の男を知らないのだから。しかも妻であれば、茉莉花はこの先ほかの誰も知らずに生きていくことになる。

　これまでしてきた数多の恋愛では感じ得なかった支配欲をくすぐられ、心が弾んだ。

「俺は、茉莉花の最初で最後の男になるわけだ」

「それはまだわかりませんよ？」

　軽く脅すとは、なかなかだ。そんな茉莉花の肩を抱き、言い含める。

「間違いなく最後の男だ。それにキスは夫婦になるためのステップでもある」

「いくつ目ですか？」

「三つ目だったか？」

　まだどことなく逃げ腰の茉莉花と見つめ合い、もう一度唇を重ねた。




＊＊＊＊＊




　自宅アパートに送り届けられた茉莉花は、半ば放心状態で靴を脱ぎ部屋にあがった。

　バッグを持ったままラグの上にペタンと腰を下ろす。

「キス、しちゃった……」

　身代わりで彼の花嫁として式に臨んだとき、誓いのキスは頬にしただけだった。でも、今夜は違う。唇同士がたしかに触れ合った。

　デッキで抱きしめられたときに包まれた彼の匂いも蘇る。シトラス系の爽やかさとスパイシーさが合わさった、セクシーなフレグランスの香りだった。

　自分の唇にそっと指先をあてる。とっくに熱は消えているが彼の感触はまだそこに残っており、茉莉花の胸を否応なしに高鳴らせた。










甘いステップの行方




　その週末の午後、茉莉花は吉鷹のマンションへ引っ越した。

　急な引っ越しにもかかわらず解約に応じてくれたアパートの管理会社が、観月建設の関連会社と知ったときには驚かされた。

　もしかして職権を乱用したのではないかと問い詰めたら、吉鷹は「さあ？」ととぼけるばかり。茉莉花は、きっとそうだと確信している。

　家具や家電は当日処分し、洋服などはちょくちょく彼のマンションへ運び込んでいたため、最終日の荷物はさほど多くない。吉鷹の車のトランクと後部座席を満杯にしたものの、手伝いに来た両親に見送られてアパートをあとにした。

　走りだした車の助手席から約二年間住んだアパートを振り仰ぎ、ふぅと息をついて前を向く。

「もしかして感傷的な気分になってる？」

「帰る場所がなくなったんだなと思って」

　もう後戻りはできない。入籍も済ませ、彼との暮らしがいよいよスタートする。

「そんなもの必要ない」

「あ、でも実家がありました」

「おい待て、最初から帰る場所の心配をするほど、俺との生活が不安なのか」

　吉鷹が目を泳がせているのが横顔からでもわかる。しかし動揺はちょっとした演技だろう。その証拠に、彼はくくっと笑みをこぼした。

　早めの夕食を外で済ませ、明日以降の食材をスーパーで買ってから、無事マンションへ到着。コンシェルジュの手も借りつつ、持ってきた荷物を部屋に運び入れた。

　彼のマンションには荷物を運び込むために何度か訪れているが、未だに萎縮してしまう。

　石積みの塀がしなやかなアールを描く低層の建物の最上階、三階に彼の部屋はある。

　玄関からリビングへ続くホールは、オニキス柄のブラックの床が広がっている。バルコニーに向かい全面を開いたダイナミックな開口のリビングは、鏡面のようになった床が窓の外の景色を映し出し、時間とともに変化する空の色彩を楽しめる。真っ白なソファが配され、白と黒のコントラストが美しい。

　茉莉花にもやわらかなベージュ系のインテリアでまとめられた八畳ほどの部屋が用意されているが、そこにはソファとテーブルがあるだけ。となると……。

（やっぱり寝室は一緒だよね）

　与えられた自室で片づけの手を止め、早鐘を打ちはじめた胸にあてる。

　吉鷹とはクルーズ船で初めてのキスをしたきり。彼の言う〝ステップ〟はそれ以上踏んでおらず、止まっている。だとしたら、今夜はいよいよ……。

「片づけは終わったか？」

「ひゃぁっ」

　いきなり吉鷹に声をかけられ、素すっ頓とん狂きょうな声が出た。悲鳴ともつかない、かわいげのない声に自分でも驚く。

「夫に対する反応とは思えないな」

　一瞬目をまたたかせた吉鷹が首を振り、呆あきれ返って腰に手をあてる。

「……ごめんなさい。突然声をかけられたのでびっくりして」

　さすがに〝夜のステップ〟を想像していたとは言えない。

「なにか手伝うことは？」

「だいたい終わりましたので」

　取り澄ましつつハンガーにかけたコートをクローゼットにしまう。

「それじゃ、風呂の用意ができたから入るといい」

「お、お風呂ですか」

　彼の言葉に過剰反応する。

「一緒に入るか？　夫婦らしくなるには手っ取り早い」

「無理です。ダメです。大丈夫です」

　大急ぎで言葉を続けて全否定した。彼とはキスしかしていないのに、一緒にお風呂なんてとんでもない。

　吉鷹はニヤッという笑みを浮かべた。たぶん茉莉花をからかったのだ。

「ちなみにここにベッドはありませんが、私は――」

「もちろん俺と一緒。寝室を分けるつもりはない」

「ですよね……」

　きっぱり宣言されて狼狽える。夫婦だから当然とわかっていても、心がついていけない。

「心配するな。無理に茉莉花の全部を奪うつもりはない。約束した通り、ひとつずつ段階を経ていこうと思ってる」

　茉莉花を気遣った言葉に安堵する。

「まぁ、茉莉花がどうしても俺と〝したい〟なら話は別だが」

「し、したいなんてまさか！」

「そう？　それは残念」

　思いきり首を横に振る茉莉花を見て、吉鷹がおどけたように肩を上げ下げする。

　少し寂しそうに見えたため、言いすぎたと反省した。彼は、茉莉花と本当の夫婦になるためにいろいろと手を尽くそうとしているのだから。

「でも、私も覚悟を決めて吉鷹さんの妻になりました。だから〝夫婦生活〟も吉鷹さんに従います」

　たとえ彼の目的が、妻という存在を世間に知らしめることだとしても。

　茉莉花自身にも、吉鷹の花嫁を逃がし、観月建設にとって重要な結婚式を台無しにしてしまった責任がある。

　お互いにそういったものの上に成り立つ結婚だと理解したうえで、吉鷹とはいい関係を築いていきたい。

「そんなに肩肘張るな。キミに無理強いはしたくない」

　吉鷹は茉莉花の肩をトントンと軽く叩いて微笑んだ。

　ハワイの結婚式では傲慢さを強烈に印象づけられたが、彼を知るごとに優しさを見せつけられ、そのたびに心が騒がしくなる。その頻度は日を追うごとに増えていき、茉莉花を大いに翻ほん弄ろうしていた。

「心配しなくとも、茉莉花から俺に抱かれたいと思わせるから」

　最後には宣戦布告するように言い、茉莉花の頬をさらりと撫でた。




　案内されたバスルームで優雅なバスタイムを過ごしたあと、自室で細かな整理をしていると、入れ違いでお風呂に入った吉鷹がドアをノックして顔を覗かせた。

　半乾きの無造作な髪が妙に色気を漂わせていたため、意図せず心臓がとくんと跳ねる。不自然に目を逸らして、「どうしました？」ととってつけたように問いかけた。

「どうもこうも、そろそろ寝るなら寝室へ来ないか？」

　壁掛け時計は十一時半を指している。普段の茉莉花ならちょうどベッドに入る頃だ。

　明日は日曜日だが、ブライダルサロン勤めの茉莉花は不定休のため出勤。そろそろ寝ないと仕事に響いてしまう。

「……はい」

　彼の言葉に従い、あとを追いかけて隣の寝室へ足を踏み入れた。

　ブラウンを基調とした部屋は、寝室にふさわしい落ち着きのあるトーンでまとめられている。キングサイズのベッドは、ふたりで寝るには十分すぎる大きさだ。

（あのくらい大きければ、隣で寝ても気にならないよね……）

　どうか気にならないようにと祈っている時点で、吉鷹を意識しているのを茉莉花は自覚していない。

　茉莉花は向かって左側から、吉鷹は右側から、それぞれベッドに入る。リモコンで部屋の明かりが落とされ、一気に視界が暗くなった。

　そうなると神経は必然的に嗅覚や聴覚に集中する。いつも吉鷹が寝ているベッドのため、彼の匂いが染みついているのは当然。その香りに包まれ、抱きしめられているような錯覚を起こす。

（やだな、私ってそんなに想像力が逞しかった？　違う違う、そうじゃないんだから）

　その感覚から逃れようと頭を振ると、今度は耳が吉鷹の動きを拾った。茉莉花の聴覚が間違っていなければ、彼は体を横に向けてこちらを見ている。

「茉莉花」

「は、はいっ」

　不意に名前を呼ばれて声が裏返る。挙動不審きわまりない。

「無理強いはしないと言っただろ。俺はそんなに信用ならないか？」

「わかってはいるんですけど……」

　キスが初めてなら、男性とひとつのベッドに寝るのも初めて。緊張するなというほうが無理だ。

「それなら」

「きゃっ、な、なにを……！」

　吉鷹は唐突に茉莉花を抱き寄せ、腕の中に閉じ込めた。

「強制的に慣らす以外にない」

「や、ちょっと待ってください」

「待たない」

「でもでも」

　彼の胸を押し返してジタバタするが、吉鷹はびくともしない。それどころか逆に強く抱きしめられ、かえって密着してしまった。

「そんなに構えるな。力を抜いてリラックスしろ」

「難しいことを言わないでくださいっ」

　この状況でリラックスなんて、長い付き合いの恋人や長年連れ添った夫婦でなければ無理だ。心臓がありえないスピードで鼓動を刻みはじめる。

「今に慣れる」

「吉鷹さんは女性慣れしているからそうでしょうけど、私は――」

　そこまで言って、嫌みだと気づいた。自分が不慣れだからといって、吉鷹の経験を責める筋合いはない。

「ごめんなさい。今のは忘れてください」

　彼と話していると、つい度を越えた発言をしがちになる。ハワイでもそう。花嫁に逃げられた悲哀を感じさせない彼に、辛しん辣らつな言葉を浴びせてしまった。

　今思い返しても言いすぎだったと恥ずかしい。

「なぜ謝る？　思っていることをなんでもポンポン言うところ、俺は嫌いじゃない。媚こびを売るばかりで、腹にためて苛立ちを募らせるよりよっぽどいい。素直な証拠だ。むしろ……」

　吉鷹はそこで言葉を止めた。

「好ましい」

　好きと言われたわけでもないのに、鼓動が大きく弾む。好ましいのは性格であって、茉莉花自身ではないと言い聞かせ、その動きを宥めにかかった。

　――が、次の瞬間には彼に組み伏せられ、どうにもならなくなる。胸を押し返そうにも、両手は顔の脇で拘束されてしまった。

「よ、吉鷹さん……？」

　無理強いはしないと言っていたはず。

「自分の発言には責任をもつタイプと言っただろう」

　つまり、いかにも〝事〟が起こりそうな体勢ではあるが、そうではないと言いたいのか。それならこの状況説明はいかに。

「唇は、すでに俺のモノだったはずだ」

　そう言うなり、吉鷹は茉莉花の唇を塞いだ。

　自由を奪った手の力強さと裏腹に、重ね合わせた唇を優しく食はむ。何度も角度を変え、小鳥が鳴くような音を立てて啄ついばむキスは、次第に茉莉花から力を奪っていく。

　ぎゅっと握っていた手から抵抗の意思がなくなったと悟った吉鷹は、その手を解放し、茉莉花の髪をいたずらにかき乱した。

　穏やかなキスをしながら髪を撫で、頬をくすぐり、到達した顎を親指で軽く下に引く。自然と唇に隙間ができ、そこから彼の舌が侵入を果たした。

　クルーザーで交わしたキスは重ね合わせただけのライトなもの。今回はそれだけでは済まないだろうというのは、彼に唇を奪われたときになんとなくわかっていた。

　吉鷹の舌が口腔内でゆっくりと動きだす。初めてのなまめかしい感触に驚いて、舌を奥のほうに引っ込めた。

「茉莉花、舌を出して」

　一度キスを解いた吉鷹が囁く。低い声が驚くほど艶っぽい。

「でもどうしたらいいのかわからなくて」

　こんなことなら、キスの仕方を動画かなにかで学んでおけばよかった。もう結婚して妻になったのに、男女の結びつきに関して知識がなさすぎる。下手したら高校生より初心なのではないか。

「茉莉花はなにもしなくていい。舌を俺に差し出して」

　どのくらい出せばいいのかもわからず、ひとまず通常の位置でキープする。再び重なった唇の間から、彼を迎え入れた。

　奥のほうに引っ込めたい気持ちを我慢していると、彼の舌に絡めとられる。ねろりとした感触は、口腔内を舐なめられたときとは比べ物にならないほど官能的だ。

　息苦しさと激しい胸の高鳴りで、思わず甘ったるい声が息とともに鼻から抜けていく。上下左右に舌を絡められ、しごかれ、なにも考えられない。

　いつの間にか必死に彼のキスに応え、自分でも舌を動かしていた。

　愛のない結婚なのに彼と触れ合うことを、ちっとも嫌だと思わない。それは茉莉花の決意によるものなのか、べつの理由なのか結論が出ないまま、お互いの熱を混ぜ合わせた。

　大きくうねっていた荒波が、さざ波に変化するように穏やかになっていく口づけ。茉莉花が終わりを予感するのと同時に、チュッと音を立てて唇は解放された。

　最後に額にキスをひとつ落とし、吉鷹が茉莉花から離れる間際、太ももに硬い感触を覚える。最初は骨かと思ったが、それが彼の〝モノ〟だと感覚的に気づき、ハッと息をのんだ。

「悪い。バレたか」

　茉莉花の反応で彼も察したらしいが……。

「な、なんの話でしょうか」

　防衛本能が茉莉花をとぼけさせる。

「なにってわかってるだろ。危うく茉莉花に襲いかかるところだった」

「エッチ！」

　つい感じたままを言葉にしてしまう。夫に対してそれはないだろうと、またしても反省だ。

「男なら当然の反応だ。むしろなんの反応も起きないほうがおかしい」

　キスだけで？とも思ったが、茉莉花自身も体の中心が正体不明の熱を持っている気はしていた。もちろん打ち明けられないけれど。

　吉鷹は茉莉花の額にキスを落とし、自分の定位置に戻った。

「……あの、それはどうするんですか？」

　尋ねるのもどうかと思ったが、素直に心配だった。そんな状態で放置しても平気なのか。男の人の体は未知の領域だ。

「それって、これ？」

　目が慣れた薄暗闇の中、吉鷹が自分の下腹部を指差すのが見える。

「茉莉花が鎮めてくれるならありがたい」

「――っ」

「冗談だ、冗談」

　言葉を詰まらせた茉莉花に笑い交じりの声が飛んでくる。

「別室にでも行って、ひとりで処理するか。茉莉花が見学したいなら大歓迎だ」

「そんなのしません！」

　布団を頭から被り、勢いよく彼に背を向ける。吉鷹がくくっと含み笑いするのが聞こえた。

「おやすみ、茉莉花」

　背中にかけられた声に「おやすみなさい」とボソッと返す。目を閉じ、しばらく息をひそめていたが、吉鷹は部屋を出ていく気配がない。ほどなくして寝息が聞こえてきたときに、からかわれたのだと気づいた。

　隣に茉莉花がいてもいつもと変わらず眠れるのだから、さっきのキスも戯たわむれのようなものなのだろう。わかっていたのに、なぜか胸がちくんと痛む。

　吉鷹と交わした濃厚なキスのせいか、はたまた不可解な心の動きのせいか、茉莉花は朝までほとんど眠れずじまいだった。




　翌朝、まだ目覚めない吉鷹をベッドに残し、茉莉花は身支度を終えてマンションを出た。

　朝食用に作ったサンドイッチは、〝食べてください。仕事へいってきます〟と書いたメモと一緒に彼の分もテーブルに置いてある。

　吉鷹は、妻だからといって家事を率先してする必要はないと言う。掃除はハウスキーパーに依頼すればよく、洗濯や食事作りも交代でやろうと提案してくれた。

　茉莉花への気遣いが感じられ、心がこそばゆい。

　結婚生活のスタートは、どうにかうまく切れたようだった。




　出社してすぐ、マネジャーの菊川に結婚の報告を済ませた。その相手が、茉莉花が新婦役を演じたときの新郎だと知ったときには、椅子から転げ落ちそうになるほどの驚きぶりだった。

「伏見さん――いや、観月さんに折り入って頼みたいことがあるんだけど」

　初めて彼の姓で呼ばれ、思わず背筋が伸びる。しかもマネジャー直じき々じきの頼みとはなにか。

「以前、ジュエリーデザイナーの鷲わし見み萌もえ子こさんを担当したことがありましたよね」

「ええ、はい」

　鷲見萌子は日本が誇るジュエリーブランドのデザイナーである。ちょうど一年くらい前に執り行われた彼女の結婚式で、ヘアメイクを担当したのが茉莉花だった。

　以来、マリアンジュを訪れるカップルにもエンゲージリングを紹介して、今でも仕事を通した付き合いがある。

　その彼女がどうかしたのだろうか。

「彼女に婚約指輪のデザインをお願いしようと思っているんです」

「マネジャー、ご結婚されるんですか？」

　長らく恋人はいないと美春が言っていたことがあったが、いつの間に。爽やかな好青年の菊川なら、いても全然おかしくはないが。

「その予定です」

「それはおめでとうございます。鷲見さんへのご紹介なら、もちろん喜んで」

「よかった。では、日時のセッティングをお願いしてもいいですか？」

「承知いたしました。連絡がつき次第ご報告いたしますね」

　姓の変更に伴い社内的に必要な書類を記入してから、茉莉花はマネジャー室を出て店内に向かった。

　待っていましたとばかりに美春が待ち構える。

「新婚初日はどうだった？」

　昨日、引っ越しが行われたのを知っている美春は、なにやら意味深な笑顔だ。

「どうって、べつに普通だけど……」

　つい昨夜のキスを思い出し、頬が熱くなるのを止められない。

「普通ってことは、初夜も敢かん行こうした？」

　声のトーンこそ抑えているが、あからさまな言葉に今度は耳まで熱を持つ。

「ちょっと美春ってば、そんな話はここでやめて」

　唇に人差し指をあてて〝しー〟という仕草をして制した。

「ふふ、ごめんね。けど、はじまりがちょっと変わっていたから、どんな進み具合なのかなって気になって」

　美春の言う通りではある。驚いているうちに花嫁の役をこなし、あれよあれよという間に夫婦になってしまった。普通の人が歳月をかける結婚までのアプローチを早送りした感じだ。悩んでいる暇もない。

「美春が期待している展開には、まだなっていません」

「そうなの？」

「吉鷹さんが、無理にそういう行為はしないって。少しずつ距離を縮めてからにしようって」

「〝吉鷹さん〟だって」

　美春が口元に手を添え、「ふふふ」と楽しげに笑う。

「夫婦なんだもん、名前で呼び合うでしょ」

「そうなんだけど、最初が〝観月様〟だったから、その変わりようがね」

「……ほんとだよね」

　たかだか一カ月のうちにお客様から旦那様になるなんて、誰が想像するだろうか。きっと恋愛の神様だって想定外だったに違いない。〝なに、そこのふたりがくっついちゃう？〟と驚いたはずだ。

　――驚いたといえば。

「ね、美春、菊川マネジャーなんだけど」

　つい先ほど知らされた彼の結婚話を美春にしようとして思いとどまる。

　内緒かもしれない話を当事者でない茉莉花が話すのはよくない。現に、サロン内でそんな話はいっさい出ていないのだから。

「……マネジャーがどうかしたの？」

　美春が、途中で会話を止めた茉莉花を訝しむ。

「あ、うん、私の結婚報告にびっくりしてた」

「そりゃそうでしょ。結婚が決まっていたお客様と結婚しちゃったんだから」

　慌てて話題を切り替え、事なきを得る。その流れで、さらに続けた。

「美春にひとつ頼みたいことがあるの」

「改まってなに？」

「吉鷹さんの社長就任式があるんだけど、そのヘアメイクをやってもらえないかなと思って。もちろん仕事として依頼したいの」

　それは来月、都内の高級ホテルで開催される予定になっている。

　今のところ美春に打ち合わせなどの予定が入っていないのは確認済みである。

「だけど茉莉花なら自分でできるのに。ハワイの挙式でも自分でやったでしょう？　私よりよっぽど腕のいい茉莉花なら、そのほうがいいんじゃないの？」

「いつかヘアメイクを誰かにやってもらいたいって思ってたし、私は美春がいい」

「なにこの子ったら、そんなうれしいこと言ってくれちゃってー。そう言われたら俄然やる気が出るじゃないの」

「引き受けてくれる？」

「もちろん。この池上美春さんに任せなさい」

　美春が右腕を振り上げ、力こぶを作る。頼もしい彼女と笑い合った。
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　茉莉花が出勤してから目覚めた吉鷹は、テーブルに置かれたサンドイッチと直筆のメモを見つけてため息をついた。彼女と一緒に起きて朝食を食べようと考えていたのに寝過ごしてしまったのだ。

　今日、吉鷹は仕事が休みだが、早起きしようとスマートフォンにアラームをセットしていたのにまったく聞こえなかったらしい。それほど深く寝入っていたようだ。

　それもそのはず。

　昨夜は隣で寝る茉莉花を意識して、なかなか寝つけなかった。直前に交わした濃密なキスのせいもあるだろう。彼女の反応のかわいさに理性が崩壊しかけていた。

　聖人君子ぶって『無理強いはしない』と言ったのをどれほど後悔したことか。

　悶々としつつ、ただただ早く朝がくるのを祈り、寝息を立てていると見せかけていたのを彼女はきっと知らないだろう。

　顔を洗って着替え、苦めのコーヒーと一緒に茉莉花が作っていったサンドイッチを頬張る。

　定番の玉子サンドは細かく刻まれたチーズも入ってクリーミーな味わい、ハムサンドはトマトの酸味がまだ眠気の残る頭にいい刺激だ。

　吉鷹は今朝、茉莉花をマリアンジュまで送っていくつもりだった。彼女の職場の前に車を横づけにし、新婚よろしく、いってらっしゃいのキスでもしようと画策していたのだ。

　そのときの茉莉花の反応をあれこれ想像して、ひとりニヤけていたのが情けない。

「俺はアホか」

　茉莉花といると、らしくない自分がちょくちょく現れてくる。しかしそんな自分が嫌だとも思わなかった。
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　吉鷹との生活がはじまって一週間が経過した日曜日。茉莉花は緊張のためいつもより早く目覚めた。

　というのも今日ここに吉鷹の母、紫が来ることになっているためである。

　紫は茶道を趣味にしており、今日の午後開かれるお茶会の着付けとヘアメイクを頼まれたのだ。

　いつもは懇意にしている美容室に依頼しているそうだが、今日はどうしても都合がつかず、困った紫が吉鷹に連絡。茉莉花にやってもらえないかと相談があった。

　ヘアメイクはもちろん着付けも仕事にしているうえ、義理の母親からのお願いとなれば無下にはできない。シフト上は仕事の予定だったが、お客様との打ち合わせはなくスタッフの人数的に問題もなかったため出勤を少し遅らせてもらった。

　いっそ休みを振り替えたかったが、今日は以前菊川に頼まれていた鷲見を紹介する約束がある。

　ここへ越した夜以降、吉鷹とはキス止まり。律儀で真面目な彼はしっかり自分の言葉を守っている。当初の彼の印象は日を追うごとに覆っていた。

「少し落ち着いたらどうだ」

「そうなんですけど……」

　朝食の片づけを終え、じっとしていられずリビングの中をウロウロする茉莉花を吉鷹が宥める。

　吉鷹の両親は表面的には茉莉花との結婚を認めてくれたが、心から祝福されている感じはなかったため、ひとつくらい役に立つところを見せたい。気持ちばかりが焦り、茉莉花を落ち着かなくさせる。

「ほら、ここに座って、コーヒーでも飲めって」

　肩を掴まれて、半ば強引にソファに座らされた。

　吉鷹が淹れてくれたコーヒーからいい香りが立ち上る。

「ありがとうございます」

　手に取り、「いただきます」と言ってフーフーしてから口をつけたが、同時にインターフォンが鳴り響いたため弾かれたように立ち上がった。

　待たせては大変だと、急いでオートロックを解除。玄関に向かい、ドアを開けて到着を待つ。

「そんなにビクビクする必要はない」

　あとを追ってきた吉鷹がクスクス笑う。

「ビクビクはしてないですけど、せっかくだから少しいいところを見せたいんです。腕が鳴るっていうのかな」

　おそらく紫の茉莉花に対する評価はそれほど高くないだろうから、ハードルが低いのはありがたい。その代わり、厳しい目でチェックされるかもしれないため、気は抜けないが。

「それは頼もしいな」

「ヘマをしないようにがんばります」

　両手で小さく拳を握りしめて胸の前で軽く振ると、吉鷹は「あんまり気負うな」と頬をさらりと撫でた。

　ほどなくして着物の包みを抱えた紫が現れ、背筋がピンと伸びる。社長夫人のオーラに圧倒されそうだ。

「こ、こんにちは」

　両手を前に揃えてぎこちなく頭を下げると、紫は「今日は悪いわね」と茉莉花を労った。

「入って、母さん」

　早速リビングに案内し、お茶を準備する。今日のために買ってきた高級茶葉は気に入ってもらえるだろうか。

　どぎまぎしながらテーブルに茶碗を置き、トレーを抱えたまま紫の反応を見届ける。

「あら、おいしいお茶ね」

　そのひと言にホッと息を吐き出した。第一関門突破だ。

　ダイニングテーブルにはヘアメイクに使う道具が並べられ、準備は万端。あとは紫がお気に召すヘアメイクをするだけだ。

　お茶を飲み干した紫をダイニングへ案内する。

　持参した着物と帯の色味を確認してから、肩にケープをかけ、まずはメイクから。

　道具を手に取ると、気持ちが一気に切り替わる。相手は義母だが、それに関係なくひとりの女性として綺麗にしたくて、目の前の紫に一点集中した。

　艶タイプのベースを仕込み、首の色に肌色を合わせる。決して白くしすぎず自然に。

　目元は帯の柄に使われているオレンジ系のシャドウをベースに、目尻に赤みをプラス。リップはピンクベージュで口角を美しく引きしめた。

「着物なのにあまり濃くしないのね」

「今は派手さのない自然なメイクが主流になっています」

　ひと昔前は真っ赤な口紅に短く太い眉、切れ長の目という、おひな様のようなメイクが基本だったが、それだとあか抜けない印象になってしまう。

「和装メイクで意識したいのは透明感です。ナチュラルな色味のリップにすることで上品に見えるんですけど、どうでしょうか」

　鏡越しに紫に仕上がりを確認する。

「もっと濃くしたい気もするわね……」

　いつもお茶会では着付け以外は自分でするらしく、気張って派手に仕上げているという。そのため茉莉花が施したナチュラルメイクでは心許ないのだろう。

「では、ヘアアレンジをしてみましょうか。またイメージが違うと思います」

「早速お願い」

　ヘアセットに入り、紫がまじまじと鏡を見つめる。本当に大丈夫なんでしょうね？という脅しにも似た疑いの眼差しだ。

　気合を入れなおしてドライヤーを手にした。

　ショートカットの髪を根元から立ち上がらせ、毛の流れに逆らうようにブローしていく。髪にこしやボリュームがなくなる年代のため、ふんわりやわらかく空気を含ませてからキープ力の高いスプレーで丁寧に仕上げた。

「いかがでしょうか」

　ケープを取り、合わせ鏡にして全方向からチェックしてもらう。

　茉莉花的にはいい仕上がりだが、もしもダメ出しをされたら、要望通りに少し色味をプラスして濃くしよう。いくら綺麗でも、本人がハッピーと感じられなければ意味がない。

　紫はいろんな角度で確かめ、鏡の中で茉莉花と目を合わせた。

　ドキドキしながら反応を待つ。

「いいじゃない。茉莉花さん、なかなかやるわね」

「ありがとうございます……！」

　紫に褒められ、強張っていた全身から力が抜けていく。リビングのソファに座っている吉鷹に満面の笑みで振り返ると、彼に微笑み返された。




＊＊＊＊＊




　紫にヘアメイクする茉莉花の真剣な様子は、以前サロンで待ち合わせしたときに見かけた彼女の姿を吉鷹に思い出させた。

　仕事に熱中する彼女の凛々しさと美しさが、吉鷹の視線を独占する。その横顔から目が離せなかった。

　サロンのとき同様、もう少し眺めていたいと思った矢先、ヘアメイクを終えて紫の好感触を得た茉莉花の笑顔が弾ける。うれしそうに吉鷹に振り返った彼女を見て、鼓動が不規則なリズムを刻んだ。

　不整脈に似ているくせに、気分は悪くない。それどころか、その高鳴りは心地よさすらあった。

　ヘアメイクと着付けをしてもらった紫はご機嫌な様子でマンションをあとにし、茉莉花はいつもよりひと足遅く出勤。その後ひとりの休日を自宅でゆっくり過ごした吉鷹は、夕刻になってからマリアンジュに向かって車を飛ばしていた。

　もちろん茉莉花を迎えに行くためだが、彼女には知らせていない。いきなり現れてサプライズを仕掛ける魂こん胆たんだ。

　たぶん茉莉花は驚くだろう。『どうしたんですか!?』と目を丸くするか、それとも『連絡もなしに迎えに来るなんて』と強気の発言をするか。

　それを想像するだけでも楽しい。ハンドルを握りながら自然と口角が上がる。

　予定より少し早めに着いた吉鷹はいつものコインパーキングに車を停め、マリアンジュのエントランスが見通せ、かつ茉莉花からは見えない場所に陣取って立つ。背後から声をかけて驚かせるつもりだった。

　サプライズなんて、今まであっただろうか。

　思い返してみたが、大人になってからの記憶にはない。何度かある恋愛でも、そんな仕掛けは考えなかった。相手の反応を考えたり楽しんだり、それ自体がなかった。

　積んでいたのは恋愛経験ではなく、単なる体の結びつきだけだったと思い知る。吉鷹も、茉莉花と同じく恋愛初心者同然なのだ。

　子どものようにワクワクしながら待っていると、いよいよ茉莉花がサロンから姿を現す。しかし、追いかけようと一歩踏み出した足に、即座に急ブレーキをかけた。

　茉莉花のあとから男が出てきて、彼女の隣に並んで歩きはじめたのだ。客としてサロンに通っていたときに一度だけ挨拶を交わしたことがある。たしか、マネジャーの菊川という人間だ。

　その男が、なぜ茉莉花と一緒に出てきたのか。

　単に退勤時間が同じという理由は、どうしたって当てはまらない。最寄り駅とは逆方向に歩いているのがなによりの証拠。声をかけるのをためらったのは、そのためだ。

「……どういうつもりだ」

　得体の知れぬ感情が胸の奥深くから湧き上がる。モヤモヤとは違う。センチメンタルでもない。とてつもない熱量のフラストレーションだった。

　彼女を好意的に感じつつあるのは知っている。しかしコントロールが利かないほど、好きになっていたのだと自覚したのは初めてだった。

　ふたりの背中が見えなくなるすんでのところで、吉鷹も足を前に出す。見失わないよう、長い足を存分に使って大股で追いかけた。

　親しげにしゃべりながら、時折顔を見合わせて笑うふたりを見て、ふと勘繰る。

　もしかしたら茉莉花には好きな男がいたのではないか。恋人はいないと言っていたが、それは好きな男の存在を否定するものとは違う。

　驚くほど疑心暗鬼になっていると、ふたりはある店に吸い込まれるようにして入っていった。ジュエリーショップだ。

（なぜ、そんな店に……？）

　もはや見過ごすわけにはいかない。茉莉花は自分の妻なのだから。

　吉鷹は足を速め、ふたりを追いかけるようにして店に踏み込んだ。

「いらっしゃいませ」

　にこやかな様子で近づいてきた女性スタッフに見向きもせず、茉莉花のもとに一直線に向かう。彼女が振り返って目を見開くのと、吉鷹が口を開くのは同時だった。

「私の妻とはどのようなご関係でしょうか」

　冷静に、それでいて威圧感たっぷりに菊川に詰め寄る。言葉尻に棘があるのが自分でもわかる。

　菊川はタジタジといった様子で「……はい？」と肩をすくめて一歩後退した。

「吉鷹さん、ちょっと待ってください」

「待て？　邪魔をするなと言いたいのか」

「どのような関係って、ただの上司と部下です。一度ご挨拶しましたよね？」

「それならなぜふたりでコソコソと」

　ジュエリーショップを訪れる理由がわからない。

「コソコソなんて……」

　的確な言葉を探して狼狽する茉莉花だったが、すぐあとを菊川が続けた。

「私が彼女にこの店のデザイナーを紹介してほしいと頼んだんです。私の恋人への婚約指輪をデザインしてもらいたくて」

　……恋人への婚約指輪？

　彼の言葉に絶句する。戦闘態勢に入っていた勢いが行き場を失くし、不覚にも動揺した。

　吉鷹の完全な誤解だったのだ。

「……それは失敬」

　非礼を素直に詫びる。しかし、だからといって茉莉花がほかの男とふたりでいるのに納得したわけではない。

　菊川をじっと見据えて続けた。

「ですが、今後そのような行為は慎んでいただけますか。理由はどうであれ、あなたの恋人だってほかの女性とふたりきりでいるのは気持ちのいいものではないでしょう」

　努めて冷静にお願いしたつもりが、無意識に威圧したようだ。その迫力に菊川は「は、はい」とさらに後ずさりをして目を泳がせた。

「茉莉花、外で待ってる」

　その言葉に〝紹介したらすぐに出てこいよ〟というのを暗に含ませる。茉莉花は戸惑い気味に頷いたが、それに気づいたかどうか。

　吉鷹は菊川に目礼し、ジュエリーショップから出た。

（俺はなにをやってるんだ。ありえない）

　嫉妬に狂い、一緒にいる男にいきなり突っかかるなど無様すぎて笑えない。矢も楯もたまらず店に踏み込んだが、自分の株を下げただけ。大人げないにもほどがある。

　ジェラシーは自分とは無縁のものだと思っていた。これまでそんな感情を抱いたこともない。

　相手に対して、そこに至るまでの興味がなかった。当然ながら、誰かに奪われたらどうしようなどと焦った経験もない。

　急に自覚した茉莉花への想いは整理がつかないまま、吉鷹はジュエリーショップの前でビルの隙間から上りかけた月を睨んでいた。
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　まさか吉鷹がここへ現れるとは思いもせず、想定外の展開に驚いたが、それよりも彼のただならぬ様子が気になっていた。

（もしかしてヤキモチを焼いてくれたのかな……。って、まさかね）

　一瞬そう考えたが、いや違うと否定する。飄々とした彼が、茉莉花に対してそんな感情を抱くとは思えない。

　好意的なのは感じるが、きっと恋とも愛とも違う。本物の夫婦を目指してはいても、そこにあるのは連帯感や同志に対する感情。仲間意識のようなものだろうから。

　そんな結論に至り、なぜか胸がモヤッとした。

　菊川にデザイナーを引き合わせてジュエリーショップを出ると、吉鷹は歩道の手すりに体をもたせかけていた。

　軽くクロスして投げ出した足に、行き交う人が躓つまずかなかっただろうかと余計な心配をする。腕組みをした顔はわずかに不機嫌そうだ。

「お待たせしました」

「車はこっち」

　ぶっきらぼうに告げてマリアンジュの方向を指差す。おそらくいつものコインパーキングだろう。

「迎えに来てくれたんですか？」

　やけに早足の彼の背中に問いかける。

「ああ」

「もしかしてサロンの前で待ってくれていたんですか？」

「ああ」

　投げやりな返事ばかり。

「怒ってるんですか？　っていうか、もう少しゆっくり歩いてください」

　歩幅の違いがあるうえ早歩きをされたら、茉莉花はどうしたって小走りになる。ちょこちょこと必死に追いかけて不服を申し立てた。

「怒ってないがムカムカする」

「それってヤキモチですか？」

　あくまでもジョークのつもりで聞き返す。『そんなわけがないだろ』と否定されるのは想定内だ。

　吉鷹が不意に足を止める。いきなりだったため、茉莉花は小走りの勢いでその背中にぶつかった。

「――きゃっ、急に立ち止まらないでください」

「悪いか」

　憮ぶ然ぜんとした表情の吉鷹が肩越しに振り返る。

「突然は危ないです」

「そうじゃない。ヤキモチを焼いたら悪いのか」

「……え？」

　彼の言葉に目をまたたかせた。

（吉鷹さんがヤキモチ？　……ほかの男性と一緒にいたから？）

　唖然とする茉莉花を置いて、吉鷹が再び歩きだす。

　予想していた言葉とのあまりの違いに思考が一瞬ストップした。

（ヤキモチってことは……）

　考えられる理由に胸がむずむずする。くすぐったくて、こそばゆくて面はゆい。

　急いで彼に追いつき、隣に並ぶ。

「どうして嫉妬なんて」

「俺が聞きたい」

「聞いているのは私です」

　肩をすくめて眉を上げ下げする吉鷹につい詰め寄る。腕を掴んで顔を見上げたら……。

「乗って」

　パーキングに到着。ドアを開けた吉鷹に助手席に乗せられた。

　すぐに発進した車が街を快調に進んでいく。先ほどの答えはまだもらえていないが、明確な好意を示された気がして鼓動が速まる。

　そして、茉莉花はそんな反応をする自分自身にも戸惑っていた。

「どこかで食事をしていこう」

　話が大きく逸れる。

「今夜はふたりで一緒に作りませんか？」

　なんとなくそうしてみたかった。高級レストランの食事もいいが、ふたりで料理をしたら、彼の言う〝ステップ〟にもなる。

　一緒に暮らしはじめて一週間、彼の料理の腕前はまだ知らないが。

「じつは昨日スーパーで材料は調達済みなんですけど、バターチキンカレーとナンはいかがですか？」

「ナンって自宅で焼けるのか？」

「フライパンで大丈夫です」

「いいね、それ。よし、乗った」

　先ほどまでの仏頂面はどこへやら、吉鷹は上機嫌で頷いた。

　マンションへ着いた茉莉花たちはお揃いのエプロンでキッチンに立った。

　それは吉鷹の秘書から、『副社長にはぜひ使ってもらいたい』とお祝いにもらったものだという。

「きちんと家事分担しろと言いたいんだろう」と、プレゼントの皮肉めいた意味には不満みたいだが、エプロンはまんざらでもなさそうだ。

「似合ってますね」

　真っ青な下地に真っ赤なポケットがついた、ビビットカラーの派手さにも負けないオーラがあるのはさすがだ。茉莉花のエプロンは吉鷹のものとは逆の組み合わせの色使いで、やはり目にも鮮やか。

「そうか？」

　吉鷹は自分を見てから、満足げに腕まくりをしてシンクで手を洗った。

「これまで料理は？」

「目玉焼きなら完璧に焼ける」

「……それはすごいですね」

「バカにしてるだろ」

　一瞬ポカンとしてから一本調子で言った茉莉花を吉鷹が小突く。

「いえ」

　首を横に振るが、どうしても顔がにやける。茉莉花も自慢できるほどの腕前ではないにしろ、さすがに彼よりは作れる自信がある。実家暮らしのときは母親に頼りきりだったが、ひとり暮らしで多少は鍛えられたはずだ。

「じゃあ、その顔はなんだ」

　不服そうに言う割に、茉莉花の頬を軽くつねった吉鷹の顔も綻んでいた。それも、意地悪というよりは優しい眼差しだ。

　意図せず目が合い、なんとなく気恥ずかしい。不自然に逸らして、「早速作りましょうか」とはぐらかした。

「俺はなにをすればいい？」

「じゃ、吉鷹さんにはナンを担当してもらおうかな」

「俺にできるのか？」

「目玉焼きが上手に焼けるならバッチリです」

　珍しく自信のなさそうな吉鷹がおかしくて、ついクスクス笑いながら親指と人差し指で丸を作る。

「手抜きしてナンのもとを買っちゃいましたから心配いりません。これ、おいしいんですよ」

　ジャーンと効果音つきでパッケージを取り出した。これさえあれば発酵の手間もいらないし楽チンだ。

「そうなのか。よし、俺に任せろ」

　吉鷹は説明を読みながらナンの粉をボウルに開け、早速計量した水を投入した。

　それを横目に茉莉花はバターチキンカレーに取りかかる。玉ねぎをみじん切りにし、鶏肉は食べやすい大きさにカット。ヨーグルトやしょうがなどで揉もみ込み、鍋にバターを溶かして炒め、調味料で煮込みはじめた。

　バターチキンカレーは好物のため過去に何度も作ったことがあり、得意料理のひとつだ。

（べつにいいところを見せたいわけじゃないけど……）

　心の中で言い訳をする茉莉花の隣では、吉鷹が四苦八苦しながら生地を捏こね終えた。次は生地を伸ばす工程だ。

「今日は母さんのことサンキュ。友達にヘアメイクを褒められたって電話があったよ」

「ほんとですか？　よかった」

　喜んでくれたのならなによりだ。ヘアメイクをされる人の表情がみるみる明るくなっていくのを見たり、誉め言葉をもらえたりするのはやりがいにも繋がる。

「あっ、吉鷹さん、顔に粉が……！」

　生地を捏ねていたせいだろう、彼の頬に粉がついていた。それもかなり広範囲にわたっているうえ、エプロンの胸のあたりにも飛んでいる。

「え？　どこ」

「ほっぺです。あっ、そっちじゃなくて！　……ふふっ」

　白くなった手が、逆側の頬を粉まみれにしていく。

　思わず吹き出したら、吉鷹はその手で茉莉花の鼻先に触れた。

「やっ、ちょっ……」

「笑ったお返しだ。これでお揃いだな」

「ひどい」

　ニヤリと笑った吉鷹を軽く睨むが、まるでおしろいを塗ったように白くなった顔を見たら、ちっぽけな怒りなんて持続不可能。おかしさが込み上げ、ふたりで笑い合う。

　図らずも楽しくて、胸がくすぐったい。

「もう、子どもじゃないんですから」

　幼子が初めて料理をしているような有様だ。

「一生懸命やった証拠だ」

「そういう証明は手元だけで完結させてください」

　笑いながら手拭きタオルで彼の頬の粉を拭っていると、その手をそっと掴まれた。笑顔を一変させ、吉鷹が真顔になる。

　もう片方の彼の手が茉莉花の腰を引き寄せた。

　決して彼の一方的な力ではない。それを嫌だと思わない茉莉花も素直に体を委ねる。

　吉鷹の熱っぽい眼差しに射抜かれ、鼓動のリズムが狂った。

「好きだ」

　囁いた彼の言葉に動揺し、手からタオルが落ちると同時に唇が重なる。

　本物の夫婦を目指していたとはいえ、彼から今、そんな言葉をもらえるとは想像もしない。胸が高鳴り、ファンファーレのように鳴り響く。

　表面を擦り合わせたあとにそっと食み、優しいキスが解かれた。

　離れがたさを覚え、無意識に彼の腕を掴む。その意味を測りかねたのだろう、吉鷹の瞳が揺らいだ。

「あ、これはその……」

　とっさに手を離したが、喉のずっと奥、胸の深いところから彼への想いがせり上がってくる。いつの間に育ったのか、茉莉花にもわからない。

　ただ、それを堰せき止めるのが無理なのはわかった。

「……私も好きです」

　心の赴くままを口にする。自覚した恋心をごまかしたくなかった。

　責任を負うためでしかなかった結婚が、その形を変えていく。不確かだった未来が今、鮮明に見えた気がした。

　吉鷹がふっと笑みをこぼすと同時に鍋がシューッと音を立てた。

「あぁっ、大変！　熱っ」

　慌てて蓋ふたを掴み、今度はその熱さに驚く。

「大丈夫か!?」

「はい」

　火が強すぎたのか、それともふたりの世界に没頭しすぎたのか。吹きこぼれて汚れたクッキングヒーターを急いで布巾で拭う。

「びっくりしましたね」

「ああ」

　顔を見合わせて笑い、最後にもう一度だけ軽く触れるだけのキスをした。




　食事後、お風呂に入り終えた茉莉花は、寝室のベッドにちょこんと座り、未だかつて経験のない緊張に包まれていた。ハワイで突発的にバージンロードを歩いたときとは比べ物にならない。

　ナンは上手に焼けたし、バターチキンカレーも上手にできた。しかし前触れもなく吉鷹に想いを打ち明けられ、茉莉花もその気持ちに応える展開になったため、『おいしいね』と感想を言い合いながらも心ここにあらず。頭の中は急に迎えた展開でいっぱいだった。

　うわの空で食べていたため中身のない皿をスプーンですくったり、ちぎったナンが吉鷹のほうに飛んでいったり、挙動のおかしさに苦笑いだった。

　お互いの心が育つまで〝キスのその先〟はお預けと決めていたが、打ち明け合った今、その縛りはない。

（やっぱり〝する〟のかな……）

　入れ違いでお風呂に入った彼を待つ茉莉花の心臓は、これ以上はないスピードで心拍を刻んでいた。今までに何度か交わした濃密なキスを思い出し、どぎまぎして収拾がつかない。

「どうしよう……！」

　切実な気持ちを声に出したときだった。ドアが開き、吉鷹が入ってくる。

　茉莉花はとっさに布団にもぐり込むという意味不明の行動に出たが、吉鷹は気にするふうでもなく反対側からベッドに入った。

　仰向けになりぎゅっと閉じた瞼で、部屋の明かりが消されたのを感じる。

　先ほど限界だと思ったのに鼓動のスピードは、さらに速まった気がした。

（このままだと壊れちゃうかも……！）

　耳の奥では大太鼓を叩いているような心拍音が響いていた。

「寝たふりか」

「ふ、ふりなんてしてません」

　吉鷹が体ごとこちらを向いた気配がする。こっそり薄目を開けると、ベッドサイドのスタンドライトがついていた。控えめな光が部屋をぼんやりと明るくしている。

　横顔に彼の強烈な視線を感じて居心地が悪い。

「茉莉花がこのままなにもせずに寝たいのならそれでもいい」

「……え？」

　予想外の言葉だったため、彼をパッと見る。先に進んでもおかしくないと思っていたため、拍子抜けした感じだ。

「俺は抱きたくてたまらないけど」

「そ、そんなふうに言われたら断れないじゃないですか」

「それを狙ってる。っていうか、茉莉花も本当はしたいだろう？」

「なっ……どうしてそうなるんですか」

　意地悪に細めた目に探りを入れられ、唇がわななく。

「違う？」

　問いかけられて言葉に詰まった。

　経験のない茉莉花に〝したい〟〝したくない〟の二択は難しい。でもキスはべつだ。

　吉鷹の唇にもっと触れたい。言葉で伝えきれない想いを、キスなら伝えられる気がした。

「……そういうのは経験がないのでわかりません。けど……」

「けど？」

　言いためらう茉莉花を吉鷹が急かす。

「キスなら……」

　急に我に返って恥ずかしくなった。

「やっぱりなんでもありません！」

　早口で言って彼に背中を向ける。

（もうっ、私、なに言ってるの！　〝キスなら〟ってなに）

　そのキスだって、まだまだ初心者なのに。片手で数えられる程度の経験数だ。それも相手は吉鷹ひとりだけ。

「思ったことをはっきり言うのが茉莉花のいいところだろ」

「ひゃっ」

　肩先を掴まれ、体を反転させられる。吉鷹と正面から向き合う格好になったため、視線の行き場に困った。

「デリカシーがないみたいですね」

「自分の感性と知性のもとに、しっかりした意見や認識があるってことだ」

「……褒めてます？」

「一応」

　こっそり覗き見るようにすると、吉鷹はふっと鼻から息を漏らすようにして笑い、茉莉花を仰向けにしつつ自分の体を起こした。両手をバンザイでベッドに縫い留めるようにし、動きを封じ込める。

「ごちゃごちゃ言うのはもうおしまい。いい加減キスさせろ」

「待っ――」

　尻切れトンボになった言葉は彼の唇にのまれた。先ほどキッチンでしたような軽いキスではない。攻め込むみたいに唇を割り、吉鷹の舌が侵入を果たした。

　ぎゅっと力の入った手を吉鷹が握り返す。その力強さが想いの深さに思えて、うれしさが込み上げてくる。

　好きな人に好きになってもらえる幸せを初めて感じていた。

　吉鷹の舌は奔放に動き回って口腔内で暴れ、茉莉花の舌を甘噛みしては吸い上げる。

「……んんっ」

　酸素を求めて喘あえぐ口から、甘い吐息が漏れるのは必然。それごと奪うように繰り返される口づけに、茉莉花は完全に翻弄されていた。キスがこんなにも気持ちのいいものだと教えてくれたのは吉鷹だ。

　熱いのは唇だけではない。体の中心に火がついたかのような感覚だ。そのうち溶けてなくなりそうな気さえする。

　すべてを貪むさぼりつくすようなキスが解け、熱を帯びた瞳が茉莉花を見下ろした。

『この先はどうする？』

　その目がそう問いかけているよう。『茉莉花から俺に抱かれたいと思わせるから』と言っていた吉鷹は、あくまでも答えを茉莉花に委ねるつもりらしい。

　好きな人のキスで熱に浮かされた体の答えは、ひとつしかないだろう。

「……抱いてください」

　恥ずかしさを押し殺してお願いする。

　自己主張できるのが茉莉花の長所だと彼が言ってくれたから。

　吉鷹は甘さを孕はらんだ目を細め、妖艶な笑みを浮かべた。

「喜んで」

　再び塞がれた唇から新たな熱が生まれていく。それは思いきって伝えた恋心に、羞しゅう恥ちを抑え込んで抱いてとねだった覚悟が上乗せされた、より濃厚な熱情だ。

　本物の夫婦になるために踏む、形式的なステップとは違う。いつの間にか育っていた想いがお互いを強く求め、欲したからこその展開だった。

　パジャマの裾から吉鷹の手が忍び込み、茉莉花の素肌を撫でる。キスから意識を逸らされ、その手の動きを気にしていることが彼にも伝わったのだろう。

「茉莉花はキスに集中していればいい」

　舌を強くしごかれ、口づけが激しさを増していく。強制的に意識を連れ戻され、唇の隙間から鼻にかかった甘ったるい吐息がこぼれる。

　そうして一心に応じていた茉莉花だったが――。

「ぁっ……ん！」

　彼の手がいよいよ胸の膨らみを包み込んだときにはキスを解き、吐息とは違う潤んだ声が漏れた。

　吉鷹は形を変えるほど強く揉んだかと思えば、円を描くように膨らみを振り、その柔らかさを堪能しているよう。彼の手が動くごとに自分のものとは思えない声がこぼれ、その中心の蕾つぼみを指先で弾かれたときには頤おとがいを逸らし、足でシーツを蹴った。

　その反応で気をよくしたのか、吉鷹は唇から徐々にキスを移動させていき、器用にパジャマを脱がせながら茉莉花の素肌を滑っていく。

　触れた箇所すべてから熱が噴き出し、敏感な部分を探り当てられるたびに背筋が弓なりになった。

　全身をどろどろに溶かされて意識が混濁しそうになる中、いよいよ彼と結ばれたときには、この世界にふたりだけしかいないような感覚に陥った。

　強烈な圧迫感や引き攣つれるような痛みよりも、彼でいっぱいになる喜びが溢れる。吉鷹に必死にしがみつき、官能の嵐の中に果てを見た。

　体が結ばれると、心の繋がりがいっそう強くなると知ったのも初めて。

〝好き〟が〝愛〟に変貌を遂げ、苦悶の表情で茉莉花を掻き抱く彼が愛しくてたまらない。

「愛してる……」

　吉鷹の言葉に茉莉花も同じように答えた。










愛の証と黒い影




　吉鷹と想いを告げ合い、心も体も結ばれてから三週間が過ぎた。

　あの日以降、彼との生活は砂糖漬けのフルーツのように甘く、連夜と言ってもいいほど愛を確かめ合っている。

　ハワイのチャペルで偽りの愛を誓ったあの日の茉莉花に、こんなにも幸せな結婚生活が待ち受けているとは。責任の名のもとに彼と結婚してからおよそ一カ月、そんな短期間で愛が生まれるなんて想像もしていなかった。

「ヘアスタイルのご希望はございますか？」

　茉莉花は、サロンでお客様と挙式当日のヘアメイクについての打ち合わせ中である。

　新郎新婦が揃って来店し決める場合もあるが、新婦だけのほうが多い。

　その日も新郎は仕事のため、新婦と横並びに座り、パソコン画面に表示させたヘアスタイルを見ていく。

「じつは、こんな感じがいいなっていう画像は選んできたんです」

「そうでしたか。ちょっと見せていただけますか？」

　新婦はバッグの中からスマートフォンを取り出し、写真を見せた。

　三つ編みや編み込み、フィッシュボーンなど、編みながらバックやサイドでひとつにまとめた、最近人気の編み下ろしのスタイルだ。

「ふわふわしたかわいらしい雰囲気にしたいんです」

「ドレスもふんわりしたものですものね。ぴったりだと思います。結び目を隠すようにくるくると編み込んで、ドレスに合う色の花をサイドにたっぷりつけてスイートな感じにしましょうか」

「でも、私に似合うかな……」

　新婦が不安そうに眉尻を下げる。どちらかというとさばけた感じのする女性のため、キュートなスタイルが心配みたいだ。

「結婚式で必要なのは、新婦様のお気持ちです。似合う似合わないよりも〝こうしたい〟というスタイルを選ぶほうが後悔しません。それにラプンツェルみたいな感じ、とてもお似合いになられると思います。参列者の皆さんがハッとするほどかわいらしく仕上げましょう」

　茉莉花の言葉に彼女の表情がぱぁっと明るくなる。

「観月さんに担当していただけてよかった。ありがとうございます」

　お客様の喜ぶ顔は、なによりの活力。真心を込めた応対で、カップルの幸せの手伝いができることをこの上なくうれしく思う。

　茉莉花はその後、ヘアスタイルに合わせたメイクの打ち合わせへと進めた。




　お客様をエントランスで見送り、店内に戻った茉莉花は不意に胃のムカつきを覚えて口元を押さえた。

「あれ？　茉莉花、どうかした？　具合でも悪い？」

　カウンターにいた美春が気づいて駆けつける。

「うーん、食べすぎたのかな」

　首を傾げながら答える。朝食にフレンチトーストを作ったが、シロップをかけすぎたのが原因かもしれない。

　そうしている間に再び吐き気に襲われ、慌ててレストルームに駆け込んだ。

　個室に入り、いきなりやってきた気持ち悪さと格闘する。シロップがそこまで胃にもたれるものだとは思いもしなかった。

「大丈夫？」

　個室から出ると、追いかけてきた美春が心配そうに茉莉花の背中をさする。

「うん。吐いたからすっきりした」

「ねぇ、……もしかしておめでたじゃない？」

　訝しむように顔を覗き込む美春と目が合った。

「……え？」

（妊娠？　……私が？）

「観月さんと本物の夫婦になったって言ってたでしょう？　つまりそれはそういう事態が起こってもおかしくない状況、って意味なんだよね？」

　美春には吉鷹との関係性の変化を話していた。

　そのきっかけとなった菊川との一件について話したときには、盛大に驚かれたものだ。というのも、菊川の恋人が美春だったから。同じサロン内のため、仲のいい茉莉花にもふたりの関係をなかなか打ち明けられなかったという。

　恋人同士の雰囲気をまったく漂わせていなかったふたりには脱帽だ。

　茉莉花がジュエリーショップでの出来事を彼女に話したため、菊川が仕掛けようとしていた婚約指輪のサプライズを台無しにしてしまったのが申し訳ない。

「それはそうだけど……」

　声が尻すぼみになる。

（そんなに簡単に妊娠するものなの？）

　吉鷹とそんな関係になってまだ日が浅いため、考えてもいなかった。

「生理、遅れてない？」

　美春に言われて息をのんだ。

　そういえば遅れている。カレンダーを思い浮かべ、予定していた日を数える。

　普段きっちり二十八日周期でくる生理が、今月は一週間ほど遅れていた。

　胸を打つ鼓動が速まり、頭が真っ白になる。

「やっぱり来てないんだね。検査薬で試してみたらどうかな」

「う、うん……わかった」

　呆ぼう然ぜん自失でなんとか頷き、レストルームを出た。




　その夜、仕事帰りにドラッグストアで購入した妊娠検査薬を試した茉莉花は、結果を前にして呆ほうけていた。リビングのラグの上に力が抜けたようにペタンと座り込む。

　夫婦生活があれば妊娠してもおかしくないのはわかっている。でも、まさかこんなに早くそんな知らせが舞い込むとは。うれしさよりも驚きのほうが大きく、体と裏腹に心は落ち着かない。

（吉鷹さん、どう思うかな……。喜んでくれるかな）

　もともと彼は、観月建設の揺るぎない未来のために後継者を作るのが目的だった。だとすればきっと歓迎してくれるだろう。

　そう思うと、じわじわと喜びが湧き上がってくる。座っているのに羽が生えたみたいにふわふわとした心地だ。

　ふと腕時計を見て、夕食の準備をしようと立ち上がったときだった。玄関から開錠する音が聞こえて、吉鷹がリビングに現れる。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　吉鷹は茉莉花を引き寄せ、お決まりのキスをした。

「あのね、吉鷹さん」

　軽く触れるだけで唇を解放した彼を見上げる。

「赤ちゃんができたみたいなの」

「……え？」

　吉鷹は目を点にし、茉莉花の言葉がまるで理解できないといった表情をした。

「生理が遅れてて、さっき検査薬を試したの。そうしたら――」

「それは本当か！」

　茉莉花の言葉を遮り、吉鷹が歓喜ともいえる声をあげる。両腕で腰を支え、茉莉花を抱き上げた。

「きゃっ」

　その場で一周くるっと回転してから下ろす。

「こんなにうれしいニュースは初めてだ」

　喜びを表現するには回転くらいでは足りなかったのか、今度は茉莉花をぎゅっと抱きしめた。

「でもまだ確定じゃないんです。検査薬では陽性反応が出ましたけど、説明書には〝病院の診断を〟って書いてありますから」

「なんにしてもおめでたい」

　茉莉花の言葉も届かないのか、吉鷹の中では妊娠が確定事項となっているらしい。

「よし、今夜の夕食は俺に任せろ」

「えっ、今日は私の当番ですから」

　一緒に暮らしはじめて以降、茉莉花たちは食事作りを当番制にしている。平日は時間的に難しいため、吉鷹は週末が担当だ。

　どちらも無理な場合にはデリバリーやテイクアウトも利用し、なるべく負担にならない方法をとっていた。

「そんなの気にするな。茉莉花はそこに座って待っていればいい」

「妊娠は病気じゃないので」

「俺の料理の腕を舐めるなよ？　この一カ月でだいぶ上達しているはずだ」

　吉鷹はジャケットを脱ぎ、ネクタイを外してから茉莉花をソファに座らせる。額にキスをひとつ落とし、「おとなしくここにいること」と釘くぎを刺すと、お決まりのエプロンをつけて腕まくりしながらキッチンへ向かった。




　翌日、ちょうど公休だった茉莉花は、絶対に一緒に行くと言って聞かない吉鷹に付き添われ、神楽かぐら総合病院の産婦人科を受診。医師から「おめでとうございます」との言葉を無事にもらった。

　現在六週目に入ったところらしく、出産予定日は来年の夏頃だという。結婚一周年を待たずに家族が増えることになる。

　結婚から妊娠までの目まぐるしさといったらない。

「どこかでお昼でも食べようか」

　吉鷹に誘われ、近くのカフェに立ち寄った。

　十二月に入った街はクリスマスモードにシフトチェンジ。カフェの窓辺にもポインセチアが並び、クリスマスカラーが気分を盛り上げるのに一役買っていた。

　昨日あった胃のムカつきは幸いにもなりをひそめ、空腹もしっかり感じる。それでもなんとなくあっさりしたものが食べたくて、大根おろしとツナのパスタを注文した。

　吉鷹は今朝からずっと『具合は悪くないか？』『吐き気は？』と茉莉花の体調を気にしっぱなし。ハワイでは傲慢な印象が強かったが、じつはとても優しい人なのだ。自由奔放なようでいて、きちんと茉莉花を気遣ってくれる。

　そんな彼との間に子どもができ、ほっとすると同時に大きな喜びを感じていた。

　病院で確定診断を受け、じわりじわりと実感が大きくなっている。お腹の中に芽生えた小さな命がものすごく愛おしい。

「昨日より顔色はいいな」

「今日は体調もいいですし、妊娠できてよかったなって」

「それはどういう意味で？」

　吉鷹はテーブルの上で手を組んで首を傾げた。

「まだ性別はわからないから気が早いかもしれませんけど、吉鷹さんの後継者をしっかり宿せてよかった」

　観月建設の未来が安泰であるのは、彼の両親はもちろん吉鷹も願っていることだ。茉莉花を花嫁に仕立て上げ、挙式に臨ませたのもそれが一番大きい。

「観月にとって後継者は大事だ。でも俺の喜びは、それとはまったくべつ。俺たちの間に子どもができて、純粋にうれしい」

　思わぬ言葉を投げかけられた。

「それに後継者だけに囚とらわれていたら、子どもが女の子だったときに茉莉花は気落ちするんじゃないか？　まぁもちろん、女の子では後を継げないというわけじゃないが」

　たしかに彼の言う通りだ。観月家にとっての後継者にだけ目を向けていたら、お腹の子どもが女の子だったときに周りの目が少なからず気になるだろう。もちろん茉莉花はそれでも全力で子どもを守るけれど。

「とはいえ、その問題に茉莉花を巻き込んだのは俺だからな。申し訳なく思ってる」

「私も、覚悟の上で結婚しましたから」

　その決意に嘘はない。

「とにかく俺は茉莉花との子どもができて、これ以上ない喜びでいっぱいだ。男だろうと女だろうと関係なく」

「そうですよね、吉鷹さんのテンション、昨夜からちょっとおかしいですもん」

「おかしい？　どのへんが？」

　吉鷹は眉根を寄せて、顔を左右に傾ける。クスクス笑う茉莉花を前にして、ちょっと不満そうだ。

「寝るときに『茉莉花を蹴ったら大変だから、俺の体をベッドに縛りつけてくれ』って言ったり、家の中を移動するだけで手を繋いだり」

「それのどこがおかしいんだ。当然じゃないか。眠って無意識のうちに茉莉花のお腹をキックしたら、それこそ取り返しがつかないぞ？」

「吉鷹さん、そんなに寝相悪くないですけど」

　これまで一度だって蹴られたことはない。朝まで茉莉花を腕に抱き、寝返りすら打っていないというのに。

「自宅の中で転んだらどうする」

「バリアフリーだから躓きません」

「フロアで滑る可能性もある」

「過保護すぎます」

　ことごとく切り返されて埒らちが明かない。出産したら、愛情過多なパパになるのではないかと今から心配だ。

「ともかく、俺は俺のやり方で茉莉花を愛していくつもりだ」

　店内にはたくさんの人がいるというのに、恥ずかしげもなく〝愛〟を持ち出されたため顔が真っ赤になる。

「照れるなよ」

「照れますよっ」

　茉莉花が言い返すと、吉鷹はくくっと肩を揺らして笑った。
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　茉莉花をマンションに送り届けたあと、吉鷹は遅めの出勤となった。

　秘書室に顔を出してから副社長室へ向かうと、すぐ後ろから永長が追いかけてくる。晴れやかな顔をした吉鷹とは対照的に、なぜか険しい表情だ。

「その顔はどうした。俺の顔を見るのがそんなに嫌なのか」

「副社長、じつは……」

　吉鷹の冗談をあっさりスルー。妙なところで言葉を止めた永長は、副社長室に入るや否や続ける。

「荒牧氏がいらしてるんです」

「荒牧？　新しん都と銀行の頭取か」

　新都銀行は観月建設のメインバンクである。

「いえ、そのお嬢様です」

「……なに？」

「ですから、荒牧結愛氏です」

　副社長室にはふたりしかいないというのに、永長は口元に手をあてて吉鷹に耳打ちするようにした。

　吉鷹の元フィアンセであり、ハワイで挙式当日に逃亡した彼女がなぜ今さらここを訪れるのか。駆け落ち同然で家を出たと、彼女の父親から聞いているが。

（というか、よくもぬけぬけと来られたものだ）

　合わせる顔などないはずだ。

「午前中にいらしたんですが、副社長を待つとおっしゃって聞かず」

「用件は？」

　コートをハンガーに掛けながら確認する。

「それがおっしゃっていただけず……。いかがいたしましょうか」

「通してかまわない」

　何時間も待つくらいだ、会えるまで帰らないつもりだろう。

「よろしいんですか？」

「どんな用件か知らないが、会わないと言っても永長が困るだろう」

「力不足で申し訳ありません」

　永長はかしこまって頭を下げ、「ではお連れします」といったん退室した。

　ハワイでの非礼を詫びるつもりなら、聞いてやってもいい。

　昨夜茉莉花からもたらされた吉報のおかげで気分がいいのは、結愛にとっても幸いと言えるだろう。そうでなかったら、冷たくあしらって追い返すところだった。

　ほどなくして永長が結愛を連れて入室した。およそ二カ月ぶりの対面だ。

　白いロングのプリーツスカートに黒いジャケットを羽織った結愛が、唐突に頭を下げる。ハーフアップにした長い髪が、肩を伝って前へ垂れた。

「吉鷹さん、ハワイではごめんなさい」

　やはり謝罪目的で来社したようだ。

　彼女の父親から逃亡の末に連絡がつかないと聞いて以降、気にも留めておらず、正直その存在自体を忘れていた。

「掛けて」

　ひとまずソファを勧め、吉鷹も彼女の向かいに腰を下ろす。永長が淹れてきたコーヒーが、ふたりの前に置かれた。

「吉鷹さんには本当にご迷惑をおかけしました。両親にもきつく叱られ、今は反省の気持ちでいっぱいです」

「あの一件についてならもういい」

「……怒ってないの？」

　彼女が途端に顔を輝かせる。本当はまったく反省などしていないのではないかと疑いたくなる。

「済んだことだ」

「それじゃ私を許してくれるんですね」

「そういう段階ではない」

　彼女を許そうが許すまいが、吉鷹の世界にはいっさい関わりのない話だ。正直どうでもいい。

「私たち、やりなおしませんか？」

「……は？」

　彼女の言葉に耳を疑う。

（この女はなにを言ってるんだ）

　謝罪のために来たわけではなかったのか。訝しみつつ結愛を見た。

「私、吉鷹さんと夫婦になりたいの」

「ちょっと待て。どの口がそんなことを言える？」

　どうかしている。支離滅裂すぎて思考が追いつかない。

「私にはやっぱりあなたしかいないと悟ったから」

「キミの真実はいったいどこにあるんだ。だいたい俺は『キミを愛するつもりはない』とか『婚姻は形だけのものだ』など言った覚えはない」

「……なんの話？」

　身に覚えがないのか、結愛はポカンとした。

「ハワイの挙式でヘアメイクの担当にそう愚痴をこぼしたのをもう忘れたのか」

　結愛が目を大きく見開く。思い出したのだろう。

　茉莉花はその言葉に同情して、逃亡に手を貸したのだ。切実に訴えかける結愛に共感し、自分の職務遂行よりも結愛の心を守るほうを取った。

　結婚する前から気持ちは冷めきっており、はなから愛は求めていなかったが、吉鷹はそんな辛辣な言葉を投げつけるほど冷酷ではない。ましてや生涯をともにする伴はん侶りょに対して。

　それが、たとえ妻という立場の人間が必要だから至った結婚だとしても。

　とはいえ茉莉花に対して宣言したように、彼女と愛を育んでいこうとは考えていなかったが。

　茉莉花に指摘されて初めて、自分の至らなさに気づいたのだ。

「あのときは……逃げるために仕方がなかったの」

「好きな男はどうしたんだ」

「……お別れしました。そしたら吉鷹さんのことが急に気になって。婚約者でいたときにはわからなかったんだけど、きっと心の底ではあなたへの想いが根づいていたの」

　なんて都合のいい理屈だ。

「妊娠しているんじゃなかったのか？」

　後日、結愛の父親からそう聞かされていた。好きな男の子どもを身み籠ごもっているらしいと。

「それは私の勘違いで……」

　結愛は言いにくそうに、ごにょごにょと口ごもった。

　詰めが甘いというか、浅はかというか。行動の一つひとつに思慮がなさすぎて言葉も見つからない。

「離れて初めて気づく想いってあるでしょう？」

「それで俺との結婚を仕切りなおしたいと？」

　結愛は元気いっぱいに「はい」と頷いた。

　いったいどういう思考回路をしているのか。厚顔無恥とは彼女のような人間を指すのだろう。無邪気さを通り越し、度が過ぎるにもほどがある。

「社長就任のパーティーはたしかもうすぐよね。今からならまだ私を妻として皆さんに紹介できる」

「悪いが、俺にはもう妻がいる」

「……え？」

　吉鷹は左手を裏返しにして彼女に見せた。薬指には結婚指輪が光り輝いている。

　茉莉花と想いを通わせたあと、改めて作ったものだ。

「そんな……。まだ二カ月も経っていないのに？」

「二カ月も経っていないのに、俺に会いに来られるキミの神経こそどうかしていると思うが」

〝どの面下げて〟と言いたかったが、ぐっとこらえる。一時は結婚を考えた相手だが、あのまま式を挙げずに済んでよかったと思わずにはいられない。

「そういうわけだから、もう二度とここへは来ないでもらいたい」

　立ち上がり、部屋のドアを開け放つ。彼女に退室を促した。

　トボトボと足取り重く、結愛がドアまでやってくる。

「だが、最愛の相手と出会えたのはキミがあの場から逃げたからだ。感謝してるよ」

　結愛のおかげで茉莉花と結婚できたのは間違いない。彼女があんな行動を起こさなければ、吉鷹は茉莉花と交わらずに人生を歩んでいただろうから。

　結愛は意味がわからないといった様子で不可解そうに首を傾け、部屋を出ていく。

　吉鷹は彼女の背中を見送るわけでもなく、すぐにドアを閉めた。

　プレジデントチェアに腰を下ろし、スマートフォンの連絡先を開く。ある人物の名前を選び、受話器のマークをタップした。
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　吉鷹にマンションまで送り届けられた茉莉花は、産婦人科での診断結果を真っ先にメッセージアプリで美春に知らせた。

　仕事中のため返信はすぐにこないと思っていたが、ものの数分で【おめでとう！】と、赤ちゃんを抱っこしたテディベアのスタンプが送られてきた。

「美春、はやーい」

　ふふっと笑いながら、すかさず茉莉花も同じくテディベアで〝ありがとう〟のスタンプを送り返す。続けざまに母、和美には電話で知らせようと履歴にある名前をタップした。

《あら、茉莉花、今日は休みなの？》

　数コールで出た和美が明るい声で応答する。

「うん、今日は公休」

《吉鷹さんが仕事でいなくて、ひとりで暇だから電話してきたのね》

「そういうわけじゃないんだけど」

　しょうがないわねといった空気が電話の向こうから漂ってきた。

　暇なのは間違いないが、用件もちゃんとある。

《それじゃどうしたの？　ホームシック？》

　結婚する以前にひとり暮らしを二年間していたのだ。今さら恋しくはならない。

「今日ね、病院に行ってきたの」

《病院？　どこか具合が悪いの？》

「ううん、病気じゃないから心配しないで。私、妊娠したの」

《……えええっ!?　本当に!?》

　数秒の沈黙ののち、和美が声を裏返らせる。

《ちょ、ちょっと、お父さーん！　茉莉花が……！》

　自宅と隣接している設計事務所に急いで向かっている様子が目に浮かぶ。その後は父、哲郎と従業員が代わる代わる電話に出て、喜びとお祝いのコメントをたくさんもらった。

　通話を切るときには《くれぐれも体を大事にね。手が必要なときはいつでも呼ぶのよ？》という心強い言葉をかけられた。

（吉鷹さんのご両親への報告は彼に任せてもいいよね）

　彼の母親のヘアメイクと着付けをして多少なりとも距離は縮まったと思うが、自分から連絡を入れる勇気はまだない。

　後継者を待ち望んで茉莉花を息子の妻として迎え入れただろうから、喜んでくれるとは思うけれど。

　そんなことを考えながらお茶でも飲もうと思い立ち、茉莉花はキッチンに向かった。

（そうだ、妊娠中ってカフェインは控えたほうがいいんだよね。となると、コーヒーや紅茶はあまり飲めないか……。たしか緑茶にもカフェインが入ってた気がするし）

　スマートフォンを持ち出して、カフェインのない飲み物を検索していると、インターフォンが来客を知らせて鳴り響いた。茉莉花がこの部屋に住むようになってから、初めての訪問者だ。

「誰だろう。宅配便が届く予定でもあったのかな」

　ひとり言を呟きながらモニターの画面をタップし――。

　そこに映し出された人物に絶句する。荒牧結愛だったのだ。

（どうしてここへ？　なにをしに？）

　まさか彼女がここへ来るなんて。好きな男性のもとに逃げた結愛と、こんな形で再会するとは予想もしていなかった。

　茉莉花が大きく戸惑っているうちに再度インターフォンが鳴る。

　このまま居留守を使ってしまおうか。迷いに迷った末に応答をタップした。

　どんな用件かわからないが、今逃げても先送りにするだけ。茉莉花は悪いことはしていないし、後ろめたいものはなにもない。

「……はい」

　そう決意をしたものの、声は震える。

《観月さんのお宅ですよね？》

「そうです」

《荒牧と申しますが、あなたは？》

「……妻です」

　迷いつつ茉莉花が正直に答えると、結愛は《ほんとだったんだ》と呟いた。

　誰かに吉鷹の結婚を聞き、その真偽を確かめに来たのかもしれない。

《ちょっとお話しできませんか？》

　いったいなにを話すつもりだろう。心臓がドクンと脈を刻み、第六感が小さな警告を発する。会うのは避けたほうがいい予感に包まれたが、今ここで追い返しても再びやってくる気がした。

（もしかしたら吉鷹さんに謝りたいのかもしれないし）

　都合よく考えた直後、平日の昼間なら彼がここにいないのはわかっているはずだと思いなおす。つまり〝妻〟に会うために訪ねてきたのだ。

　しかし結愛には好きな人がいて、妊娠している。その人と生きていくために挙式から逃げたのだから、吉鷹の妻に会うのは単なる興味本位だろう。

　そう結論づけ「わかりました」と答え、オートロックを解除した。

　数分後、再度鳴ったインターフォンで玄関のドアを開ける。

　結愛は顔を出した茉莉花を見て、まばたきを激しく繰り返した。

「伏見さん、あなただったの!?」

「荒巻様、その節はマリアンジュをお選びくださりありがとうございました」

　どぎまぎしつつ、形ばかりの挨拶をする。

「ちょっと待って。頭の整理がつかない……」

　結愛は首を軽く横に振り、困惑して視線を彷徨わせた。

「……あがりませんか？」

　玄関先で立ち話していたら隣近所の目もある。茉莉花は結愛を招き入れた。

　かつての婚約者ならここへは来たことがあるだろうか。それとも冷めた関係だったから初めての訪問だろうか。

　リビングに案内してソファを勧めると、結愛は物珍しそうに室内を見回した。その様子から初めてだとわかる。

　キッチンでひとり分のコーヒーを淹れ、彼女の前に置く。茉莉花は向かいに腰を下ろした。

「どうして彼とあなたが結婚なんて」

「荒牧様が――」

「ごめんなさい、その〝様〟っていうのはやめていただける？」

　茉莉花を制し、敬称を遠慮する。

「荒牧さんが逃げた挙式で花嫁の身代わりを務めたのがきっかけです」

「花嫁の身代わり!?　伏見さん、正気!?」

　結愛は目を丸くして声のトーンを上げる。

「……ですが、荒牧さんの行動も決して正気の沙汰ではないかと」

　一瞬怯んだが、思っているままを返した。

　式直前で逃げ出すなんて前代未聞。映画や小説ではないのだから。

　それに手を貸した茉莉花にも責任の一端はあるが。

「そうね、その通りだわ。伏見さんには逃がしてもらったうえ、花嫁の代役なんてさせてごめんなさい」

　結愛が自分の非を認めて頭を下げる。ハワイでは思いきった行動に出たが、素直な一面もあるようだ。

「彼には体面を保つために妻が必要だったんだものね」

　まさしくその通り。吉鷹が茉莉花に結婚を迫った理由はそこにある。――あくまでも最初は。

　でも今は……。

　まだなんの変化もない自分のお腹にそっと手をあてる。ここには彼との愛の結晶が宿っている。

「伏見さん、その役、私が交代するわ」

「……はい？」

　想像の遥か先、いや、思いもつかないことを彼女が口にする。

「社長就任式はもう少し先だし、世間にお披露目するには間に合うでしょう？　伏見さんを大変な目に遭わせちゃったけど、もう安心して。私が吉鷹さんの妻になります」

「ちょ、ちょっとお待ちください。例の方はどうされたんですか？」

「私が好きだった人？」

　過去形の言い様が、茉莉花に嫌な兆しを抱かせる。

「お別れしたの」

　信じられない返答だった。政略結婚とはいえ、土壇場で吉鷹との結婚から逃れるほどに愛する人ではなかったのか。参列者や多くの人を残し、彼の待つ日本に帰国したのはなんだったのか。

「でも妊娠していると……」

　無意識に彼女のお腹のあたりを見た。

「私の早とちりだったの」

　衝撃的な告白の連続になにも返せない。

　ハワイであんなにも必死に茉莉花に縋りついたのはなんだったのか。愛する人と子どものために本意でない結婚から逃げたのではないか。

「荒牧家の娘として、軽率な行動だったと考えを改めたわ。やっぱり私は、吉鷹さんと結婚すべきだったんだって」

　言葉を失くしている茉莉花に、結愛が屈託なくにっこり笑う。

「それは少し身勝手ではないでしょうか」

　茉莉花がようやく切り返すと、結愛は眉根を寄せて目をわずかに尖らせた。

「そうかもしれない。たしかにあのときの私は自己中心的だったから。でも、彼の本来の相手は私だったから、もとのサヤに戻るだけの話。伏見さんだって彼と結婚したいわけじゃなかったでしょう？」

「最初はそうでした。でも今は――」

「よく考えてみて。吉鷹さんにとって最良の相手は、新都銀行の頭取の娘だと思わない？　観月建設が今後も安泰であるためにも新都銀行を大事にしたほうがいいわ」

　茉莉花を遮って結愛が主張する。とても自分本位だ。

「私たち、もう籍を入れているんです」

「バツがひとつつくくらい、私は気にしないから」

　離婚しろと暗に示され、憤りが胸いっぱいに広がっていく。

「もしかしてお金が目当て？　そうよね。観月建設の御曹司が夫だったら一生お金に困らないでしょうし。それなら心配いらない。私が手切れ金をお支払いします。だから、ね？　お願い伏見さん、吉鷹さんを私に返して」

　人の気持ちをなにひとつ考えず、結愛が勝手に話を進める。彼女は神頼みでもするかのごとく顔の前で両手を合わせ、上目遣いで茉莉花を見た。

　今思えば、彼女はハワイでも自分都合だった。直前になって破談にするなどエゴ以外のなにものでもない。

　あのときは吉鷹ひとりを悪者にしてしまったが、結愛にも問題があったのだ。

　ハワイで彼女を守った自分が、ひどく愚かに思えた。

「お金はいりません。私は吉鷹さんとは離婚もしません」

　きっぱり宣言する。彼とは絶対に離れない。

　意図せず結愛と睨み合う格好になる。

　大きな目の彼女に強く見つめられて怯みそうになったが、お腹に手をあてこらえる。

　軽く息を吐き、視線を先に逸らしたのは結愛のほうだった。

「ひとまず今日は帰るけど、もう一度よく考えてみて。彼にとってもっとも相応ふさわしい妻は誰なのか」

　そう言い置き、ソファから立ち上がる。茉莉花の見送りも待たずに、スリッパの音をパタパタと響かせて玄関へ向かった。

　そのすぐあとに玄関ドアが自動で施錠される音が聞こえ、茉莉花はようやく肩から力を抜く。そうして初めて全身が強張っていたのを知った。

　結愛がここを訪れ、離婚を迫る事態なんて想像もしない。はっきりと自分の意思は伝えたが、果たして彼女に伝わっただろうか。――いや、全然伝わっていない。

　彼女が再び茉莉花に接触を図ってくるのは明らかだ。

（でも、私は吉鷹さんと別れないし怯まない）

　この手に掴んだ愛を絶対に離しはしないと、心に強く刻んだ。




　その夜、吉鷹が帰宅したのは午後六時を少し回った頃だった。いつもより二時間弱早い。

　玄関で物音がしたため、急いで出迎える。

「おかえりなさい。今日はずいぶん早いですね」

「ただいま、茉莉花。そんなに慌てて歩くなって」

　体を気遣っているのだろう。吉鷹は靴を脱いであがり、茉莉花を優しく抱きしめた。

「このくらい全然平気。心配しすぎですから」

「大事にして、しすぎることはない」

「なにもしない、できない奥さんになりますよ？」

「俺を脅すとは大した度胸だ。あれから体調はどうだ？」

　引きはがした茉莉花の鼻を軽くつまんで笑い、顔色をじっと観察する。ふたつの瞳が左右に揺らいだ。

「体は大丈夫です」

「それはよかった」

「ただ……」

「ただ？」

　結愛の訪問は話しておいたほうがいいだろう。

「荒牧結愛さんがここに来ました」

「彼女がここへ!?」

　眉間に皺を深く刻み、吉鷹が語調を強める。茉莉花の腰に手を添え、リビングへ誘った。

「詳しく聞かせてくれ」

　茉莉花をソファに座らせ、彼も隣に腰を下ろす。茉莉花は、彼女がここへ来たときの話を順序立てて話しはじめた。

　吉鷹はずっと険しい表情をしたまま。時折くしゃっと髪をかき上げ、深いため息を漏らした。

　結愛は吉鷹に会うため観月建設にも訪れたという。結婚の話を彼から直接聞き、ここへ確かめに来たようだ。吉鷹が茉莉花と結婚したことは結愛の両親にわざわざ知らせていないため、彼女が知らないのも無理はないそうだ。

　吉鷹は怒りの電話を彼女の父親に入れたが、娘からはなにも聞かされていなかったらしい。結愛の独断で吉鷹に復縁を申し入れたのだとわかった。

　彼女の父親によれば、結愛の相手は弁護士を目指している男で、司法試験に何年も失敗しているのだとか。もともとゴージャスな生活を好んでいた結愛は、実家にいたときとは比べ物にならない質素な生活ぶりに我慢がならなくなったのだろう。

　観月建設の御曹司の妻という立場が惜しくなり、吉鷹や茉莉花に接触してきた。

　駆け落ち同然だったため実家を頼るわけにもいかず、吉鷹との復縁で人生を巻き返そうと考えたのかもしれない。

「まさかここにまで押しかけて離婚を迫るとはな。神経を疑う」

「でも離婚はしないと、私もはっきり伝えました」

　何度詰め寄られても答えは変わらない。

「さすが茉莉花。そういうところが最高だ」

　吉鷹は肩を引き寄せ、茉莉花の頬に唇を押し当てた。

「でも、自分の意見をしっかり言える女性がいいのなら、今回の荒牧さんもそうですけど……」

　なにしろすでに籍を入れているふたりに離婚を迫るのだから。大胆不敵だ。

「なんだ、ヤキモチか？」

「違います。……ただ少し怖いだけです」

　ハワイでの一件といい今回といい、恐れ知らずの彼女がなにかするのではないかと気が気でない。強く言い返したが、報復に怖気づきそうになる弱い自分もいる。

　いたずらっぽい顔をしていた吉鷹がふっと優しい表情になる。

「茉莉花にも怖いものがあったのか」

「もうっ、意地悪を言わないでください」

　目をわざとらしく真ん丸にしてからかう吉鷹の胸をトンと叩く。

「冗談だ。心配するな。彼女にはなにもさせないし、俺たちが夫婦なのもこの先ずっと変わらない」

「……そうですよね」

　ふたりの気持ちが同じなら、なにも恐れるものはない。結愛がいくら横槍を入れようが、彼を振り向かせられなければ離婚も結婚も不可能だ。

　思わぬ人物の登場に動揺して弱気になっていたが、吉鷹のひと言で一掃される。

「来週末には就任式があるから、茉莉花の体調と相談してパーティードレスを選びに行こう」

　話題が大きく切り替わった。

　ヘアメイクは美春に依頼済みだが、ドレスに悩んでいたためうれしい誘いである。

「ありがとうございます」

　楽しい約束に笑みがこぼれた。




　マリアンジュにはロッカールームの隣に小さな休憩室がある。

　産婦人科で妊娠を告げられ、結愛が訪問した翌日のお昼、茉莉花はそこでお弁当を広げた。

「やっぱり食欲がない感じ？」

　向かいの席で手作りのサンドイッチの包みを開けた美春が、茉莉花の手元を見る。

「うん、まだ本格的な悪阻つわりははじまってないんだけどね」

　胃のムカつきで食欲が湧かないため、今日は味み噌そ仕立ての冷やしうどんを詰めてきた。白すりごまやしょうがを合わせて、さっぱりしながらも奥深い味わいに仕上げてある。

「そっかぁ。これからひどくなるのかな」

「人によるのかもしれないけどね」

　できるだけ軽く済んでほしいと願っているが。

「ここだけの話だけど、茉莉花に結婚も妊娠も一気に追い越されるなんてびっくりだよー」

　美春は隣のテーブルで休憩中の同僚に聞こえないように声のトーンを抑えた。

　マネジャーの菊川と内密で付き合ってきたため、自分のほうが先だと考えていても無理はない。ふたりの関係は職場では未だに秘密。正式に婚約してからオープンにしようと考えているらしい。

「ほんとにね」

「例の社長就任式は予定通り出席するの？」

「一応そのつもりだよ。ヘアメイク、よろしくお願いします」

　箸を置き、膝の上に手をのせて頭を下げる。

「それはもちろん任せて。どんなスタイルにするか決めておいてね」

「うん、ありがとう」

　少し先の未来の話をしていると、結愛が昨日マンションを訪れてとんでもない発言をしたことが夢のように思えてくる。幸せな日々を過ごしていたため、彼女の逃亡劇はすっかり忘れ去っていた。

　茉莉花は美春に微笑み返し、冷製うどんをすすった。

　その週の土曜日、仕事を終えて帰宅した茉莉花は、色とりどりのパーティードレスに次から次へと袖を通しては吉鷹の前でポーズをとっていた。その様子はファッションショーさながらだ。

　というのも昨日、吉鷹とドレスを選びに行く予定だったが、茉莉花の体調が思わしくないため延期していた。すっかり過保護になった彼は茉莉花の体を心配して、自宅マンションに様々な色やデザインのものを届けさせたのだ。

　そのセレクトショップは海外ブランドの有名どころを揃えたセレブ御用達で、たびたびテレビや雑誌などでも紹介されている。

　茉莉花も一度だけ立ち寄ったことはあるが、値札と財布の中身がつり合わずに逃げるようにして店を出た。苦い経験だ。

　今日ここへ運び込まれたものも値札のゼロの多さに目め眩まいを覚えるが、彼に「気にするな」と言われて見ないようにしている。

「これだけたくさんあると、どれがいいのかわからなくなります」

　どれも素敵だからなおさらだ。

「俺はさっき着た、こっちがいいと思う」

　吉鷹がハンガーラックに戻してあったものを手に取る。

　袖と肩ヨークに施されたフェミニンなレースの透け感とウエストリボンがエレガントな、ビスチェ風ミモレ丈のドレスである。

「それじゃ、もう一度それを着てみます」

　茉莉花は吉鷹から受け取り、パウダールームで着替えてリビングへ戻った。

「やっぱりそれが一番似合ってる」

　眩まぶしいものを前にしているように吉鷹に見つめられ、なんとも照れくさい。

　アンティークローズの色味が茉莉花の素肌の白さを際立たせ、後ろ下がりのシルエットがとても優美だ。お腹のあたりに締めつけ感がないのもいい。

「決めました。これにします」

　吉鷹が選んだものなら間違いはない。

「ところで、ひとつ聞いてもいいですか？」

　茉莉花をじっと見つめ続ける彼に問いかける。

「どうした」

「このセレクトショップにはこれまでもよく女性を？」

　そうでなければ女性向けの店は馴染みがないだろうし、自宅にまで商品を運んでもらえないだろう。お得意様だからこその扱いだ。

　吉鷹が目を細め、ニヤリという顔をする。

「ヤキモチか」

　ずばり指摘されて、一瞬言葉に詰まったが――。

「……ダメですか？」

　目を逸らしつつ素直に白状した。

　吉鷹がほかの女性に洋服をプレゼントするシーンを想像してモヤモヤする。

「いや、気分がいい。じつに爽快だ」

　言葉の通り、吉鷹は溢れんばかりの笑顔だ。

「ちょっと歪んでいませんか？」

「はっきり言ってくれるね。だが、好きな女性にヤキモチを焼かれて嫌な気分になる男はいないだろ」

　潔く断言する吉鷹は、いっそ清々しい。

「それで、どうだったんですか？」

「俺が女性に対して献身的にプレゼントをするような気の利く男だったと思うか？」

「……たしかに」

　昔の彼を想像して深く頷くと、「そこはフォローするところだ」と突っ込みが入る。額を指先でツンと弾かれた。

「ごめんなさい」

　クスクス笑いながら額に手をあてる。

「でもまぁ、茉莉花に説教されるくらいだからな」

「あのときは一方的に吉鷹さんを悪者にしてごめんなさい」

「いや、俺が傲慢だったのは事実だから。だが、そのおかげで茉莉花と結婚できたんだから結果オーライだ」

「傲慢万歳ですね」

　ふたりで笑い合う。

　吉鷹が謙虚で控えめな人間だったら、たぶん今の展開にはならなかっただろう。

「話は戻るが、その店は友人の奥さんがやってるから融通してもらえたんだ」

「そうだったんですね」

「女性物の店なんてさっぱりわからないから助かった」

　吉鷹はやはり不器用なだけ。自分をよく見せようとしない分、第一印象が悪くなる。自分にも相手にも正直な人間なのだ。

「ところで体調は？　気分は悪くないか？」

　そして、とても優しい。そんな彼を誰よりも愛しく思う。

「大丈夫です。素敵なドレスをたくさん試着できて楽しかった。用意してくださってありがとうございました。これにしますね」

「よく似合ってる。綺麗だ」

　ストレートに褒められ照れくさくて俯うつむいた瞬間、唇が触れ合った。




　三日後、マリアンジュでお客様との打ち合わせを終えた茉莉花のところに美春が血相を変えてやってきた。

「ちょっと茉莉花、大変！」

　声のトーンは落としているが、動揺ぶりは真ん丸にした目が物語っている。

「どうしたの？」

「あの人が来たの……！」

「あの人って？」

「だから、あれよ、あれ！」

　代名詞ばかりでまったく要領を得ない。

　茉莉花は目をまたたかせて首を左右に傾けた。

「逃げた花嫁だってば」

「……え？」

「茉莉花が代役をした花嫁！」

　美春の言葉に体が凍りつく。

　結愛がここにやってきたというのだろうか。

「荒牧さんが……？」

「そう、その彼女が茉莉花を訪ねてきてるの。なにしに来たのかな。迷惑をかけたから謝罪？」

　それなら茉莉花ではなく、このサロンの責任者である菊川に面会を求めるだろう。彼女の目的がべつにあるのは、この前マンションにやってきた理由からも明らかだ。

「マネジャーに通そうか？」

「ううん、ちょっと会ってみる。菊川マネジャーのほうがいい内容だったら、そのときはそうするね」

　美春に「ありがとう」とひと声かけ、エントランスに向かう。

　結愛は茉莉花を見て、美しい笑みを浮かべた。ここで結婚式の打ち合わせをしたときには見せなかった表情だ。

　マンションを訪れたときにも白いスカートを穿いていたが、今日も真っ白なニットワンピース姿。彼女が着なかったウエディングドレスを彷ほう彿ふつさせて、宣戦布告のようだと邪推してしまう。

「いらっしゃいませ」

　形式的な挨拶をすると、結愛も「こんにちは」とごく普通に返してきた。

（この前の話は諦めた……？　冷静になって気持ちが落ち着いたのかな。もしかしたら美春の言うように謝罪に来たのかもしれない）

　普通に考えれば彼女の要求は異常。度を越えるどころの話ではない。

　攻撃的ではないマイルドな態度が茉莉花を油断させる。

「本日はどのようなご用件でしょうか」

「伏見さんとちょっとお話がしたくて」

　結愛は、〝観月〟に変わった茉莉花の社員証をチラッと見てから旧姓を強調した。

「……では、こちらへどうぞ」

　謝罪で訪れたのではないと悟り、通常、お客様と打ち合わせで使うブースではなく個室に通した。

　正式に妻となった茉莉花に堂々と離婚を迫るくらいだ。そう簡単に態度を改めるはずはないと思いなおした。

　向かい合って座り、彼女が早々に切り出す。

「この前はいきなり訪問してごめんなさい」

「いえ……」

　今日も同じ話の繰り返しだとわかったため身構える。

「そろそろお返事を聞かせてもらえる？」

「それでしたら、先日お話しした通りです」

「吉鷹さんを返してくれないと？」

「荒牧さんの要求には応じられません」

　結愛はオーバーにため息をついた。

「伏見さんは、ここを訪れるお客さんの希望を聞き入れるのがお仕事よね」

　だから結愛の願いを聞き入れろと言うのだろうか。

　茉莉花をはじめとしたマリアンジュのスタッフは、新郎新婦にとって最高の式になるよう最善を尽くすのが仕事である。難しい依頼をされても、どうにか叶えられる道はないか一丸となって取り組んでいる。

　しかし今の結愛の希望は、そこから大きく逸脱しているものだ。理不尽極まりない。

「ハワイでは叶えてくれたじゃない。だからお願い、伏見さん」

　いつかのように両手を顔の前で合わせ、結愛が懇願する。

　あのときは彼女のこの切実な訴えに心を動かされたが、今は違う。

「お客様のご要望はできる限り叶えるよう尽力しています。ですが――」

「伏見さんのお父様、設計事務所をやっているでしょう」

　拒絶の姿勢を貫こうとする茉莉花を結愛が遮った。

　いきなり話が大きく逸れ、頭の中が混乱する。なぜそんな話を持ち出すのか。

「……どうしてそれを？」

　茉莉花の実家の情報を掴んでいる彼女に薄気味悪さすら覚える。

「伏見さんがどういう家庭で育ったのか知りたくて調べたの」

　結愛が、ふふっと笑いながら肩をすくめる。

　新都銀行の頭取の娘から見たら、茉莉花は格下だと言いたいのだろうか。

「その設計事務所、新都銀行がメインバンクだそうね」

「そう、なんですか」

　目をまたたかせ、結愛の言葉にたどたどしく返す。茉莉花は事務所の内情をほとんど知らない。

　実家の商売だけでなく経営的な事情まで調べたのか。

「他人事みたい」

　くすくす笑った結愛の肩が小刻みに揺れる。

　嫌みに聞こえるのは、茉莉花が彼女に対していい印象を持っていないからだろう。

「私がお父様に頼み込めば、小さな設計事務所を潰すのなんて造作もないと思わない？」

　あまりにも横暴な彼女に言葉を失くす。

「……どうしてそこまでして？」

　一度は逃げた結婚に、どうして突然しがみつくのか。

「あのときはほかに好きな人がいたから吉鷹さんとの結婚は考えられなかったけど、その人と別れたら吉鷹さんのよさがわかったの。家柄はつり合うし、肩書きも容姿も文句ない人なんて、そうそういるものじゃないから」

　あっちがダメならこっちにするなんて節操がなさすぎる。変わり身が早いというのか、多情というのか。言葉が見つからない。

「……吉鷹さんは、政略結婚は必要ないと言っていました」

「それはそのときの話。今後、ビッグプロジェクトが控えていると聞いているわ。ベトナムで一大事業を立ち上げたところよね？」

　結愛は茉莉花たちの暮らすマンションを訪れて以降、ふたりの仲を裂くためにいろいろと調べたのだろう。

　彼女が言うように、吉鷹は昨日からベトナムのハノイにいる。社長就任式の前に陣頭指揮を執るべく向かったのだ。

　その事業は、観月建設が東南アジアにおけるインフラシステムの海外事業に本格的に取り組むための布石になるのだと、彼が出張前に熱く語っていた。

「資金繰りは事業拡大でも最重要項目。失敗したら新社長の評判がどうなると思う？　吉鷹さんは困るんじゃないかしら。このサロンも新都銀行を使っているみたいだし」

　茉莉花と関わる三か所すべてが、新都銀行と密接な繋がりがあるのが恨めしい。

「新都銀行に手を退かれたら、あなたのお父様の事務所もマリアンジュも、観月建設だって一大事。皆さんや吉鷹さんを困らせてもいいと？」

　結愛が大きな目で茉莉花を見つめる。脅迫しているも同然なのに、彼女は無邪気な笑みを薄すら浮かべていた。自分が優位に立っている自信があるからだろう。

　困らせているのは結愛自身にほかならないのに、なにも言い返せないのがもどかしい。愛し合っているだけで済む話ではなくなってしまった。

　新都銀行の融資がなくなれば、彼女の言うようにどの会社も大変な事態になる。一大プロジェクトが動きだしている観月建設にとって、特に今は正念場かもしれない。

　表面的な事情だけを考えたら、誰が身を引くのが一番なのかは嫌でもわかった。

　結愛もそこを突いているのだろう。愛情で歯が立たなければ、財力で茉莉花を圧倒しようというのだ。

　茉莉花では巨額の資金を用立てるのはとうてい無理。大きな後ろ盾がある結愛だからこそできることだ。普段なら臆せず言い返せる茉莉花でも弱気になり、言葉を見つけられない。

「とにかくよく考えて。みんなの未来は私が握っていることを忘れないで」

　ガタンと音を立てて椅子から立ち上がる。結愛は、自信たっぷりな空気をまき散らして個室を出ていった。

　直後に美春が「大丈夫？」と顔を覗かせる。心配でドアの向こう側に待機していたのかもしれない。

「……うん」

　相当気を張っていたのか、今になって膝が震えてきた。

　吉鷹と茉莉花の結婚が、ふたりだけの問題でなくなっていく。観月建設や父親の事務所、それからマリアンジュまで巻き込む大きな話になったことに戸惑いを隠せない。

「茉莉花、顔色が悪いよ」

「大丈夫。……次のお客様もいらっしゃるから行かなくちゃ」

　腕時計を確認して立ち上がったときだった。

　強烈な目眩を覚えてふらつき、椅子に倒れ込むようになる。

「ちょっと茉莉花！　大丈夫なんかじゃないでしょ」

「ごめ……っ」

　不意に下腹部に鈍痛を覚え、手で押さえる。

「なに、お腹が痛いの!?」

「……うん」

「救急車を呼ばなくちゃ」

　慌ててスマートフォンを取り出した美春を制す。

「大丈夫、ちょっとじっとしていれば」

「そうはいかないよ。お腹に赤ちゃんがいるんだよ？」

「でも騒ぎにしたくない」

　ほかのお客様も来店している中で救急車を呼んで騒然とさせたくない。

　マリアンジュは優雅な雰囲気をとても大切にしている。その空気を壊したくはなかった。

「それじゃマネジャーに車を出してもらおう。かかりつけの産婦人科に直行したほうが救急車より早いかもしれない」

　美春は「ちょっと待ってて」と個室を飛び出していった。




　精神的なダメージは、妊娠中の体にはもっともよくないものだと思い知る。

　茉莉花は、白いカーテンが揺れる無機質な病室のベッドに横たわっていた。

　あの後、マネジャーの菊川が車を飛ばして神楽総合病院まで送り届けてくれた。打ち合わせの予定がない美春も付き添って、今も甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれている。

「はぁ、ほんっとに何事もなくてよかった」

　ベッドサイドに椅子を引っ張り、美春が大きく息を吐き出しながら腰を下ろす。

　赤ちゃんにはなんの異常もなかったが、貧血がひどく血圧も不安定だったため、茉莉花は一泊の入院を余儀なくされた。

「心配させてごめんね。菊川マネジャーにも、あとでよろしく伝えてもらってもいいかな」

「それはもちろんいいんだけど、旦那様には本当に知らせないの？」

「出張中だし、知らせてもすぐにここへは来られないから」

　帰国は社長就任式の前日の予定だ。ギリギリまでハノイでやりきってくると言っていた彼を邪魔したくない。

　当初は身重の茉莉花を置いていけないと吉鷹も渋っていたが、その背中を押したのはほかでもなく自分。それなのにちょっとしたことで呼び戻すわけにはいかない。

「だけど……」

「彼を心配させるだけだし、この通り美春やマネジャーのおかげで事なきを得てるし」

　渋い表情をする美春を笑顔で言い含める。重体ならいざ知らず一泊の入院程度。仕事に邁まい進しんしている彼に余計な心労はかけたくない。

「そっか。でも、せめてご両親にはきちんと話して。もちろん私もできることはフォローするけど」

「ありがとう。美春には迷惑をかけてごめんね」

　明日、茉莉花が担当しているカップルのヘアメイクの打ち合わせが入っているが、美春にチェンジしてもらっていた。

「私なら平気。ところで、荒牧さんはどんな用件だったの？　悪いなと思いつつドアのところで様子を窺うかがってたんだけど、よく聞こえなくて」

　やはり茉莉花を心配して、そばで待機していたらしい。そんな彼女に内緒にしたままではいられない。

「じつは……」

　茉莉花は結愛との経緯を話しはじめた。

　マンションを訪れ、吉鷹の会社にも現れたこと、順を追ってゆっくり辿っていく。

　彼と結婚したいがために茉莉花に離婚を迫っていると聞かせたときには、美春は「なに、そのふざけた言い草は！」とベッドのサイドレールを拳で叩くほど憤慨した。

　ハワイで逃亡した過去をまったく悪びれていない態度を改めて思い返し、茉莉花の胸にもモヤッとしたものが広がっていく。こういうストレスがお腹の赤ちゃんにはよくないと、急いで深呼吸してやり過ごした。

「わがまますぎて呆れるのを通り越す。だってほかに好きな人がいるって逃げ出したんでしょう？　それなのに今さら観月さんのところに戻りたいなんて、どういう神経してるの？　移り気なのは勝手だけど、他人に迷惑をかけるなんて最悪。根性が曲がってるどころか腐ってる。私がその場にいたら、罵ののしって追い返したのに！」

　茉莉花の代わりに毒を吐く美春が、鼻息荒くまくし立てる。そんなに怒っている彼女を茉莉花は初めて見た。

「今度サロンに来たら、茉莉花は応対しなくていい。私が代わりに会うから」

「そんな、大丈夫だから」

「ダメ。体に障るし、茉莉花になにかあったら大変」

　美春はきつく諭し、茉莉花に「わかった？」と念を押した。

　優しい気遣いが頼もしく、とても心強い。横になったまま「ありがとう」と頭を下げる真似をした。




　翌日、無事退院した茉莉花は母、和美に付き添われてマンションへ帰ってきた。

「お昼ご飯、なにか食べたいものは？」

　茉莉花をソファに座らせ、和美が腕まくりをする。

「うーん、そうだなぁ……」

　妊娠七週目。吐いたのは妊娠が判明する前に一度きりで、まだはっきりとした悪阻は現れていないが、食欲は減退しているため食べたいものがすぐに浮かばない。

「フライドポテト」

「え？　ポテト？　そんな油っこいものが食べたいの？」

「うん、なんかよくわからないけど、それなら食べたい」

　このところ喉越しのいい麺系ばかり食べていたせいか、逆に揚げ物が食べたくなった。でもとんかつや唐揚げではなく、なぜかポテトがいい。

「そう。それじゃキッチン使わせてもらうわよ？」

「うん。じゃがいもはパントリーの一番下に入ってる」

「適当に漁らせてもらうから、茉莉花は少し横になってなさい。先生にも今日一日は安静にしているように言われたでしょ？」

「はーい。ありがとう、お母さん」

　和美の言葉に甘え、寝室に向かう。ベッドに入り、病院からの帰宅途中タクシーの中で届いた吉鷹からのメッセージを開いた。

　茉莉花の体調を気遣うとともに、ハノイでの仕事の進捗状況にも簡単に触れられている。事業は順調に推移しているらしく、予定通り帰国するから待っているようにとの内容だった。

【体のほうは心配しないでください。今日は休みで母がマンションに来ていて、これからフライドポテトを揚げてもらいます】

　メッセージを送信すると即座に既読になり、【フライドポテト!?】と驚いたような返信がきた。

【なんとなく食べたくなって】

【食べたいものがあるのならなによりだ。あまり食べすぎて吐かないように】

【はい、わかりました】

　会話のラリーがしばらく続き、猫が〝お疲れ様です〟の看板を持ったスタンプを茉莉花が送ったあと、トークルームは静かになった。

　スマートフォンを枕元に置いて横になる。看護師の忙しない出入りがない部屋はやけに静かで、目を閉じると自然と眠りの世界に引き込まれていく。

　結愛の放った言葉の数々が頭の隅のほうで蘇りながら、自分の体温であたたまってきたベッドの心地よさにいつの間にか寝入った。




「茉莉花、ポテトできたけどあとにする？」

　和美に声をかけられ、浅い眠りから目覚める。ゆっくり起き上がり、ダイニングへ向かった。

　テーブルには大皿に山盛りのフライドポテト。ケチャップとマヨネーズも添えられている。油の匂いに気持ち悪くなるどころか、空腹を覚えた。

「これは？」

「スムージーを作ってみたの。妊婦さんにお薦めの小松菜が入ってるから飲んでみて」

「そうなんだ。ありがとう」

　グラスを手に取り、早速口をつける。

「……バナナも入ってる？」

　甘味がほどよい。

「そうそう。あとは牛乳ね。葉酸とカルシウムがいっぺんに摂れるでしょ」

「飲みやすいね」

　一気に半分ほど飲み、ポテトに手を伸ばす。ケチャップとマヨネーズをつけて口に運んだ。

「こっちもおいしい」

「食べられそう？」

「うん、全部いけちゃうかも」

「それは食べすぎだから、お母さんも手伝うわ」

　反対側から和美も手を伸ばし、ふたりで山を崩していく。

「ねぇ、お母さん、お父さんの事務所のほうはなにも変わりない？」

「お父さんの事務所？　ないけど……どうかした？」

　手を止めて和美が茉莉花を見る。

「ううん、なんでもないけど、最近仕事はどうかなって」

「観月建設からの仕事が増えたって言ってたけど、あとは特に変わらないんじゃないかしら」

「そうなんだ。……それじゃ資金繰りとかは？」

　和美が目をまたたかせる。いきなりなぜそんな質問を？といった眼差しだ。

「急にどうしたの？」

　これまで事務所の経営など気にしてこなかった茉莉花が、突然突っ込んだ質問をすれば不審がって当然だ。

「あ、ううん。父親が経営する会社の実情くらい知っていないとあれかなーと思っただけ」

　なんとかごまかして笑顔を向ける。

「そう。それならいいけど。資金面も特に困ってはいないわよ」

「……新都銀行を使ってるんだよね？」

「主にはそうね。新都銀行がどうかした？　なにかよくない噂でもあるの？」

「違うの違うの。純粋な興味。マリアンジュも新都銀行がメインだから、ちょっと聞いてみただけ」

　茉莉花に探偵は不可能だと悟る。探りを入れるのが下手すぎて情けない。

「新都銀行は大手だし、あそこが傾くような事態にはならないと思うわよ。茉莉花が今心配するのは、自分の体。大事にして出産に臨まなきゃ」

　和美は、茉莉花が新都銀行の経営状態を心配していると勘違いしたようだ。

「そうだね。体調管理には気をつける」

　昨日、自信たっぷりにマリアンジュをあとにした結愛は、融資を打ち切るよう本気で父親に頼み込むつもりだろうか。

　正常な精神状態だったらそんな手段には出ないと思うが、結愛にはハワイでの前科がある。闇雲に突っ走って、自分の〝敵〟を貶める可能性がないとは言いきれない。

　娘かわいさのあまり、彼女の父親がそのわがままを聞いたら……。

　みんな、おしまいだ。

　茉莉花はまだぺったんこのお腹に手を添え、何事も起こりませんようにと祈る以外になかった。










裁きの鉄槌




　十日が過ぎ、社長就任式の当日となった。

　しかし、吉鷹はまだ会場入りしていない。帰国予定は昨日だったが、飛行機の計器トラブルでハノイを発つのが遅れたのだ。

　就任式は午前十一時から。それまでには到着するというメッセージが届いたきりになっている。

　茉莉花は式次第が書かれた案内を事前にメールで受け取っていたが、観月建設に顔見知りは現社長である義父を除いて誰ひとりいない。就任式が執り行われるホテルに着いたときに、話の通っているスタッフに控室に案内されただけだった。

（吉鷹さん、間に合うかな……）

　主役がいなければ式はスタートできないだろうが、心細さが募っていく。

　結愛はあれ以降、茉莉花の前には現れていない。父親に融資の打ち切りを断られ、なす術もなく引き下がったのか。少なくとも茉莉花の父親の事務所は経営難には陥っていない。

　不安な気持ちを抱えたまま就任式当日を迎えた。

「さてと、こんな感じでどう？」

　茉莉花は美春によるヘアメイクの真っ最中。フィッシュボーンで作ったハーフアップのアレンジにはパールのヘアアクセがちりばめられ、メイクはアンティークローズのドレスに合わせてピンク系に仕上げてもらった。

　パーティーに相応しく、ところどころにラメを利かせた華やかなヘアメイクだ。

「さすが美春。とっても素敵」

「よかった。腕のいいヘアメイクさんを担当するのって結構プレッシャー」

「そんなことないでしょ」

　すぐそばに立つ美春の腰を肘で軽く小突いた。

「さぁ、お姫様、お手をどうぞ」

　ドレスに着替え、美春がふざけながら手を差し出したそのとき、忙しないリズムでドアがノックされる。

　茉莉花の「はい」という応答で入ってきた人物を見て鼓動が弾む。吉鷹だった。

「茉莉花、ただいま」

「……おかえりなさい」

　返事が遅れたのは、彼がパーティー仕様のスタイルにチェンジしていたせいだ。

　深みのあるスリムなブラックスーツはかすかに光沢があり、白いシャツにドット柄のブラックタイを合わせたコーディネートは英国紳士のように優雅な装いである。

　全身から気品が漂い、見慣れているはずのスーツ姿に胸が高鳴る。茉莉花は、吉鷹がまっすぐに突き進んでくるのを呆然と見つめた。

「おかしいな。試着したときにドレス姿は見たはずなのに……眩しすぎる」

　目の前に立った吉鷹が感嘆のため息を漏らす。

　その後ろで美春は「邪魔者は消えまーす」と小さく呟き、そそくさと部屋を出ていった。

「吉鷹さんこそ」

　麗しい姿に心臓は静かになる気配はない。

　長期の出張と長旅で多少の疲れは見えるものの、新社長としての意欲に燃えている様は外見からも明らか。日本を発ったときよりも精悍な顔つきだった。

　吉鷹が茉莉花を引き寄せ、唇を塞ぐ。久しぶりのキスのため、触れるだけでも長くなる。

「会いたかった」

「私もです」

「久しぶりの抱き心地だな。少し太ったか？」

「もうっ、失礼ですよ、吉鷹さん」

　彼に回していた手で背中をトンと叩く。吉鷹はハハッと笑った。

「体調は？　気分は悪くないか？　お腹の赤ちゃんは順調か？」

「いっぺんに聞かれても」

　クスクス笑いながら「体調は大丈夫です」と返す。

「赤ちゃんも特に異常はないと思います」

「〝と思います〟？　確証はないのか？」

　茉莉花を引き離し、真顔で問いかける。

「病院の診察室でしかエコー画像で確かめられないので」

　胎動を感じられるようになれば違うだろうが。

「それじゃ自宅にその医療機器を置こうか」

「吉鷹さんなら本気でやりそうで怖い」

「俺は本気だ」

　自宅に本当に導入されたらどうしようと考えたら笑いが込み上げた。

「俺の不在中、なにか変わったことは？」

「……なにもありません」

「今、一瞬間があったけど？　ついでに目も泳いだ」

「気のせいです」

　笑顔のまま念を押す。

　結愛が再び現れたことは、今は黙っておこう。今日は吉鷹にとって大切な日だから、余計な話は耳に入れたくない。

　最高の日にするのは、彼と結婚した茉莉花の務めでもある。そのために自分がいると言ってもいい。茉莉花が彼の妻になったのは、当初この日を迎えるためでもあったから。

　今はそこに愛が生まれ、ふたりで育み、その結晶である命が宿っている。

　吉鷹が優しく微笑む。

「わかった。それじゃ、そろそろ行こうか」

　彼にエスコートされて控室を出る。

『資金繰りは事業拡大でも最重要項目。失敗したら新社長の評判がどうなると思う？　吉鷹さんは困るんじゃないかしら』

　不意に結愛の言葉がよぎり胸が詰まったが、頭を振って追い出した。

　会場が近づくにつれ、人の数が増えていく。正装している人たちは皆、今回の招待客だろう。

　吉鷹によると、会場入りするのは取引先の社長クラスと観月建設の役員などの上層部だという。となると、結愛の父親も招待されているだろうか。

「新都銀行の頭取も今日はお見えになるんですよね」

　恐る恐る問いかける。

「いや、都合がつかないらしく副頭取が見えるらしい。まぁ俺に合わせる顔もないだろう」

　会わずに済むと知りホッとする。

　吐き捨てるように言った彼の最後の言葉で、立場的には吉鷹のほうが優位に立っているらしいのがわかる。

　たしかに新都銀行側に融資の権限はあるが、ハワイで頭取の娘がしでかした失態は慰謝料を請求されてもおかしくない案件。結愛の思惑通りに融資を打ち切る行為は、巨大企業を敵に回すも同然だ。

　となると、結愛は手も足も出なくなる。これ以上、なにかを仕掛けようにもできないのではないか。

　茉莉花が大きな不安の中にひと筋の光を見出していると、少し先でネイビーのスーツを着た大柄の男性が立ち止まっていた。

「観月副社長、こちらです」

　彫りの深い顔立ちに屈強そうな体が威圧感を与える。

（ＳＰかな……？）

　体形から想像したが、それなら吉鷹のそばに常にいるだろう。

「永長、紹介しておこう。妻の茉莉花だ。茉莉花、こっちは秘書の永長」

「秘書の方だったんですか」

　秘書と聞くと女性をイメージしがちのため、それだけでもギャップがある。

「茉莉花はなんだと思ったんだ」

「ＳＰの方かと思いました」

　思ったままを告げると、吉鷹はくっと楽しげに喉を鳴らした。

「よく間違われるよな、永長」

「はい、もう慣れっこですけどね。初めまして、永長と申します」

「初めまして、茉莉花です。主人がいつもお世話になっております」

　お互いに名乗り、頭を下げる。

「副社長からお話はかねがね伺っております」

「恐縮です」

「ここだけのお話ですが、ハノイでも――」

「余計な話はしなくていい」

　吉鷹がどこか焦った様子で永長を制す。永長は肩をすくめて茉莉花に訴えかけるような目をした。

　ハノイで茉莉花の話でもしていたのだろうか。彼の言い方からすると悪い話でないとは思うが、のろけでも恥ずかしい。

「観月新社長」

　不意に声をかけられ、吉鷹と揃って振り返る。見覚えのある顔にハッとした。

「西宮大臣、本日はお忙しいところ足をお運びくださりありがとうございます」

　国交省の大臣だ。吉鷹が観月建設の安泰ぶりをもっともアピールしたい人物である。

　取り巻きを大勢連れ、中には永長のように屈強な体つきをした男もいる。たぶんこちらは本物のＳＰだろう。

「観月建設の発展を期待していますよ」

　手を出してきた彼と吉鷹が握手を交わす。

「鋭意努めてまいりますので今後ともよろしくお願いします」

　国を代表する人物のひとりである大臣と並んでも、威風堂々とした姿は負けていない。それどころか吉鷹のほうがずっと華やかなオーラだ。

　もちろん妻の欲目もあるだろうが、これから大企業のトップに立つ自信と意欲に満ち溢れた彼は、茉莉花の目に魅力的に映った。

「茉莉花、俺は準備があるからいったん離れるが、就任式がはじまってすぐ挨拶がある。そのときに茉莉花を紹介するから、時間になったらステージ付近にいてくれ」

　西宮一行を見送り、吉鷹が茉莉花に告げる。

「わかりました」

　吉鷹は最後に茉莉花を軽く引き寄せ、永長やほかの招待客にかまわず髪にキスをした。公衆の面前でキスされる事態に慣れていない茉莉花は、顔を赤くして俯く以外にない。

「行ってくる」

　頷くのに精いっぱいだった茉莉花の耳に「副社長もずいぶんと変わったな」という永長のひとり言が届いた。

　ふたりが去り、ひとりになった茉莉花は会場近くにあるソファに腰を下ろした。

　出入り口のドア付近にはたくさんのスタンドフラワーが並び、名だたる企業の名前が連ねられている。どれも見聞きしたことのある企業名ばかりで、観月建設の威光を改めて目の当たりにした。

　茉莉花は、その会社の新社長となる吉鷹の妻になったのだ。

（……本当に私でいいの？）

　この期に及んで不安が頭をもたげるのは、ほかでもなく結愛が現れたせいである。

　大企業の資金繰りを左右する大手銀行の頭取の娘と、小さな設計事務所の娘とでは格差がありすぎて勝負にすらならない。

　もしも本当に新都銀行が観月建設への融資を取りやめたら――。

　考えるのも怖い。

「茉莉花さん」

　ひとりで悶々としていると、ふと声をかけられた。

　顔を上げて驚き、急いで立ち上がる。

「お義父様！」

　義母の紫にはごく最近会ったが、義父の徳之助とは結婚の報告に吉鷹とふたりで実家に訪れて以来だ。すんなり〝お義父様〟と呼べた自分に密かに拍手を送る。

　観月建設のトップであればここにいるのは当然だが、遠巻きに見る程度で挨拶もできないかもしれないと考えていた。

　その彼が今、茉莉花の目の前に。少し離れたところには秘書らしき凛とした女性が控えている。

「ご無沙汰しており申し訳ありません」

　徳之助は気にするなとばかりに手をひらりと振った。

　吉鷹はまだ茉莉花の妊娠を両親には伝えていない。吉鷹の次の代の後継者を待ち望んでいるふたりが、妊娠初期の茉莉花の負担にならないようにとの彼の配慮である。

「いや、いつも心遣いをすまないね」

「お口に合いましたでしょうか……」

　実家は訪ねていないが、紫と徳之助に喜んでもらえればと、おいしい日本酒や洋菓子をたまに吉鷹伝手で贈っている。茉莉花の好みで選んでいるため少なからず心配だ。

「妻とおいしくいただいていますよ」

　お世辞かもしれないが、そのひと言に胸を撫で下ろした。

　しかし次の言葉で身が引きしまる思いに包まれる。

「今日はしっかり頼みましたよ」

「はい……」

　茉莉花の返事を受け、徳之助が真顔で深く頷く。

「あの、お義母様は……？」

　近くをさっと見渡しながら尋ねた。

「トイレにでも行ったんだろう」

　この前のヘアメイクをとても気に入った紫は、今日も茉莉花にお願いしようとしていたそうだが、茉莉花も出席するパーティーのため無理だと吉鷹が断っている。

「ああ、あそこだ」

　徳之助が指を差したほうを見ると、鶯色の華やかな着物姿の紫がいた。取引先の奥様方だろうか、同年代の女性たちと話し込んでいる。そこだけとても賑やかだ。

　今の茉莉花は家族以外に知り合いがおらず、ひとりポツンといるしかないが、ゆくゆくは紫のように華々しい社交界で人脈を広げていくのだろうか。

　その輪の中で恥ずかしくないように、少しでも淑女のたしなみを身につけていかなくては……とささやかなプレッシャーがかかった。

「先日は、妻が無理にヘアメイクをお願いしたそうだね」

「無理にだなんて！」

　焦って首を横に振る。

「とてもよくしてもらったと喜んでいましたよ」

「私もお義母様とお話ができて楽しかったです」

　緊張はしたが、義母と近づくいいきっかけだった。少しは認めてもらえたのではないだろうか。

「そうですか」

　徳之助は軽くうなずきつつ続けた。

「結婚してからというもの、吉鷹もずいぶん穏やかになったと社内の幹部クラスの人間から聞いていますよ。それも茉莉花さんのおかげなんでしょうね」

「いえっ、とんでもないです」

　もったいない言葉には恐縮してしまう。

「ともかく、これから吉鷹は大変な立場になりますから、しっかり支えてやってください。まぁ私から頼まれずとも、責任感の強いあなたなら大丈夫でしょうがね」

　徳之助から好意的な言葉をかけられるとは思いもしなかった。

　どちらかといえば、吉鷹が押し切る形で推し進めた結婚。徳之助は心から祝福していなかっただろうから。

　面と向かって激励され、結愛の登場で弱っていた気持ちがにわかに明るくなる。

「はい……！」

　思わず力強く返事をすると、徳之助がふっと表情を和らげる。初めて向けられた笑顔だった。

「では失礼」

　徳之助は腰のあたりで右手をひらりと返し、茉莉花から遠ざかっていった。

　その背中を見送りながら、肩から力を抜く。

　巨大企業の御曹司と結婚し、敵地にひとりで乗り込んだような心細さを抱えていたのを今、思い知った。

　そのトップに君臨する徳之助に息子の妻として認められ、強力な味方をつけたような心強さがある。

（荒牧さんの件もきっと大丈夫）

　そう楽天的に考えられるほど、気持ちが好転した。

　ほどなくして就任式がはじまるとのアナウンスがあり、茉莉花は大勢の招待客の流れに乗って会場に入った。

　豪奢なシャンデリアがいくつも吊つり下がり、眩い光を放つ。式典の挨拶やスピーチのあと催される立食パーティー用か、左サイドの壁に沿って和洋折衷の料理が並びはじめていた。

　吉鷹に言われた通り、中央にあるステージ近くに立つ。少し離れたところに永長を従えた彼を見つけたが、緊張感漂う真剣な様子から話しかけたり目配せを送ったりするのは控え、邪魔にならないようパーティションのそばに身をひそめた。

　不意に会場の照明が落ち、ステージ上がスポットライトに照らされる。ボウタイをつけた司会の男性がマイクを片手に立った。

「皆様、これより株式会社観月建設第四代新社長就任式を開催いたします。本日、観月吉鷹新社長就任、ならびに観月徳之助新会長就任という節目の日を迎え、我が社の歴史の一ページに刻まれることに……」

　開会の辞を述べる司会者に会場中の視線が注がれる。このあとそこに立つ自分を想像して膝が震えてきた。

　ここに集まるのは、日本を代表する企業のトップの面々。そんな彼らに、新社長の就任と同時に妻として紹介されるのだ。厳しい目で見られるのを覚悟しなければならない。

（……大丈夫。これは武者震いだから）

　自分を掻き抱き、ふと視線を投げかけると、吉鷹と目が合った。『大丈夫か？』と彼の口が動く。

　不安になっているのが伝わってしまったのだとしたら申し訳ない。

　取り繕って『大丈夫』と口パクで返したが、そうは見えなかったのか彼がふっと笑みをこぼす。〝本当かよ〟と疑う感じだ。

　もう一度『大丈夫ですから』と念押しすると、彼の隣に立つ永長が茉莉花を見た。

　ハッとしてとっさに取り繕った笑顔で会釈する。笑いをこらえるように吉鷹の肩が揺れた。

　その後、会長となった徳之助の挨拶に続き、いよいよ吉鷹がステージに上がった。

　司会者に新社長として紹介され、会場内に大きな拍手が湧く。

　彼がスタンドマイクの前に立つと、招待客は水を打ったように静まり返った。

「この度、株式会社観月建設の代表取締役社長に就任することとなりました、観月吉鷹でございます。皆様とともに建設業界のさらなる発展に向けた課題に取り組む機会をいただき、大変光栄に思います」

　吉鷹の低く、よく通る声が響き渡る。何事にも動じない堂々とした姿が凛々しく、新社長に相応しい精悍な顔つきだ。それは茉莉花が初めて見る夫の雄姿だった。

　いったんそこで言葉を切り、吉鷹が会場を見渡してからさらに続ける。

「国内市場の縮小が懸念される昨今、建築業界においてもっとも重要なのは、世界の旺盛なインフラ需要を取り込み、受注機会の拡大を図ることです。観月建設では……」

　熱く語る吉鷹の言葉に招待客全員が聞き入る。

　茉莉花はその姿を眩しい想いで見つめつつ胸を高鳴らせ、彼への気持ちを再認識していた。

「ここで皆さんに紹介したい人がいます」

　不意に吉鷹の視線が飛んでくる。それを追ってスポットライトが茉莉花を照らした。

　ドクンと鈍く鳴る心臓の音。あまりの眩しさに瞼を閉じ、再びゆっくり開くと、ステージを降りてきた吉鷹が目の前に立っていた。

「おいで」

　茉莉花にだけ聞こえる声で囁き、手を取る。ＡＩロボットでももっと上手に歩くだろうと自分でも苦笑するほど、ぎこちない足取りでステージに上がった。

　四方八方からライトを浴び、目眩がする。でもおかげで逆光となり、招待客の顔が誰ひとり見えないのはいい。

　吉鷹の結婚はすでに公にされているため、場内から「奥さんじゃない？」と囁き合う声が聞こえる。茉莉花はマイクの前に立つ吉鷹の隣で、速まる鼓動を持て余して体を硬直させていた。

「妻の茉莉花です」

　吉鷹が紹介した途端、会場からどよめきが波のように巻き起こり、直後に沸き立つような拍手が響き渡る。

　彼の手が背中に触れ、挨拶を促された。

「観月茉莉花と申します。本日は――」

「ちょっと待って！」

　茉莉花の言葉を妨害すべく、大きな声が割って入る。肩をビクンと弾ませて声のほうに目を向けるが、ライトが眩しくて姿が認識できない。

　しかし茉莉花の耳は、その声の主を判別した。緊張で高鳴っていた胸が、嫌な予感に包まれる。手をかざしてライトを遮り、ようやく見えた姿に全身が硬直した。

　荒牧結愛だったのだ。

　スリットが深く入った黒いロングドレスを身にまとった彼女は美しい顔を険しくさせ、ステージに向かってくる。

　吉鷹は守るようにして茉莉花の前に立った。

「なにをしに来た。キミをここへ招待したつもりはない」

　冷ややかな声は茉莉花でもすくみ上がるほど。招待客が騒然とする中、吉鷹は努めて冷静に彼女に相対した。

「だけど今日は吉鷹さんの妻をお披露目する場でしょう？　妻の私が来なければはじまりませんから」

「……キミはなにを言ってるんだ」

　とても正気とは思えない結愛の口ぶりに吉鷹も唖然とする。

　それにかまわず、結愛はヒールの音を響かせてステージに上がった。

　司会者も、永長も驚きのあまり固まって立ち尽くしている。

「皆さん、私が吉鷹さんの妻だという証明ならここにあります」

　結愛が手にしていた紙を招待客に向かって突き出す。それは、吉鷹と結愛の挙式の招待状だった。たしかにふたりは連名で記され、花嫁が結愛だというのがわかる。

　しかしそれは、彼女が逃げ出す前の話。実際に結婚し籍を入れたのは茉莉花だ。

　自信を持って吉鷹の妻だと名乗れるのは茉莉花のほうなのに、結愛の登場により会場が異様な空気で満ちていく。ざわめきが広がり、「なになに？」「どういうことだ？」と囁き合う声が方々からあがる。好奇の目が茉莉花にいっせいに向けられた。

　加速度をつけていく鼓動が、茉莉花の胸を苦しめる。

　結愛の一方的な言いがかりだと頭ではわかっているが、吉鷹の式典を台無しにする要因を作ったのは紛れもなく自分だ。

　茉莉花がハワイで結愛の逃亡に手を貸したのがはじまり。あのときに彼女を説得できていたら、この場を穢けがすことはなかった。

「ちょっと待て――」

「皆さん、ここにいる女性は私から吉鷹さんを奪ったんです。彼をたぶらかして、私を妻の座から引きずり下ろしたんです。この人は略奪者なんです！」

　高らかに宣言した結愛の言葉により、招待客の同情が彼女に集まるのを感じずにはいられない。スキャンダルともいえる告発が混乱の渦を巻き起こした。

「ふざけるのもたいがいにしろ。キミはなにを言っている。私の妻はここにいる茉莉花、ただひとりだ」

　彼女から招待状を取り上げる。

　ステージのそばに控えていた永長や社員たちが、我に返ったようにバタバタと上がってきた。

「ちょっと、なにするのよ！　私が吉鷹さんの妻なの！」

　狂気にも似た声が混乱しはじめた場内をつんざく。

　それは茉莉花の耳から侵入を果たし、体内を通って胸を貫いた。

（吉鷹さんの妻は、彼女……）

　黒いドレスを着た結愛の言葉が、呪詛のように茉莉花の頭と心に絡みつく。それはぎゅうぎゅうと茉莉花を締めつけ、呼吸がうまくできなくなっていく。

　激しく打ちつける鼓動、震える足。目の前の光景がだんだんと白くぼやけてきた。

　いよいよ立っていられなくなり、膝からガクンとくずおれた次の瞬間、茉莉花はその場で意識を手放す。かすかに「茉莉花！」と叫ぶ、吉鷹の声が聞こえた気がした。
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　倒れた茉莉花を抱き上げた吉鷹は、永長に取り押さえられた結愛をこれ以上ない冷酷な目で見下ろした。

　このような場に現れ、混乱に陥れるなど言語道断。あるまじき行為だ。

　しかも茉莉花にこのような仕打ちなど……。

　沸々と湧き上がる怒りに体が震える。

　刺すような視線で結愛をねめつけていた吉鷹は、自分を落ち着けるために小さく深呼吸をして会場を見渡した。

　騒然としていた参加者が静まり返る。

「皆様、お騒がせしたことをここにお詫びいたします」

　茉莉花を抱きかかえたまま目礼して続ける。

「私は、そこにいる荒牧結愛氏とたしかに婚約をしていました」

　会場が瞬間的にどよめく。それにかまわず口を開いた。

「しかし、彼女は挙式直前に私の前から逃げたのです。そんな私をそばで支えてくれたのが茉莉花。決して揺るがない、まっすぐでひたむきな彼女に救われました。私は彼女を心から愛し、これからも全力で守っていく所存です」

　吉鷹の腕の中で力なく目を閉じている茉莉花を見つめ、愛しさが込み上げる。これ以上に愛すべき存在はない。

　永長やほかの社員に取り囲まれた結愛は、驚愕の表情で吉鷹を見た。その顔がみるみる歪んでいく。

「結愛さん、あなたにはつくづく失望した。このような形になり非常に残念だ」

　静かな口調の中に怒りが混じり、言葉尻がきつくなるのを止められない。

　茉莉花を傷つけた償いは絶対にさせる。

「皆様を混乱に巻き込み、申し訳ございません。また、本日はお忙しい中、足をお運びくださり本当にありがとうございました」

　頭を軽く下げ、ステージから降りる。吉鷹の姿を会場中の目が追いかけた。

「永長、荒牧結愛を観月建設に連行しておけ」

「承知しました。お車はホテル前につけてあります」

　混乱の最中にも機転を利かせた永長に軽く頷き、会場の入口に向かって足早に歩を進める。

　吉鷹の行く手から参加者たちがサーッと退き、ドアに向かって道が一直線にできた。

　茉莉花を早く病院へ。

　焦る気持ちを必死に宥めて会場をあとにし、ホテル前で待ち構えていた車に乗り込んだ。




＊＊＊＊＊




　見渡す限りの青い空にエメラルドグリーンの海。白い砂浜が長く続くビーチは、乾いた風が吹いていた。

（ここはどこ……？）

　振り仰ぐと、永遠の絆を意味するエンゲージメントダイヤモンドの形をしたチャペルがあった。

（……ハワイ？　もしかして私、夢でも見ていたの？）

　茉莉花は白いコットンシャツにベージュのクロップドパンツを穿いている。

　ウエディングドレスではなく、隣に吉鷹の姿もない。彼との結婚生活は記憶にあるはずなのに、どことなく現実味もなかった。

（それともタイムスリップして、あのときのハワイに時間が巻き戻された？）

　吉鷹の社長就任式で大騒動が起こり、茉莉花を哀れんだ神様が時間を巻き戻してくれたとか。でも、今回の一件でもっとも迷惑を被ったのは吉鷹だ。

　茉莉花の頬を撫でていく潮風が、やけに生温かい。それほど強く吹いているわけではないのに、髪がかき乱される不思議。遠くから茉莉花を呼ぶ声が聞こえてきた。

　振り返っても、ただ砂浜が白く続くばかりで誰もいない。

　愛しさを覚える声の主を探しているうちに視界がぐにゃりと歪み、体ごと遠くに連れ去られる感覚がした。

「……花、目を覚ましてくれ。茉莉花」

　すぐそばで聞こえた声に誘われるようにして瞼をゆっくり上げる。

「……吉鷹さん」

　切なげに眉を寄せた吉鷹の表情がふっと緩む。

　頬や髪に感じていたのは潮風ではなく、彼の手だった。

「よかった……。大丈夫か？」

　夢から覚めてハッとする。とっさに手をあてたお腹はまだ膨らんでいないため、どんな事態になっているのかわかりようもない。

「赤ちゃんは？　無事ですよね？」

「ああ、心配いらない。無事だ」

　吉鷹の言葉に安堵する。深く息を吐き、胸を上下させた。

「茉莉花はどこか痛んだりしないか？」

「大丈夫。どこも痛くないです」

　そこでようやく自分の置かれている状況を思い出した。

　白い壁やカーテンから察するに、ここは病院だ。

「就任式は？」

　乱入した結愛はどうしたのだろう。その後パーティーは無事にできたのだろうか。

　吉鷹は緩やかに首を横に振った。

　つまり、あの騒ぎで茉莉花が倒れ、それどころではなくなったに違いない。

「ごめんなさい……！」

「なぜ茉莉花が謝る」

「大事な式なのにぶち壊してしまって」

「それは茉莉花じゃない。荒牧結愛だ」

　吉鷹の表情が豹ひょう変へんする。鋭い眼差しは冷ややかに。つい先ほど切実そうに寄せていた眉は、鋭角に吊り上がった。

「俺の不在中、マリアンジュに現れたそうだな」

「えっ」

　どこからそんな情報が伝わったのだろう。茉莉花は吉鷹の関係者には話していない。

「池上さんから聞いた」

「美春から!?」

　驚いて思わず体を起こすと、吉鷹は枕を背中にあててくれた。

「観月建設に『どうしても緊急で知らせたいことがある』と連絡をくれていたんだ。茉莉花には絶対に内緒にしてほしいとお願いされたから、キミには黙っていたが」

「美春はなんて話したんですか？」

「荒牧結愛が父親の銀行を盾にして茉莉花に離婚を迫っていると。資金絡みでなにか企むかもしれないから、早めに手を打って茉莉花を守ってくださいとね」

　茉莉花の知らないところで美春がそんなふうに立ち回っているなんて想像もしない。予期せぬ伏兵の登場だった。

「ただ、今日の就任式に現れるのを予測できなかった自分が腹立たしい」

　吉鷹が握った拳で自分の太ふと腿ももを忌いま々いましげに殴る。

「吉鷹さんのせいじゃないですから」

　プライドの高そうなお嬢様が、一流企業の面々が集まる会場で騒ぐなど誰も想定しないだろう。避けられないトラブルだった。

「とにかく、これから決着をつけてくる」

「彼女に会うんですか？」

「会場で取り押さえ、永長が観月建設に連行している」

「えっ、荒牧さんを？」

　吉鷹は渋い表情で頷いた。

　ＳＰかと見まがうほど屈強な永長に押さえ込まれたら、男性だって歯が立たないだろう。きっと戦々恐々だったに違いないが、同情する気持ちの余裕は茉莉花にない。

「お義母様に連絡を入れたから、まもなくここへ来るだろう」

　そう言っていたそばからドアをノックする音がした。

　返事をする間もなく茉莉花の母親が入ってくる。

「茉莉花！　大丈夫なの!?」

「お義母様、申し訳ありません。一度ならず二度までも、茉莉花さんをこのような目に遭わせてしまい……」

　吉鷹は立ち上がって深く腰を折った。

「吉鷹さん、私は大丈夫ですから」

　倒れたことと、結愛の件は別問題である。

「お顔を上げてください」

　茉莉花に続いて和美に言われ、彼が体勢を戻す。

「ちょっと出てまいりますので、茉莉花さんをよろしくお願いします」

　和美に託し、吉鷹は足早に病室を出ていった。




＊＊＊＊＊




　神楽総合病院をあとにした吉鷹は、観月建設まで車を飛ばしていた。

　ハノイ滞在中、どうしても話がしたいと言っている女性がいると本社から連絡が入ったとき、吉鷹が最初に思い浮かべたのは結愛だった。

　茉莉花と結婚したと知った彼女が、今度はどんな言いがかりをつけてくるのか。

　ところが名前を聞き、それが茉莉花の友人だと知る。

　嫌な予感とともに伝えられたナンバーに電話をかけ、結愛が再び茉莉花の前に現れたと聞かされた。

　それも新都銀行の名を使い、観月建設や茉莉花の父親の設計事務所、ひいてはマリアンジュまでも陥れようと企んでいるというではないか。

　そのうえ、彼女の登場により体調を崩した茉莉花は入院を余儀なくされたと。

　たとえようのない怒りが体中を駆け巡り、取り乱して帰国しようとした吉鷹を引き留めたのは永長だった。

　新社長就任式を前に仕事を放り出すのは得策ではない、それでは荒牧結愛の思う壺つぼだと進言され、荒れ狂う憤慨を必死に封じ込めた。苦渋の決断が本意でなかったのは言うまでもない。

　美春に『茉莉花をくれぐれもお願いします』と頼み、なにかあったらすぐに連絡がほしいと託した。

　もちろん裏では、東南アジアプロジェクトの資金繰りに困難が生じないよう手を回すのも忘れなかった。

　しかしまさか結愛が、就任式に現れるとは――。

　接触してくるのは予見していたが、吉鷹か茉莉花に直接会いに来るものだと考えていた。

　就任式にまで押しかけ、茉莉花を略奪者呼ばわりするなど論外。ましてや身重の茉莉花を体調不良に陥れるのも許されざる行為だ。

　吉鷹はハンドルを握る手が怒りで震えるのを抑えるのに必死だった。

　休日の観月建設本社は、平日の喧騒が嘘のように静まり返っていた。休日出勤は完全撤廃しているため、エントランスフロアに人の気配はまったくない。

　永長が警備員に依頼したのだろう、休日には止まっているエレベーターが稼働していた。

　三十二階で停止しているそれをボタンで降下させ、ドアが開くと同時に乗り込む。箱は再び三十二階を目指して上昇した。

　階層の数字が上がるにつれ、吉鷹の怒りのゲージも大きく振れる。軽やかな音を立てて止まったエレベーターを降りた。

　すぐ横にある応接室の扉の前で仁王立ちしているのは永長だ。いかにもＳＰっぽい頑強な体は、スーツを着ていても隠せない。

「副社長――いえ、観月社長、お疲れ様です」

「ああ、待たせて悪い」

　表情を崩さず、真顔で軽く手を上げる。

「奥様のご容態は」

「無事に目を覚ました。荒牧結愛は？」

「中におります。つい先ほどまでドアを叩いて『出して』と騒いでいましたが」

　永長がドアの前から避け、吉鷹はノブを手前に引いた。

　抵抗に力尽きたのか、ソファに体を預けていた彼女は、吉鷹の登場で立ち上がる。

「吉鷹さん！」

　ここへ連行されてもなお、好意的に吉鷹の名前を呼べる神経がまったく理解できない。あまり自己主張をしないおとなしい女性という印象だったのに、これほどまでに空気も状況も、自分の置かれた立場も把握できない人間だったのか。

　結愛は顔をパッと明るくさせた。

「なぜここへ連れてこられたのか、わからないのか？」

「……就任式を混乱させたことなら謝ります。でも――」

「キミはまだ、俺の妻だと言い張るつもりか。会場でも言ったはずだ。俺は茉莉花を愛している」

　結愛が悔しそうに唇を噛みしめる。

　あの場でそう宣言したというのに、それでもなお吉鷹の妻の座を望むのか。いったいどういう思考回路と神経をしているのか理解し難い。

「俺の不在中、茉莉花に接触したそうだな。観月建設や彼女の父親が経営する設計事務所への融資を打ち切るよう、自分の父親に働きかけると脅したと」

　彼女の前に立ち、上から威圧的に見下ろした。

　険しい表情から吉鷹が苛立っているのはわかるだろう。結愛は一瞬目を泳がせた。

「だ、だってそれは、あの人が吉鷹さんと別れないって」

「あたり前だ。俺がいつ茉莉花と別れてキミと一緒になると言った？」

　そんなことはひと言も言っていない。どこをどうしたら、そう受け取れるのか甚はなはだ疑問だ。

「それは……。だけど吉鷹さんの将来を考えたら、新都銀行と密な関係になったほうがいいでしょう？　大きなプロジェクトにはお金だって必要なんだし」

「あいにく融資してくれる銀行なら、ほかにいくらでもある」

「えっ……」

「観月建設の融資を止めるよう、父親に頼むなら頼めばいい。ただし、うちほどの優良企業への貸し付けがなくなるのは、銀行にとっても相当な痛手だろうが」

　資本市場から資金を自由に調達できる観月建設クラスの企業であれば、銀行借入の比率は低下し、メインバンク意識も希薄になるもの。そこをあえてメインとして扱っているのは長年の友好な関係性への礼のようなものであり、新都銀行がそれを覆すような姿勢を見せるならば、一気に断ち切っても観月建設は痛くも痒くもないのだ。

「新都銀行からの借入金を一括で返済し、長年の蜜月を解消してもいい。その程度の資金調達くらい造作もないことだ。俺の電話一本で銀行がいくつ手を挙げるか見せてやってもいいだろう」

「そんな……」

　顔を歪ませ、首を横に振る結愛の前で腕時計を確認する。

　そろそろだろう。

　吉鷹が腕を下ろしたそのとき、ノックと同時にドアが開き、永長が「社長、お見えになりました」と告げる。その直後、彼の後ろから「失礼します」と男性が慌てた様子で入室した。

「結愛！　お前という娘は、いったい何度親に頭を下げさせれば気が済むんだ！」

「お父様!?　どうしてここに!?」

　結愛の父親であり新都銀行の頭取である。

「俺が呼んだんだ。キミとふたりでは埒が明かない。荒牧頭取、申し訳ありませんが、新都銀行との取引をすべて停止させていただこうと考えております」

　結愛に言葉を投げつけたあと、頭取に視線を移す。

「そっ、それだけはどうかご勘弁を！　観月建設さんほどの優良企業との取引がなくなっては大損害になる」

「では、私の妻への誹謗はもちろん、就任式をめちゃくちゃにした償いはどうとっていただけるのでしょうか」

「娘には金こん輪りん際ざい、あなた方に近づかないようきつく言って聞かせるから、吉鷹くんどうか……！　ほら、結愛、なにをボーッとしてるんだ。頭を下げなさい！」

「ちょっ、お父様、やめて！」

　結愛はなおも抵抗するが、父親に無理やり頭を下げさせられ、今にも泣きだしそうに顔を上げた。

「吉鷹くん――いや、観月新社長にはまた改めて謝罪に伺わせてください。行くぞ、結愛」

「痛いってば」

　ぐいぐい腕を引っ張られ、引きずられるようにして結愛が出ていく。

「二度と俺たちの前に現れるな」

　その背中に刺すほど冷ややかな声を浴びせると、彼女はビクンと肩を揺らし、逃げるようにしてドアの向こうに消えた。










子どもと描く未来




　波乱の就任式からおよそ七カ月が過ぎ、暦は七月中旬。例年より少し早く梅つ雨ゆが明け、容赦のない日差しが降り注ぐ真夏となった。

　観月建設の東南アジアにおけるインフラシステムの一大プロジェクトは、吉鷹のリーダーシップにより順調に進んでいる。

　新都銀行との関係もあれから変わらず、資金繰りに問題は起きていない。茉莉花の父が経営する設計事務所もマリアンジュも同様に、取引は継続している。

　茉莉花は妊娠三十七週に入り、大きなお腹を抱えているため少し動いただけで汗ばむ。三週間ほど前から産休に入り、出産に向けた準備も大詰めだ。

　年が変わる頃、本格的にはじまった悪阻は二月中旬には嘘のようにピタッと治まった。胎児の発育も順調に推移し、先日の定期健診では頭が骨盤の中に下がってきているのがよく見えた。エコーで確認するたびに立派なシンボルが映り込み、男の子であるのも判明している。

　最近は胃や胸の圧迫感がなくなったかわりに膀ぼう胱こうが圧迫され、トイレがとても近い。時々不規則なお腹の張りや痛みを感じ、赤ちゃんが危険な状態なの……？と不安になり病院に行くが、そのたびに特に問題ないと言われる。

　とはいえ、それが長引いたり、痛みが強いときには危険を知らせるサインの可能性もあるらしく、いつでも楽観してはいけないらしい。

　そのボーダーが今ひとつわからず、以前、吉鷹がエコーの機材を自宅に置きたいと言っていたが、今の茉莉花はまさにその心境である。いつでもお腹の様子を確認できれば、不安を取り除けるのにと。

　吉鷹にそんなことを漏らせば、本気で用意してしまうだろう。――それも最新の４Ｄ機器を。

　彼の過保護ぶりは妊娠判明以降、加速度をつけている。

　マンションには少しずつ増えたベビーグッズが所狭しと並べられ、つい先日は吉鷹の父、徳之助からベビーベッドをプレゼントされたばかりだ。

「茉莉花さん、これもぜひ食べてほしいのよ」

　そう言って料理を勧めるのは吉鷹の母、紫である。日曜日の今日、徳之助とふたりでマンションを訪れていた。

　大小様々なタッパーに詰めて持参した料理は、家政婦と一緒に作った〝妊婦のためのメニュー〟だという。

　じゃがいもの明太チーズ焼きにとろとろ豆腐の中華スープ、しらす入り玉子焼きにウナギの玉子とじ。おやつには、ごまとおからのサクサククッキーまで焼いてある。どれも妊娠中に必要なビタミンやミネラル、カルシウムが豊富なメニューだ。

　紫は料理をダイニングテーブルいっぱいに並べ、次々に小皿に取り分けては茉莉花にうれしそうに差し出していた。

「母さん、いくらなんでも茉莉花だってそんなに食べられないだろ」

「吉鷹の言う通りだ、紫。近頃の医者は、食事制限にうるさいと聞くぞ」

　吉鷹と徳之助に制され、寂しそうに「……そう？」と皿を引っ込める。

　ふたりに妊娠を打ち明けたのは、安定期に入ってからだった。

　跡継ぎ優先主義という先入観があったため、男の子を強く希望されるかと心配したが、ふたりはどちらでも大歓迎だと手放しで喜んでくれた。

　それ以降、紫はたまにこうしてマンションを訪れ、料理をふるまってくれている。

　二カ月ほど前には茉莉花の母の訪問とタイミングが重なり、意外にもふたりは意気投合。連絡先を交換して、たまにメッセージのやり取りをしているという。

「お義母様、私、いただきます」

「そう？　食べられる？」

「はい。お義母様の手料理、おいしいですから」

　茉莉花が手を出すと、紫は顔を輝かせ、ニコニコしながら皿を手渡した。

「茉莉花、気を遣わなくていいんだぞ」

「そうだよ、茉莉花さん。紫はしつこいところがあるから、嫌なときははっきり言ったほうがいい」

「ふたり揃ってひどいんだから」

　吉鷹と徳之助から立て続けにダメ出しをされ、紫が軽くいじける。あくまでもふりであって冗談交じりのため、その場はとても和やかだ。

「吉鷹さんもお義父様も、私ならもっと食べられますから心配しないでください」

「茉莉花さんは優しいわね。やっぱり持つべきは息子じゃなく娘よ。茉莉花さん、吉鷹が悪さをしたら、なんでも話してちょうだい。私がとっちめてあげるわ」

　心強い言葉に笑って返す。

「そのときはよろしくお願いします」

「おい、茉莉花、俺がどんな悪さをするっていうんだよ」

「さあ、なんでしょうね。私にもわかりません」

　目を尖らせる吉鷹に向かって両手を広げて肩をすくめる。もちろん彼が、茉莉花を泣かせるようなことをするとは思っていないが。

「それはさておき、とにかく食べましょう。せっかくこんなにたくさん作ってきたんですから。ほら、あなたも吉鷹も皿を貸して」

　楽しい食事の時間がゆっくりと過ぎていく。

　時折お腹を蹴る元気な赤ちゃんに手で返事をしながら、茉莉花は家族の団だん欒らんに幸せを感じていた。




　吉鷹の両親が帰り、自宅に静けさが戻る。

「茉莉花、疲れただろう」

　淹れてきた冷たいルイボスティーを吉鷹がソファに座る茉莉花の前に置く。「ありがとう」と受け取り、喉を潤してから返す。

「そんなことないですよ。おいしいご飯も食べられたし、お義父様とお義母様の顔も見られて、たくさんお話もできて楽しかった」

　これは嘘偽りのない本心だ。産休に入ってからは外とのかかわりが減ったせいで人恋しい。自宅に誰かが訪れるのは心底大歓迎。吉鷹がいない平日の昼間は余計に。

「あともう少しだな」

　隣に腰を下ろした吉鷹が茉莉花の丸いお腹に手をあてる。慈しむような触れ方が愛情を感じられてうれしい。

「元気に生まれてこいよ。こっちで待ってるからな」

　お腹に顔を近づけ話しかける。それに応えるかのように――。

「あっ、動いた」

　中から元気よくお腹を蹴られた。

「今、俺の手を蹴ったぞ。生まれる前からパパに宣戦布告とはなかなかやるな」

「宣戦布告って」

　クスクス笑いながら彼の肩に手を添える。

「男の子だろう？　ママの取り合いになるのは必然じゃないか」

「そうだとうれしいけど、男ふたりで結束を強めて私をのけ者にするんじゃないかと心配」

「まさか。茉莉花はいつだって俺たちの中心だ。つま弾きにするわけがない。……たぶんな」

「たぶんって！」

　思わず彼を肘で小突いた。

「でもまぁ、思春期になったら男同士いろいろと話すことがあるから、そのときは勘弁してくれ」

「いろいろって？」

「いろいろだ」

　首を傾げて聞き返した茉莉花に、吉鷹が悪だくみでもするようにニヤッと笑う。

「なんかエッチ」

「男なんだ、しょうがない」

　まだ生まれてもいないのに十何年も先の未来の話が、茉莉花の胸をほんわかとあたたかくする。

　この先何年も吉鷹と一緒にいられる幸せを不意に感じて、彼の肩に頭を預けた。

「茉莉花、ひとつ提案があるんだ」

　なんだろうかと、そのまま彼の顔を見る。

「子どもが生まれて気分的に少し余裕ができたら、結婚式をしないか」

「……え？　結婚式？」

　吉鷹がそんな提案をするとは思いもせず、まばたきを激しくして聞き返す。なにしろ茉莉花たちはすでに挙式済み。もたせかけていた頭を戻し、戸惑いいっぱいに彼を見つめた。

「ハワイの挙式はもともと俺たちふたりのものじゃない。正真正銘、俺たちの結婚式をしよう」

「正真正銘の……結婚式？」

　吉鷹が「ああ」と深く頷く。

　瞬間、茉莉花の頭の中に彼とふたりの挙式シーンが思い浮かんだ。それはまだ想像の中ではあるが、胸が急速に高鳴り、躍る。

「それなら私、ぜひ行きたい場所があるんです」

　吉鷹の腕を興奮気味に掴んだ。

「なんだ、いきなりやる気満々だな」

「ずっと憧れていた場所だから」

「わかったわかった。ふたりでじっくり話して決めていこう」

　宥めるように茉莉花の肩をトントンと撫で、そのまま引き寄せる。

「その前に俺たちには大仕事がある。ふたりの大事な宝物の誕生を見届けてからだ」

　優しく笑った彼の目にキスを悟る。瞼を閉じると同時に唇が重なった。

　三日後、なるべく動いたほうがいいという医師の助言に従い、茉莉花は運動も兼ねてマリアンジュを訪れていた。

　とはいえ電車での移動は控え、タクシーで乗りつけたから運動とは呼べないかもしれない。

　仕事の邪魔にならないようバックルームにいる茉莉花のところには、大きくなったお腹を撫でにスタッフたちが代わる代わるやってくる。

「うわぁ、ほんとにおっきくなったねー」

「今にも生まれそう」

「男の子なんでしょう？　胎動も激しそうだね」

　そんな声をかけられながら、つかの間の会話を楽しむ。

　美春が淹れてくれた冷たい麦茶で喉を潤し、外の暑さで噴き出した額の汗を拭った。

「予定日はまだだったよね？」

「うん、八月五日だから、あともうちょっと」

　もういつ産まれても大丈夫だと医師からお墨つきをもらっているから、入院の準備も万全だ。

「赤ちゃんかぁ、いいよね、幸せの象徴みたいで」

「美春の結婚式も、あともう少しだね」

　菊川マネジャーとの関係はサロン内でも公表され、ふたりはこの秋に結婚式を挙げる予定である。産後すぐだが、もちろん茉莉花も参列する気満々で、今からどんなドレスを着ようかと楽しみにしている。ヘアメイクもお願いされているため、その日は大忙しだ。

「仕事は続けるんでしょう？」

「うん。どちらかは異動になると思うけどね」

　夫婦で同じ店舗勤務は避けられているため、異動は免れない。

「そっかぁ。私の育休明けに美春はここにいないかもしれないのか。寂しいな」

「異動とはべつに、茉莉花の復帰と入れ替わりで私が休みに入るかもしれないけど」

「えっ？　どういう意味？　……もしかして美春……！」

　はにかんだ彼女の様子が茉莉花にある予感を抱かせる。

「じつは妊娠三カ月」

「キャーッ、本当に!?　うわぁ、うれしい！」

　なんと美春にも新たな命が宿っているというビッグニュース。

　茉莉花が抱きつくと、彼女は「ちょっ、苦しいよ、茉莉花！」と声を弾ませた。

「ごめんね、だけど本当にうれしくって！」

「茉莉花の子どもと同級生だね」

　美春の出産予定は来年の一月末だという。

「こんなに早くママ友ができるなんて思わなかった」

「ウエディングドレスも今から選びなおしなの。ちょっと予定外だったから」

「だけど幸せな誤算だね」

　茉莉花の言葉に美春がふふふと笑ったそのとき、お腹にこれまでになく強い張りを感じて手をあてる。

「茉莉花、どうかした？」

「あ、うん、なんかちょっといつもとは違う張り方だなと」

　生理痛を重くしたような、それでいてシクシクというお腹を壊したときのような痛みとが混ざった複雑な感覚だ。

「三十七週は過ぎてるんだよね？」

「うん。三十八週に入ったところ」

「それじゃ、いつ産まれてもおかしくないんだ。……もしかして陣痛がはじまったんじゃない？」

「え、まさか……」

　なにしろ初めての経験のため、陣痛がどういうものかわからない。

　その後もお腹を撫でて痛みをやり過ごし、麦茶を飲んで美春とおしゃべりしていたが、再び強い張りがやってきた。

「――っ」

「茉莉花、やっぱり陣痛だよ」

　たしか病院からは痛みの間隔が十五分になったら連絡をするように言われていたはず。先ほどから十五分も経っていない。

「病院に連絡してみる」

　スマートフォンをバッグから取り出して病院の指示を仰ぐと、すぐに来院するようにとのことだった。

　吉鷹は仕事中のため連絡をためらったが、なにかあったときには必ず知らせるよう再三にわたって言われている。打ち合わせや来客の最中だったら電話には出ないだろうから、一応一報は入れておこうと彼のナンバーをタップしたら、ワンコールも鳴らないうちに応答があった。

《もしかして産まれるのか!?》

　茉莉花はなにも言っていないのに、先読みした吉鷹の声が上ずる。

「どうしてわかったの？」

《なんとなく気になって、茉莉花にメッセージを送るところだった。今、マリアンジュだろう？　すぐに向かう》

　茉莉花が今日ここへ来ることは伝えていたため、詳細を話すまでもなく通話が切れた。それも茉莉花の返事も待たずに。

　慌てた様子はいつもの吉鷹とまるで違う。

「観月さん、来てくれるって？」

「うん、すぐに会社を出るって」

「そっか。よかった。それじゃ迎えが来るまで、店内のソファで待とう」

　硬い椅子よりそのほうがいいだろうという美春の言葉に甘え、茉莉花は彼女に付き添われて店内で待つことになった。

　吉鷹が迎えに来たのは、それから三十分が過ぎた頃だった。予想外の渋滞に巻き込まれてヒヤヒヤしたという。

　それまでの間に痛みの間隔がじわじわと短くなり、茉莉花は額に冷や汗を滲ませながら彼の車に乗り込んだ。

「大丈夫か？」

「……はい」

　吉鷹がチラッと茉莉花を横目で見る。

「いや、大丈夫って顔じゃないな」

「どんな顔してますか？」

「身悶えて今にもイキそうな顔」

「もうっ、吉鷹さん、こんなときに卑ひ猥わいなジョークはやめてください」

　彼を軽く睨んで腕を小突く。

「緊張してるだろうから、リラックスさせようと思ったんだ。だけど、出産って鼻からスイカが出てくるような痛みなんだって？」

「恐怖を煽あおらないでください」

　そんなひどい痛みを我慢できるのか本当に不安しかない。

「ごめん。いや、こういうときに男というのは無力な存在だと思わされるよ。代わってやりたいのにできないんだからな」

「出産の痛みは男の人には我慢できないものだって聞いたことがありますから」

　女性だからこそ耐えられると、どこかで誰かが言っているのを見聞きした覚えがある。そんなに凄すさまじいものをこれから体験するのかと、今さらながら体が震える思いだ。でも、ここまできたらあとはもうなすがまま。身を任せる以外にない。

「それじゃあとは茉莉花に託すしかない。でも心配するな、俺がついてる。そばでしっかり見守るから」

　彼がついていれば、なにも怖いものはない。生まれてくる子どもと描く未来を胸に――。

　頼もしい言葉に後押しされ、茉莉花も力強く頷いた。




　そのわずか五時間後、ふたりの赤ちゃんは元気な産声をあげ、この世に誕生した。










夢を叶えて




　十カ月後の五月中旬、茉莉花はパリのシャルル・ド・ゴール空港から北へ二十キロほどいった場所にある『シャンティイ城』にいた。

　小春空が広がるなか白馬が引く真っ白な馬車に乗り、隣には王子様かと見まがうほど美麗な吉鷹がいる。

　いつか結婚式を挙げるなら、フランスの古城で。

　そんな夢を抱いていた茉莉花だったが、ハワイで身代わりの花嫁を務めてそのまま結婚となったため諦めていた。

　その夢を実現してくれたのは、ほかでもなく愛すべき夫、吉鷹である。

　お互いの両親とふたりの間に生まれた子どもが参列するだけのささやかな挙式だが、なにものにも代えがたい瞬間を迎えた。

　三十二万坪の庭園を有するシャンティイ城は映画の舞台となったことでも有名で、格式高い国宝級のお城だ。イングリッシュガーデンには愛の島と金星の神殿を有し、そこでの挙式はため息が出るほどロマンティックだった。

　茉莉花のためだけに作られたウエディングドレスは、レースがふんだんにあしらわれたＡライン。誰かの身代わりではなく茉莉花のために神父が神の祝福を祈り、茉莉花だけが吉鷹の愛を受け取る。

　そんな夢のような時間を過ごし、広大な庭園をふたりきりで馬車で移動する。

　悠ゆう生せいと名づけられたふたりの息子は今、紫や和美に代わる代わる抱っこされ、茉莉花たちが乗る馬車を遠くから見て興奮気味だ。手を振る茉莉花に、ふたりの両親が大きく手を振り返した。




　宿泊先はそこから六キロほど離れたホテルである。

　道路に面した門から車で入ること数百メートル。森を切り裂いたような場所に佇むホテルは古城風の外観をしている。エントランスには神殿のような太い柱がいくつもあり、アイアン製の手すりの優雅な螺ら旋せん階段が吹き抜けの上に茉莉花たちを誘う。

　着替えを済ませたあと、広いダイニングレストランで総勢七名が優雅にフレンチを楽しみ――もちろん悠生は離乳食だが、茉莉花は吉鷹と悠生と三人でスイートルームへ戻った。

　アンティーク調の調度品がお姫様気分になるにはもってこい。一昨日ここに足を踏み入れたときには、吉鷹や悠生の存在も忘れて胸を躍らせ、部屋のあちこちを見て回った。

　悠生はお昼寝もせずにはしゃいでいたため、夕食の途中から吉鷹の腕に抱かれて夢の中。起こすのがかわいそうになり、お風呂は明日の朝にしてひと足先にベッドに寝かせた。

「吉鷹さん、素敵な結婚式をプレゼントしてくれてありがとう」

　リビングスペースのソファに座り、改めて吉鷹に伝える。

　同じ人と二度も結婚式を挙げられる人なんてそうそういないだろう。

「これは俺の願いでもあったから」

「吉鷹さんの？」

「茉莉花を愛したうえで、きちんと将来を誓い合いたかった」

　ハワイの挙式では、ふたりの間に愛はなかったから。

　茉莉花を引き寄せ、吉鷹が髪にキスを落とす。頬に手を添えられ見つめ合った瞳はすでに熱を孕み、この先の展開を容易に予感させる。

「本音を言えば、ウエディングドレス姿のまま茉莉花を抱きたかったんだけど」

「え？」

「背徳感があってゾクゾクしそうだろう？」

　目を細め妖艶に微笑む。その目線が一瞬だけ、茉莉花が脱いで壁に掛けられているウエディングドレスに飛んだ。

「それじゃ、吉鷹さんも着替えますか？」

　彼の衣装もドレスの隣にある。シルバーグレーのタキシード姿の吉鷹はとても素敵だった。

「……冗談だったのならいいですけど」

　吉鷹がポカンとしたため急いで訂正する。やる気満々みたいで恥ずかしい。

（私ってば、なに言ってるのかな、もう……！）

　目を逸らしたが、無意識に唇が尖ってしまった。

「いや、大歓迎」

　彼の口角が三日月のように上がる。

「早速着替えよう」

　茉莉花の手を引いて立たせ、掛かっていたウエディングドレスを差し出す。

「……本気ですか？」

「茉莉花が俺をその気にしたんだろ。あっちで着替えておいで」

「だけど悠生、起きないかな」

「あれだけはしゃいだあとだ。朝までぐっすりだよ」

　くるりと体を反転させられ、そっと背中を押された。

　渋々というよりはドキドキ。胸の高鳴りを覚えながら、パウダールームでもう一度白いドレスに袖を通す。

　緩やかにアレンジされたアップスタイルのヘアもメイクも、式のときのまま。完全な花嫁の姿に戻った。

　パウダールームを出たが吉鷹の姿はまだなく、茉莉花はリビングの窓辺へ足を進めた。大きな窓のすぐ下には広い庭園があり、控えめに灯されたライトが夜を静かに彩る。さらにその向こうには森が広がっていた。

　ふと窓に人影が映り込む。振り返ると、タキシードに着替えた吉鷹がいた。

　これからふたりを待っている展開を知っているせいか、青空の下、シャンティイ城で見たときよりも数段艶やかだ。

「茉莉花」

　低く囁く声が情欲にまみれていて、茉莉花の鼓動を跳ね上げる。

　ゆっくり近くまでやってきた彼は、茉莉花の腰を引き寄せ間近で見つめた。

「もう一度誓うよ。神じゃなく茉莉花、キミだけに」

　頬に手を添え、唇がはっきりと動く。

「一生離さない。……永遠に」

「私も」

　ふたりだけの誓いがキスに溶けていく。

　代役からはじまった夫婦の絆が今、さらに強く結ばれた。

　キスが深まるにつれ、ふたりの体温が上がるのは必至。吉鷹はジャケットを脱ぎ捨て、ボウタイを抜き取った。

　背中のファスナーを下ろしてウエディングドレスの裾をたくし上げ、茉莉花の素肌に手を滑らせる。

「……吉鷹さん、ここで？」

「俺に乱される自分を眺めながらっていうのも、たまにはいいと思うけど？」

　茉莉花の体をくるりと反転させる。室内が明るいせいで鏡のようになった窓には、裾を持ち上げられ、淫らに足をさらした茉莉花が映っていた。

　純潔を表すように真っ白なウエディングドレスのせいか、より卑猥に見える。吉鷹の言っていた背徳感の意味がよくわかった。

「だけど外から見えちゃう……！」

「心配しなくても見ているのは森だけだ。だからほら」

　腰を突き出せと彼の手が言う。窓に映った吉鷹の熱を帯びた目に射られ、白旗を上げざるを得なかった。

　永遠を誓い合った心のように深く繋がる体。茉莉花の手が、唇から漏れた吐息とふたりの熱で曇った窓を掻き、淫いん靡びな跡をつけていく。

「茉莉花、愛してる……」

　吐息交じりの甘い声が耳を犯し、脳内を痺れさせる。

「……私も愛してます」

　何度も交わし合う愛の言葉とキスに溺れ、ふたりの時間を刻む。

　この先もずっとこうして愛し、愛され、途方もない幸せを吉鷹と一緒に――。










番外編　ささやかな願い




　フランスでの挙式から一年が経った五月下旬。

　悠生は一歳十カ月となり、すくすくと成長している。

　四月からは保育園にも入園し、茉莉花も時短勤務で仕事に復帰した。

　最近はいろいろな言葉を覚え、二語文が出ることもたまにある。成長の速度に驚きながら、毎日新しい発見の連続だ。

　吉鷹は以前にも増して精力的に仕事に励んでいるが、家族サービスも忘れず、まさに理想の夫、父親といった感じである。

　茉莉花たちはある土曜日、三人で海へやってきた。

　夏はもう少し先とはいえ、太陽はずいぶんと勢力を増している。海面を躍る光の眩しさに目を細めながら、茉莉花は砂浜に敷いたレジャーシートに座った。

　吉鷹は悠生の手を引き、貝殻を拾ったり、波打ち際まで行っては波と追いかけっこをしたりする。

「あまり海には入らないでねー！」

　ふたりに向かって声を張り上げる。

　太陽の強さとは裏腹に、海水はきっとまだ冷たいだろう。

　振り返って茉莉花に手を振った吉鷹は「もう遅ーい」と返してきた。すでに悠生の半ズボンは濡れているようだ。

　楽しそうな様子を見ていると、それくらいいいかと思わされる。

　ふたりはその場にしゃがみ込み、今度は砂で遊びはじめた。

「茉莉花もおいでー！」

　吉鷹に手招きをされ、レジャーシートから立ち上がる。さらさらの砂を踏みしめながらふたりのもとへ行くと、悠生は「ママー」と砂まみれの手を茉莉花に見せた。

「すごい手ね」

「おすな」

　湿り気のある砂で黒くなった手を興味深そうに眺める。

「茉莉花、悠生には建築のセンスがあるぞ」

「えー？」

　くすくす笑いながらその場にしゃがみ込む。

「ほら、よく見て」

　吉鷹に言われて見ると、目の前には小ぶりの砂山ができていた。ところどころがとんがり屋根のようになっており、窓なのかくりぬいた穴もある。

「これ、悠生が作ったの？」

「うん、おしろ」

　茉莉花の問いかけに悠生はうれしそうに答えた。

「な？　すごいだろ。ちゃんとそれっぽくできてる」

「ほんと、すごい」

　二歳にも満たない我が子が、いっちょ前に砂の城を作るとは。

　さすが観月建設の跡取りだと目を丸くする。親ばか丸出しで、ふたり揃って絶賛だ。

　吉鷹がその城から続く溝を掘り、そこに海水を流し込むと、悠生はきゃっきゃとはしゃいだ。

「将来は吉鷹さんのあとを継いで観月建設の立派な社長ね」

「いや、それは悠生が決めることだ。やりたいことがほかにあれば、俺はそれを全力で応援する」

「……いいの？」

　観月建設のさらなる発展を見据え、跡継ぎがほしかったはずだ。まだ二歳にもならない悠生は次期社長の期待を背負って生まれてきた。

「可能性が無限にある子どものうちから、ひとつしか選択肢がないなんてあんまりだ。悠生には自分で考えて、自分の歩みたい道を選ばせてやりたい」

　選択肢のない人生を歩んできた吉鷹だからこそ、息子には自由に生きてほしいと願うのだろう。

　そこに憂いも迷いもなかったというのは嘘ではないと思うが、それとはべつに子どもの幸せを願う親心があるに違いない。

「悠生はどんな大人になるのかな」

「そりゃあ、俺に似たイイ男に決まってるだろ」

「そうね。吉鷹さんみたいに素敵な男性にね」

　ふふっと笑い、見つめ合う。

　そんな未来を夢見つつ……。

　悠生が砂遊びをするそのそばで、ふたりはそっと唇を重ねた。
















特別書き下ろし番外編










描いた未来にいる幸せ




　週の最終日、金曜日の授業を終えた悠生が校門を出ると、後ろから大きな足音が追いかけてきた。肩をトンとひと叩きされ、振り返る。

「ずいぶん急いでるけどデートか？　今日は部活も休みだしな」

　中学に入学してすぐ仲良くなった友人の拓たく真まだった。ふわふわとした癖毛をなびかせ、大きな目が印象的な顔立ちをした同級生だ。

　二年生のクラス替えでは別々になったが、今では親友と呼べる仲である。

　ニヤッとした笑みを浮かべた彼が、並んで歩きだす。

「そんなんじゃないよ」

　所属している陸上部は顧問が出張のため休みだが、デートの予定が入っているわけでもない。

「まぁそうだよな。女に興味がないみたいだし？」

「それは語弊がある。興味を引かれる人に会ってないだけ」

　生まれてこのかた恋愛経験のない理由を、興味のあるなしでひとくくりにしないでほしい。そもそも悠生はまだ中学二年生だ。

「あれだけコクられてるのに？　今日の昼休みにも一年生に呼び出されてただろ」

「目ざといな」

「あったりまえよ。あの子、一年生の中でも超人気なんだぜ？　それを振るとか信じらんないね。俺が代わりに付き合いたいくらいだ。これまで何人の女の子を振って泣かせてきた？　さすが観月建設のイケメン御曹司。罪な男だなぁ」

　拓真は気の合う友人だが、なにかというと悠生を〝イケメン御曹司〟と形容するのがたまにきずだ。

　悠生は、切れ長の目もスラッとした体躯も父親譲り。誰もが認める容姿端麗ぶりだが、本人にはまったく自覚がない。

　拓真がからかい口調で「羨ましいったらありゃしない」と続ける。告白を断ったのを知っているということは、最後までその場面を覗き見していたのか。

「悪趣味だな」

「え？　あの子レベルで趣味が悪いって？　ははーん、わかった。悠生は理想が高すぎるんだな」

　カバンを肩にかけなおして腕組みをする拓真を肘で小突いた。

「そういう意味じゃない。覗いていたのが悪趣味だって言ってるんだ」

「とうとう悠生にも彼女ができるか!?って思ったら居ても立ってもいられないのが親友ってもんだ」

「俺は覗きが趣味の親友を持ったってことか。嘆かわしいな」

「ひっでーな」

　拓真に肩で小突かれ、「ははっ」と軽く笑い飛ばした。

　そもそも好きでもないのに付き合うほうが罪深いだろう。拓真は常々、『軽い気持ちで付き合えばいい』と言うが、そんな不実なことはできない。

「特に用事がないなら、これから映画でも行かね？」

　拓真が、漫画が原作の実写版のタイトルをあげる。

「悪いな。今夜は両親の結婚記念日なんだ」

「両親の結婚記念日？　息子のお前に関係なくね？」

「その日は毎年、家族四人で食事する決まりになってる」

　いつもはホテルのレストランで外食だが、今夜は自宅で母、茉莉花が手料理をふるまうという。

　ブライダルサロンでヘアメイクアーティストとして働く彼女は、今日は仕事も休みを取り、夕食に備えて朝から下ごしらえをしていた。

「へぇ、大企業の社長一家はさすが違うねぇ。絵に描いたような幸せ家族じゃん」

「普通だろ」

「普通じゃねえって。俺なんて、両親の結婚記念日なんて知らねーもん。親だって毎年祝ってる様子もないし」

「そんなもん？」

　拓真が大きく頷き、「ラブラブだな」と続けた。

　たしかに悠生の両親は仲がいい。子どもの前でもキスやハグはあたり前。仕事柄、父の吉鷹は海外出張もたびたびあるが、そんなときでも連絡は毎日欠かさない。

　幼いときからそんなふたりを見てきたため、悠生にとってそれはごく普通の夫婦の姿だが、どうやらそれは世間一般とはちょっと違うらしい。拓真の言葉を借りればラブラブだ。

　そんなふたりを見てきたから、心から好きな人以外とは恋人になるべきではないと考えるのかもしれない。軽い気持ちで付き合いたくはないと。

　そうなると理想的とも言える夫婦が両親なのは、恋愛観のハードルが上がるため恋人を作りづらいのかもしれない。『悠生は理想が高すぎるんだな』という拓真の言葉は、ある意味正しいのではないか。

　かといって今さらその考えは変わらないだろうし、いつか出会う未来の恋人を楽しみに待つ以外にない。

　路線の違う拓真と駅で別れ、悠生は帰宅した。

「ただいま」

　靴を脱いで上がると、四年生の妹、凛りんがパタパタとスリッパを鳴らして現れた。

　悠生が父親似なら、凛は母親似である。自分の妹ながら将来が楽しみな美人だ。

「お兄ちゃん、おかえり。今ね、ママに教わってクッキー焼いてるの」

「へえ、甘い匂いがすると思ったらそれか」

「うん。おいしく焼けたら、ママとパパにプレゼントするんだぁ」

　うれしそうに悠生のあとを追ってダイニングキッチンへ向かう。

　そこでは母の茉莉花がエプロン姿で料理の真っ最中だ。

「ただいま」

「おかえり、悠生。ちょっと味見してくれる？」

　茉莉花が小皿を悠生に差し出す。

「ビーフシチュー？」

「そうなの。吉鷹さんの好物だから」

　結婚して十五年が経つというのに、結婚記念日に相手を喜ばせたいと願う健気な姿は、母親であってもかわいいと思ってしまう。

「どう？」

　悠生を見つめる目が心配そうに揺れる。

「おいしいよ」

「ほんと？　よかった」

　肩で小さく息をつき、うれしそうに顔を綻ばせる。

「ところでさ、今さらだけどひとつ聞いてもいい？」

「いいわよ。なぁに？」

　鍋をくるくるかき混ぜながら茉莉花が聞き返す。

「父さんと母さんの馴れ初め」

「ええっ、いきなりどうしたの」

「なんとなく聞いてみたくなった」

　凛が「私、知ってるよー」と、そばでピョンピョン跳ねる。

　悠生は今まで特に気にも留めていなかったが、女の子というものはやはりそういった話に興味があるらしい。

「ママはね、パパのお嫁さんの身代わりだったんだよ」

　凛が先走って暴露する。それも穏やかな話ではない。

「どういうこと？」

　悠生は、目を大きくして茉莉花を見た。

「吉鷹さんのお嫁さんになる人が挙式直前に逃げ出しちゃって」

　ふふっと笑いながら聞かされた母の話は、悠生には驚きの連続だった。

　愛し、愛されて結ばれたのではなく、はじまりは成り行きのようなもの。行き当たりばったりで結婚したのだと。

　大恋愛の末だと信じて疑わなかったふたりが、結婚してから愛を育ててきたとは。

「でも心配しないで。そこにちゃんと愛が生まれたから、あなたたちを授かったのよ。ふたりとも私たちの大事な宝物」

　茉莉花が悠生と凛の手を取る。慈愛を込めた目で見つめてきた。

　ある意味、運命的な出会いだ。むしろ、ふたりが結ばれるために起こるべくして起きた出来事だったと思えるのは、日頃から仲なか睦むつまじい様子を見てきたからだろう。

　少なくとも悠生は、彼らほど愛し合っているふたりを知らない。

　初めて聞いた事実は、悠生の心をやけに激しく高ぶらせた。

　ほどなくして聞こえた物音に、茉莉花が「帰ってきたみたいね」といそいそと玄関に向かう。いつもより帰宅時間が早いのは、ふたりの記念日だからだろう。何回目の結婚記念日だろうが、大切に考えている父親は息子としても誇らしい。

「わぁ、すごい」

「ただいま、茉莉花」

　そんなやり取りが聞こえたすぐあと、茉莉花を伴った吉鷹が現れた。それも、両腕に抱えきれないほどの真っ赤なバラの花束を抱えて。

　結婚記念日のプレゼントなのは一目瞭然だ。

「すごーい！　バラがいっぱい！　凛もほしい！」

　凛が大喜びで父親に駆け寄る。

「これはママのプレゼントだ。ごめんな、凛」

　愛する娘だろうと、妻への贈り物を譲る気はないようだ。まさに妻への愛情は一直線。子どもの前だろうがおかまいなしに、茉莉花にキスをした。

「その代わり、凛にはこれをやるから」

　ポケットから取り出したのは、ブランドもののコンパクトミラーとリップグロスだった。

「わー！　やった！　パパ、ありがとう！」

　母親の影響か、凛はこの頃ヘアメイクに興味津々なのだ。

「おいしそうな匂いがするな」

「今日は父さんの大好きなビーフシチューだよ」

　悠生の言葉に茉莉花が「おいしくできたと思うの」と続く。

「そうか、それはうれしいね。ありがとう、茉莉花」

　バラの花束をテーブルに置き、茉莉花の髪にキスをする。いったいどれだけ見せつければ気が済むのだろう。

「ほんっと熱すぎ」

「ビーフシチューは熱くなきゃおいしくないだろ」

「そうじゃない。父さんと母さんがって言ってるんだよ」

　吉鷹の茉莉花が不思議そうに顔を見合わせる。お互いに首を傾げ合った。

「そうか？　べつに普通だろ？　なぁ茉莉花」

「ええ、たぶん」

　ふたり揃ってラブラブ夫婦の自覚がないときた。

（でも、いいよな、そういう夫婦）

　いつか自分も、そんなふうに過ごせる相手と出会えるだろうか。

　まだ見ぬ未来に馳はせた想いが、悠生の心を弾ませる。憧れの夫婦像である両親のやり取りを眺め、なんともいえず幸せだ。

「さてと、それじゃ冷めちゃうから食べましょ」

　茉莉花の号令で、凛がビーフシチューを器に盛る。グラスにはレモンフレーバーのスパークリングウォーターが注がれた。

　お祝いの席では家族揃って同じ飲み物で乾杯するのが、観月家の決まりである。

　スーツからラフな格好に着替えを済ませた吉鷹と四人、テーブルにつき両親の十五回目の結婚記念日を祝った。
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　お祝いのディナーを終え、片づけを済ませた茉莉花がリビングにいる吉鷹のもとにやってくる。トレーに人数分のせているのは、食後のコーヒーか。

「悠生と凛は？」

　気配を感じないふたりを心配して、茉莉花が部屋を見回す。

「ふたりでコンビニに出かけたよ」

「コンビニ？　なにかほしいものでもあったのかしら」

「いや、気を利かせたつもりだろう」

「気を利かせた？」

　首を傾げながらトレーをテーブルに置き、茉莉花が吉鷹の隣に腰を下ろす。

「俺たちをふたりきりにしてくれたんじゃないか？」

「え？　そうなの？」

　ふふふと笑う横顔は、出会ったときとかわらず愛らしい。若々しさの中にも年齢を重ねた色香が、吉鷹を捕らえにかかる。

　結婚して十五年。茉莉花への愛情は年を追うごとに濃く、大きくなっていくばかり。自分でも呆れるくらいに、吉鷹は茉莉花を愛している。

「そうだ、吉鷹さんに報告があるの。悠生からも直接話があるとは思うけど、悠生ね、工学部がある大学の付属高校に進むみたい」

「工学部に？」

「ええ。将来、観月建設を継ぎたいから、まずは建築士として一流になるんだって」

　悠生が生まれてこのかた、観月建設の後継者としての話を彼にしたことはなかった。

　吉鷹としては悠生が継いでくれるのがなによりだが、それでは彼の道を閉ざしてしまう。思うように生きるのが一番。本人のやりたいように、思うままに人生を歩めばいいというのが吉鷹の教育方針だった。

　しかし、その悠生が建築士になりたいと……。

「吉鷹さんがなにも言わなくても、父親の背中はしっかり見てきたのね」

「……そうか、悠生が観月建設を継ぎたいと」

　胸の奥からじわりと熱いものが込み上げてくる。

　息子は自分のあとを継がなくてもいいと考えてきたはずなのに、その意思を初めて示され、喜びが満ち溢れてきた。

「ええ。私、すごくうれしい」

　破顔する茉莉花を抱き寄せる。

「自分でも驚くくらい俺も最高の気分だ、茉莉花」

　愛する妻がいて、同じように子どもたちがいる。

　それだけでも十分だった。しかし、吉鷹たちには今以上に幸せな未来が待っている。

　想像するだけで心は大きく弾んだ。

「そうだ、茉莉花にプレゼントがあるんだ」

「プレゼント？　それならさっきお花をもらったのに？」

「それはそれ、これはこれだ」

　クッションの陰に置いていた包みを茉莉花に手渡す。

「開けてもいい？」

「もちろん」

　リボンを解き、ラッピングを剥がしていく。細長い包みの形状から中身の想像はおそらくついているだろう。

　ケースの蓋を開け、茉莉花がぱぁっと顔を輝かせる。

「素敵なネックレス」

　ローズゴールドのチェーンに大きめの一粒のダイヤモンドが煌めくネックレスは、上品な雰囲気の茉莉花にぴったりなデザインだ。

「つけてみようか」

「はい」

　吉鷹はケースからネックレスを取り出し、背を向けた茉莉花の首元にそっとつけた。

「どうかな？　似合う？」

　くるっと振り返り、茉莉花がにこやかに微笑みかける。

「茉莉花の美しさには敵わないが、よく似合ってる」

「もうっ、そんなお世辞はいいから」

「お世辞じゃない。俺はいつだって茉莉花は綺麗だと思ってるし、誰よりも愛しい」

　何歳になろうが、この想いは変わらないと自信を持って言える。

　ハワイで茉莉花を花嫁に仕立て上げた功績は、どんな仕事よりも称えられて然るべきものだ。

「ありがとう、吉鷹さん」

　照れくさそうに頬を赤く染めた茉莉花に迷わずキスをする。

　この先の未来も彼女と歩んでいける幸せが、なによりも吉鷹の心を満たしていた。
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あとがき




　こんにちは、紅カオルです。

　最後までお読みくださりありがとうございました。身代わり花嫁からはじまるふたりの恋模様はお楽しみいただけたでしょうか。




　狡猾で傲慢なヒーローを書いていたつもりなのに、気づけばかわいい一面のあるヒーローになっており、作者の私もびっくりです。担当さんに「かわいいですよね」と言われるまで気づきませんでした（笑）。

　でもそんな吉鷹は、私自身もお気に入りの愛すべきキャラになりました。茉莉花を手に入れようと奮闘しつつ、ちゃんと〝待て〟もできる紳士な男です。




　最近、妊娠・出産を題材にしたお話を書く機会が非常に多いのですが、今回は私の実体験もひとつだけ織り交ぜました。それは、妊娠中にどうしても食べたくなったものです。

　フライドポテトは、食欲がないのになぜか無性に食べたくなった代表格。それも夜遅い時間のため後ろめたさと葛藤しながら、夫には何度となく某ファストフードのドライブスルーに連れて行ってもらいました。

　話が逸れましたが、かわいく仕上がった吉鷹と真面目な茉莉花の恋模様を楽しんでいただけていたらうれしいです。




　今回もたくさんの方のお力添えで本作が完成しました。いつも本当にありがとうございます。

　次作でもまたこちらでお目にかかれることを楽しみにしております。




紅くれないカオル
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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交際０日、冷徹御曹司に娶られて溺愛懐妊しました
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